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　全学生が職業を持ち、学生だけで都市内の経済を回していく特とく殊しゆな試験都市である【自立都市】にも、当然のように梅つ雨ゆは訪おとずれる。

　連日にわたる雨がやっとやんだのは昨日の夜の事。そして今日、朝から気温は急きゆう上じよう昇しよう。電気代節約のため、エアコンを切っている我が家のリビングは、当然のようにサウナ状態。午前中なら涼すずしい風が吹ふいてくるかと思っていたのだが、時たま吹ふき込むのはギラギラと照りつける太陽に温められた風ばかり……。

「うぅ～、ナイト君。もぅマコちゃん限界だよぉ」

　俺の前に座っている真ま琴ことが、広げたノートの上に突つっ伏ぷして、こちらを恨うらめしそうに見てくるが、俺は首を縦には振ふらない。

「ダ、ダメだよ、真琴ちゃん」

「でも……マコちゃんもう我が慢まん出来ないかもしれない」

　小さな唇くちびるをぷぅと尖とがらせ、瞳ひとみはうるうる。前まえ髪がみの間から覗のぞく眉まゆは見事なハの字。まさしくそれは小型犬の可か愛わいらしさ。そんな顔を見せられれば、99・９％の男子が「だよねぇ、暑いのとか嫌いやだよねぇ」と同意した事だろう。しかし……。

「ダッ……ダメだって」

　俺はどうにか首を振る。

　同級生で同どう僚りようの瑠る花か、真琴、彩あや香かの三人と同居なんていうとんでもない事態に陥おちいってもうすぐ早三カ月。真琴のうるうる攻こう撃げきにだって、さすがに少しは耐たい性せいが出来ている。確かに、ちょっとだけ。ほんの少しだけ『エアコン入れてもいいかな』なんて思ったりもしたけど、それはきっと暑さのせいだ。なんたって今日は本当に暑い。

　それに『六月いっぱいエアコンを使わない』というのは、みんなで決めたルール。そう簡単に破るわけにはいかない。それに、ここでエアコンを使えば、後で何を言われるか分かったものではない。

「一生のお願いでもぉ？」

　言いながら両手を合わせ、上目使いで俺を見る顔は、確かに可愛い。でも、そんな可愛さにだって俺は負けるわけにはいかないのだ。

「そ、そう言って、先週も夕飯をハンバーグにしただろ」

「……うぅ」

　叱しかられた子犬のような表情で、再びペンを持った真琴の額にキラリと汗あせが光った。しかし次の瞬しゆん間かん、真琴は「ふぅ」と息を吐はき、笑う。

「……うん、そうだよね。マコちゃんが悪かったよ」

　その姿は、あまりにも……健けな気げだった。炎えん天てん下かの下、真まっ直すぐに花を咲かせるひまわりくらい、雪の中マッチを売り歩く少女くらい、継まま母はは達のいじめに耐たえるシンデレラくらい、もうとにかく健気だった。

「あ、いやさ」

「ううん、ナイト君。マコちゃん分かってるんだよ。ナイト君は、マコちゃんのためを思って厳しくしてくれてるんだよね♪」

「いや、あの……」

「大だい丈じよう夫ぶ、マコちゃん負けないよっ！」

　ニッコリ笑った真ま琴ことの顔は、まさしく天使。いや、これはもう正義かもしれない。

「でも、ナイト君も無理しちゃダメだよ。ほら、汗あせかいちゃってるじゃん。マコちゃんが拭ふいてあげるね」

　手元に置いてあったタオルで、優やさしくポンポンと俺の額を天使が押さえると、ふわりと甘い匂においが漂ただよう。

「あれぇ？　ナイト君どうしたの？　また顔が熱くなっちゃってるよぉ」

「あ、暑いからかな!?」

「熱中症しようとか気を付けないとね。あ、」

　手元にあった麦茶が入ったコップ（真琴の飲みかけである）を、両手で包んで俺に差し出し、

「はい、ちゃんと水分補給しなきゃダメだよ♪」

　と天使の微ほほ笑えみ。

「ああ、ありがとうっ!!　やっぱ熱いのは良くないねっ！　エアコンを──痛っ」

「何でエアコン入れる方向に誘ゆう導どうされるのよ、馬ばっ鹿かじゃない!?」

　リモコンへと伸のびた手を叩たたかれ、俺はハッと我に返る。視線の隅すみで真琴が「チッ、気付かれたか」とそっぽを向く。そして、俺の手を叩いた隣となりの人物をチラリと見ると、鋭えい利りに尖とがった瑠る花かの瞳ひとみがしっかりと俺を見ている。状じよう況きようを冷静に分ぶん析せきすると──つまり、ご機き嫌げん斜ななめという事なのだろう。

「あ、えっと……」

「六月中はエアコン我が慢まんしようって約束はどこにいったわけ？」

「いやさ、瑠花もそろそろ暑いかなぁ……なんて」

「あたし、一度でも暑いなんて言ったかしら？」

「ほら……表情的に見て？」

「奈ない斗とは真琴の事は沢たく山さん見てたけど、一度もあたしを見てない」

「えっと……顔を見なくても分かる的な？」

　咄とつ嗟さに考えた言い訳は、どうやら大外れ。

「ばっ、馬鹿じゃないのっ!!」

　瑠花は強く言い放ち、ぷいっと顔をそむけてしまう。

「そもそも、そもそもよっ！　勉強教えて欲しいって言うから、わざわざこうやって時間割さいてあげてるのに、何なわけ？　それにねっ！　あたしは奈斗に勉強教えるって約束しただけなのに、なんで真ま琴ことまでいるのよ。もぅ、勝手に二人で勉強してれば良いでしょっ」

　次々に浴びせられる瑠る花かの言葉に、俺は返す言葉もない。

　来週、【自立都市】にある全すべての高校で、入学してから一番最初の定期試験が行われる。中学まで三学期制だった俺は、二学期制の試験範はん囲いの広さに愕がく然ぜんとして、瑠花へ助けを求めたのだ。いろいろ足りない瑠花だが、勉強はどの教科でも優ゆう秀しゆう。そこはさすがお嬢じよう様さまと言うべきなのだろう。

「えー、別にマコちゃんは瑠花に『勉強教えて』なんて頼たのんでいないんだけどなぁ」

「ちょっ!!　真琴ちゃん」

　真琴が瑠花に放った言葉を、俺は慌あわてて止めに入る。ちょっと焦あせっている程度の俺と違ちがい、真琴の勉強の出来なさ度は異常。もう中学時代に何をやっていたのかと（たぶん芸能の仕事をやっていたんだろうけど）聞きたくなる程ほどのヤバさなのだ。

「赤点取ったら追試受かるまで、仕事出来なくなっちゃうんだよ」

　いくら仕事が忙いそがしかろうと、学業を疎おろそかにする事は、ここ【自立都市】では許されない。遊ぶのも自由だし、学校と仕事以外の時間で何をするのも自由だが、最低限の事をしなければそれ相応のペナルティを受けてしまう。

　もちろん、仕事が出来なければ給料は出ない。給料が出なければ、この街では生活出来ない。それに、真琴のポイントがなくなってしまったら、黒くろ部べ組としても厳しい。比ひ喩ゆではなく、これは本当に死活問題なのだ。

「でもさぁ、暑いしぃ。そもそもこの勉強、難しすぎるんだよぉ」

「そんな事言わないで頑がん張ばろうよ。仕事出来なくなったら大変だろ？」

「うぅ～。それは分かってるけど……」

　むぅ、と唇くちびるを尖とがらせて俺を見た真琴の視線が、チラリと横に逸それる。

「先生が……ねぇ？」

　逸れた視線が誰だれに注がれているのか……は、まぁ言うまでもないだろう。

「ちょっとっ！　何よその言い方は!?」

「どうせ教わるなら、マコちゃん彩あや香かちゃんからが良かったなぁ」

「だからっ！　あたしは仕方なく──」

「スト───ップ」

　予想通り始まった言い争いを止めるべく、俺は呆あきれながらも声を上げる。すると、瑠花も真琴もとりあえず口を閉じ、不満そうな目でこちらを見る。

「……なんかさ、最近ナイト君つまんないよね」

　どうやら彼女、俺が二人の喧けん嘩かを見ても慌てないのが面おも白しろくないらしい。

「つまらなくって結構」

　どうせこの喧嘩は、勉強に飽あきた真琴の暇ひま潰つぶしみたいなものだろうし、瑠花だって本気で怒おこっているわけじゃない。ただこの二人は、こういう風にしか会話が出来ないだけだ。

　彼女達と生活を始めて、そろそろ三カ月。未いまだに瑠る花かと真ま琴ことは毎日のように喧けん嘩かばかりだが、逆に言えばそれこそが二人にとって〝日常〟なのだ。俺だって、嫌いやでも慣れる。……たまに騙だまされるけど。でも、だいたいは騙されなくなってきた。

「さ、勉強再開。真琴ちゃん、これで本当に赤点なんて取ったら、マジで笑いごとじゃすまされないんだからね」

　はぁ、と息を吐はき出し、俺はエアコンのスイッチを入れ、開け放っていた窓を閉める。家計を預かる身としては、夏の間跳はね上がる電気代は無視出来ない。でも、このまま喧嘩ばかりして勉強が進まず、結局真琴が赤点を取るなんて事態になっては本末転てん倒とうだ。

　そんな俺に、真琴は「むぅ」と口を尖とがらせ、瑠花は「あたしはまだ、教えるなんて言ってないわ」と意地を張り続けている。

　でも確かに、今のは真琴が悪かった。

「ほら、真琴ちゃん」

　俺の『謝って』という視線に、真琴はスッと視線を逸そらす。

「ほら」

　もう一度急せかすが、真琴は「あ、そう言えばさ」とワザとらしすぎる話題転てん換かん。

「今日は暑いから、お昼ご飯は冷たいものが良いよね♥」

「真琴ちゃん」

「あとさ、ナイト君最近髪かみ伸のびたよね？　そろそろ切りに行かなきゃね♥」

　真琴の言う通り、そろそろ髪は切りに行こうと思っている。だが、そこで話題に流されていては、さっきの二にの舞まいになってしまう。

「ほっんと、ガキ臭くさっ！　どれだけ我わが儘ままなの？」

「むっ、マコちゃん瑠花にだけは『我儘』って言われたくないっ！」

「ふ～ん、別にそれで良いわよ。さ～て、あたしは自分の勉強でもしてようかなぁ」

　ふと手元を見れば、いつの間に取り出したのか、瑠花が向かっているのは二年生用の参考書だ。瑠花の通っていた中学は、名門の私立進学校。俺達が通っていた公立中学とは、授業の内容も進行具合も大きく違ちがっていたらしい。しかも、意外な事に瑠花の教え方は要点を捉えており、かなり分かりやすい。

「あーあ、その態度可か愛わいくなーい」

「はぁ!?　可愛くないのはどこの誰だれかしら？」

　だから、真琴だってしっかりと瑠花から教わりさえすれば、赤点なんて事にはならないと思うわけで……。

「え？　可愛くない人なんて、この部屋で一人しかいないとマコちゃん思うなぁ」

「そうね、一人しかいないわね」

　教わりさえすれば……。

「なーんだっ♪　ちゃんと自覚あるだぁ。ちょっと勉強が出来るからって、そういう態度、本当に可か愛わいくないよね♥」

「二次方程式も解けないとかって、ほんと恥はじよね」

　……。

　ニコニコと笑え顔がおで牽けん制せいし合う二人は、喧けん嘩かしたくて仕方ないという顔だ。まぁ、良いよ。これも二人のコミュニケーション。それはもう、分かってる。分かってはいる、が──。

「スト───ップ」

　今はさ、勉強しようぜ。

　心の奥に溜たまる疲ひ労ろう感を吐はき出すように、俺は本日二回目の「ストップ」を言い放ったのだった。







　それから約一時間後。十分おきに口くち喧げん嘩かを繰くり返したり、飲み物を零こぼしたりしつつも、どうにか俺達は勉強に一区切りをつけ、少しばかりの休きゆう憩けいを入れる事にした。

「でも、瑠る花かは本当に教えるの上う手まいな」

　砂糖を多めに入れたアイスティーを差し出しながら言った俺に、瑠花は「べ、別に大した事は教えてないわよ」と言うが、その顔は何だかちょっと嬉うれしそうだった。

　一いつ緒しよに生活を始めてからずっと、真ま琴ことに劣れつ等とう感を覚え、その背中を追い続けていた瑠花だ。やっと自分の得意分野を見せられる機会が訪おとずれたのだから、その気持ちも分からなくない。

　しかも、一時間ちょっと数学を教わっただけではあるが、かなり理解が進んだと思う。きっと真琴も、この調子でやっていけば赤点は免まぬかれるだろう。ちょくちょく口喧嘩が入るのが玉たまに瑕きずだが、それを差し引いても瑠花に教わる事は有意義に思えたし、楽しいとも思えた。

「彩あや香かもいれば良かったのにな」

　ここに彩香がいたら、もっと楽しかっただろう。俺の言葉は、そんな小さな希望を何となく口にしただけのもの。

「まー、彩香ちゃんにもイロイロあるだろうからねぇ」

　しかし、俺の言葉に真琴が返してきたのは、何だか含ふくみのある言葉と笑え顔がお。

「……え？」

「だぁかぁらぁ、きっとイロイロあるんだよ」

「いろいろって……。えっと、髪かみ切りに行くとか、あと……買い物、とか？」

　俺だってそろそろ髪を切りに行かなきゃと思っているくらいだから、彩香にだってそういうのはあるんだろうけど……。

「もぅ、ナイト君。それワザと？」

「いや、えっと……」

　残念ながら、本気である。瑠る花かはこの意味を理解しているのだろうかと横を見るが、彼女は俺らの会話に加わる気がないのか、パラパラと参考書を捲めくっている。

「ほっんと、ナイト君はそういうところ、ニブニブだよね」

　もー、と口を尖とがらせる真ま琴ことは、何だか楽しそう。「だからね」と声を少し小さくして、勿もつ体たいぶるように口元を覆おおいながら言葉を放つ。

「カレシだよ、カレシ」

「……彼氏!?」

「そう、カレシ」

「誰だれの!?」

「だから、彩あや香かちゃんの」

「……はぁ」

　なんだか、脳内の処理速度が現実に追いつかず、俺は何とも間ま抜ぬけな声を漏もらす。瑠花も参考書を捲る手を止めて呆ほうけているから、きっとコイツも初耳なのだろう。

　よく考えれば、彩香だって十五歳の高校生。恋をしたって不思議じゃないし、あれだけの器量良しなんだから彼氏が出来たっておかしくない。でも……、彩香に恋人というのは、なんだかピンとこない。

　そもそも、恋人という感覚が俺にはよく分からない。女の子を見て『可か愛わいいなぁ』と思う時はあるけど、それが恋愛という感覚にはイマイチ繋つながらないのだ。中学時代、クラスに付き合っている奴やつとかはいたけど、なんだかそれは俺にとって、薄うすい膜まくを一つ挟はさんだ向こう側がわの世界という感じがしていた。

「……え、あ、そ、そうなんだ」

　どうにか無難に頷うなずく俺に、真琴は嬉うれしそうにニヤニヤと笑う。どうやら真琴、意外に恋愛話は好きらしい。

「彩香ちゃんは何も言わないんだけど、マコちゃん的に怪あやしいと思ってる人がいるんだよねぇ。まぁ、といっても今の段階だと、確信があるわけじゃないんだけどねぇ～」

　確信があるわけじゃないと言いつつも、真琴の表情は自信に満ちている。

「……誰？」

　その声に隣となりを向くと、瑠花が口元を尖らせながらも頬ほおを綻ほころばせるという器用な表情で真琴を見ていた。たぶん、恋愛話には興味があって知りたいが、真琴に質問するというのが不本意なのだろう。

　それに対し、真琴は「よくぞ聞いてくれました。このスーパー可愛い真琴ちゃんが何も分からない瑠花に教えてあげるから感謝しなさい」と、言わんばかりの顔で頷く。

　かく言う俺も、この話に全く興味がないわけではない。いやさ、だってさ……ほら、自分の担当キャストの事をいろいろと把は握あくするのも、ボーイである俺の仕事なわけ……だろ？

「先週、ウチの店にサッカー選手が団体で来たでしょ？」

　真ま琴ことの言葉に、俺と瑠る花かが同時に頷うなずく。

　思い返してみれば、先週の土曜日。俺達の職場である【Club　Butterfly】に八名の団体が来店していて、彩あや香かと真琴は彼らのテーブルで接客している。

「Ａ卓たくにいた人達？」

　その団体は全員、最初に付いたキャストをそのまま場内指名したので、瑠花が彼らに付く事はなかった。でも、あれだけの団体だ。記き憶おくには残っているのだろう。

「そう。で、その時に彩香ちゃんが付いていたお客さんいたでしょ？　ほら、短たん髪ぱつでいかにもスポーツマンって感じの人」

　また、こくこく、と同時に頷く俺と瑠花。

「その人と彩香ちゃん、なんだかやけに盛り上がってた気がしない？」

「え？　そう──」

　そうか？　と言いかけやめる。

　あの団体はノリもよく、全体的に凄すごく盛り上がっていたし、笑い声も沢たく山さん上がっていた。その中には、もちろん彩香の姿もあって、でもそれは場の空気的に目立つものではなかった。だけど、よく考えてみれば、あの彩香の姿は少し違い和わ感があったかもしれない。

「……かもな」

　俺が同意したのを見て、真琴は「うんうん」と頷く。

「彩香ちゃんの接客は、お客さんの話を上手に引き出して聞き手に回るスタイルでしょ？　でもあの時は、積極的に自分から話してたんだよね。これって絶対おかしいと思わない？」

　確かに、そんな彩香は、俺のイメージの中にはない。

「それにさ、その日から彩香ちゃん、やけに電子端たん末まついじってると思わない？」

「そう……だな」

　言われてみれば、ここ数日。彩香がメールを打っている姿をよく目にしている。

「ねぇ」

　今までずっと、何かを考えていた瑠花が上げた声に、俺達の視線が集まる。

「彩香って、スポーツ中ちゆう継けいよく観みてるよね」

「……あ」

「でしょ!?」

　重なった俺と真琴の声に、また一つ真実味が増していく。

「絶対にスポーツ選手みたいな人が好きなんだよ！　という事で、マコちゃんはやっぱり、彩香ちゃんはあの人と付き合ってると思いますっ！」

　付き合っているは大おお袈げ裟さかもしれないけど、恋をしているなんて可能性は……かなりあるかもしれない。

　そういえばさ、と追加情報を持ち出した真ま琴ことに瑠る花かが食いつき、珍めずらしく二人が喧けん嘩か口調ではなく会話を交かわしているのを横目に、俺は何だか妙みような気分になってしまう。

　彩あや香かに好きな人が出来て、その人と付き合えてるのだとすれば、まぁ……嬉うれしい。でも、仕事はどうするのだろうか？　誰だれかと付き合っていたとしても、キャストという仕事は務まるのだろうか？　もし出来ないとすれば……、俺はどうしたら良いのだろう。

　この街にいる間、キャストという仕事に縛しばられ、自由に恋愛さえ出来ないとするならば、俺はそれをみんなに強要する事が出来るだろうか。

「──奈ない斗と、ねぇ聞いてるの？」

　聞こえた声に、ハッと前を向くと、そこにはこちらを怪け訝げんそうな顔をして見ている瑠花と、ニヤニヤと笑う真琴が見える。

「何よ、真しん剣けんな顔で黙だまり込んだりして」

「あれあれ～？　もしかして、ナイト君。ヤキモチですかぁ？」

「え？　えぇ!?」

「俺のキャストに手を出すなぁぁぁ、的な展開？　マコちゃん、期待しちゃうよ」

「何それ、ダサっ」

「ナイト君、ダサいって言われてるよ」

「真琴に言ってんのよっ！」

　またまた始まった意味のない喧けん嘩かに、俺は思わず笑ってしまう。何だか、難しく考えているのが馬ば鹿からしくなってしまったのだ。だって、まだ彩香が本当に恋をしているのかも分からないし、俺は〝恋〟というものがどういうものかも良く分かっていない。だけど、こうやってみんなでずっと笑っていられたら良いなとだけ思うのだ。

　とりあえず今度、洋よう司じ先せん輩ぱいに相談をしてみよう。それだけ考えて俺は、

「スト──ップ」

　本日何度目なのかも分からない喧嘩の仲ちゆう裁さいを始めたのだった。
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「洋司先輩、一つ聞いても良いですか？」

　それから二日後。開店前の【Club　Butterfly】のキッチンで、俺は洋司先輩にそう切り出した。

「あ？」

　姿勢悪く背中を丸めながら備品のチェックをしていた先輩は、そんな俺の言葉に振ふり向きもせず返事をくれる。

「あの……えっと」

「んだよ、さっさと言えよ」

　何と聞けばいいのか分からず口ごもる俺に、先せん輩ぱいはやっと振ふり向いてこちらを見る。

「はい、その……キャストが恋愛したら……あ、もちろん俺とじゃないですよっ！　とにかく、そうなったら俺、どうしたら良いんですかね？」

　怪け訝げんそうにこちらを見ている洋よう司じ先輩に迷いながら言葉を放つと、先輩は「んだよ、そんな事か」と再び作業に戻もどってしまう。

「変なヤツじゃないなら、普ふ通つうに応おう援えんしてやれば良いんじゃねーの」

「良いんですか!?」

「良いも何も、別に恋愛自体は禁止してないだろ」

　確かに、スタッフ同士の恋愛は禁止されてはいるが、恋愛自体は禁止されていない。だけど、仕事をする上でいろいろ問題が出てしまうのではないだろうか……。

「まぁさ」

　そんな俺の表情を読み取ったのか、先輩は作業を続けながらも言葉を紡つむぐ。

「こんな仕事をしている以上、いろいろ制約はあるけどな。でも、やりようはいくらだってある。現に俺の担当キャストなんて、美み咲さ子こ以外は全員彼氏持ちだ」

「え!?　そうなんですか？」

「彼氏がいる事を隠かくしているから、店では絶対そんな事、口にしないけどな。お前も、絶対に誰だれかに言うなよ」

　そこで備品のチェックが終わったのか、先輩は手に持っていたバインダーを棚たなの上に置き、ポケットに入れていた煙草たばこを取り出す。

「でも、それって……」

「言いたい事はだいたい分かる。お客さんを騙だます事にならないか。バレたらどうなるのか。仕事に影えい響きようしないのか。まぁ、気になるのはだいたい、そんなところだろ？」

　心の中を言い当てられ、俺は「はい」とだけ頷うなずく。

「まず、お客さんを騙すうんぬんってヤツは、もう仕方ないと思うしかないよな。外の世界みたいに、彼氏が出来たから仕事を替かえますなんて言えないんだ。かといって、七年間もの間、恋愛さえするななんて俺達は言えない」

「そう……ですね」

「だけど、それがどうしても嫌いやなら、『彼氏が出来た』って言ったっていい。キャストがお客さんに話すのを、俺達は止められない。反対はするし、ある程度のリスクはある。だけど、罰ばつ則そくまでは設けられない。お客さんの中には、キャストと付き合う事を目的に来ている人だっているんだ。なのに、キャストの交際を禁止するわけにはいかない。それに、キャストが言いたいなら、それを止める術すべを俺達は持たないんだ」

　キャストはお客さんと一対一で向き合う。どれだけ止めようと、キャストの意志が強ければ、俺達はそれを止める事は出来ないだろう。

「ちなみに、三年の莉り奈なと五年の香きよう子こさんは彼氏がいるってお客さんに言ってる」

「え、それでお客さんが減ったりしなかったんですか？」

「あぁ、減ったな。でも、変わらず来てくれるお客さんもいた。『正直に言ってくれてありがとう』なんて言ってくれた人もいたらしいぞ。まぁ、お客さんの全員が、『キャストを落としたい』と思って店に来ているわけじゃないしな」

　そこまで言って、先せん輩ぱいは煙草たばこに火を点つけながら小さく笑う。

「ただ、彼氏がいると公言したキャストは、自動的に『ヘルプ要員』になる」

「ヘルプ要員……ですか？」

「混雑時以外はフリーの卓たくに付かず、誰だれかの指名客が被かぶった時にヘルプで入るキャストの事だな」

「え、でも……それじゃぁ」

「あぁ、自分の指名はほとんど入らない。給料ももちろん下がるし、指名バックも入らない。相当上う手まい事やらなきゃ都市からの評価も下がって就職にも不利だ。だけど、人気のキャストをフォローする役目は誰かがしなくちゃいけないから、必要な仕事ではある」

　五年の先輩とは勤務時間があまり被らないのでよく分からないが、言われてみれば三年の莉奈さんを指名卓にエスコートした事はない。

「だが、仕事より恋愛を取ったと思われても仕方ない」

「仕事か恋愛か……。そんな選せん択たく、しなくちゃいけないんですかね」

　俺達はまだ、十五歳だ。きっと外の世界にいたら、こんな事を考えもしなかっただろう。でも、この都市に来て、この仕事を割り振ふられた以上、俺達は考えなきゃいけないんだろう。

「いや、なにも俺は選択しろとは言ってない。隠かくすのだって自由だ。というか、ほとんどのキャストは隠しながら仕事と両立させてる」

　そう言って、洋よう司じ先せん輩ぱいは苦く笑う。隠すという事は、どうしたってお客さんに嘘うそを言わなければいけない。

「まぁ、そんな事言っても、いろんなパターンがあるからな。さっきの二人の交際相手は、どっちも店と関係ない所で出来た彼氏だ。クラスメイトと、友達の友達……だったっけな。その場合、案外話は簡単なんだ。もし、彼氏がいるのを隠す場合だって、相手が仕事に理解を持ってくれれば、しばらくはスランプになるかもしれないけど、そのうち今まで通り仕事が出来るようになる。お客さんが彼氏だった場合は……まぁ拗こじれる事が多いけど、それでダメなら元々だろ」

　俺の悩なやみを分かっているのか、先輩はあえて明るい声で言葉を紡つむいで煙けむりを吸い込む。

　しかし、肺の中の煙を全すべて吐はき出すと、スッと視線が俺に向けられる。

「で」

　その一言は、何な故ぜかやけに重たくて、俺は意味も分からず「うっ」と身構えてしまう。

「問題なのは、相手がお客さんでも、クラスメイトや友達でもない場合」

「……え、お客さんでも友達でもないって」

　他ほかに誰だれが……。

「スタッフ」

「え!?」

「彼氏がスタッフって事だよ」

「え!?　それって」

　それって……だって……。

「あぁ、違い反はん行こう為いだな」

　あっけなく放たれた言葉に、俺はただ先せん輩ぱいを見続ける。今、この人はキャストがスタッフ、つまりボーイと付き合っていると言ったのだろうか？　今まで全く考えた事もなかったけど、キャストとスタッフがそういう関係になるという事だって、ないとは言い切れない。ダメだと言われたからって、全員が従うとは限らない。

「前例とかあるんですか？」

「前例どころか、今現在この店に在ざい籍せきしているキャストとスタッフが付き合ってるよ。もちろん、誰とは言わないけどな」

　彼の頭の中には、今誰と誰が思い浮かんでいるのだろうか。もちろん、そんな事が俺に分かるはずもなく、予想すらつかない。

「良いんですか？」

「良いわけないだろ。俺だって偶ぐう然ぜん知っただけだし、バレたら結構ヤバい事になる」

「どう……なるんですか？」

　それは、あくまで好こう奇き心しんから出た言葉だった。しかしその瞬しゆん間かん、先輩の目が俺の真意を見極きわめるように細められた。その視線に、俺は「え？」と戸と惑まどい、すぐに彼が何を考えているのか思い当たる。

「だっ、だから俺じゃないですよっ！」

　そもそも、俺は彩あや香かが誰かと付き合っているんじゃないかと思って相談しに来ただけだ。

「……」

　それでも、先輩は俺を疑うように見ていた。が、やがて「なら、いーんだけど」と小さく呟つぶやき視線を外した。

　好奇心から聞いた事だったが、要いらぬ心配をさせてしまったのかもしれない。

「で、バレたらどうなるかっていうと、キャストはさっき言った『ヘルプ要員』になって、ボーイは異動になる」

「異動ですか？」

「上うえ野のか渋しぶ谷やか池いけ袋ぶくろ。どれかの店に異動だ。もちろん、キャストは連れていけないから、新しん宿じゆく店に残る先せん輩ぱいや後輩の誰だれかに引き継つぐしかない。全員を一気に引き継げる人なんていないから、当然一人ずつバラバラになる。後任のボーイだって暇ひまじゃないから、かなりオーバーワークになるし、評判だってガタ落ちだ。特に、残されたキャストは噂うわさの広がった店に居続けなきゃいけない。ボーイだってキャストに手を出したって悪評を引っ提さげての異動だ。新たに担当キャストが付けられるわけでもないし、任されるのは店内業務だけだ。その上、そのキャストとは以降の接せつ触しよくは絶対禁止。当然だが、俺ならそんな異動はしたくない」

　もちろん、俺だってしたくない。

　そんな状じよう況きように置かれたら、耐たえきれずにこの街を出ていきたくなるかもしれない。この街に来て、必死に積み重ねてきたものが壊こわれ、一いつ緒しよに頑がん張ばってきた人達に迷めい惑わくをかけ、その上、毎日顔を合わせる人達に白い目で見られるなんて……考えただけでもゾッとする。

「何、深刻な顔してんだよ。やっぱお前、思い当たる節でもあんのか？」

　その顔は、俺をからかうようにニヤリと笑っている。だけど、その笑えみの向こうで鋭するどく俺を観察しているように感じるのは、きっと気のせいじゃない。たぶん先輩は、笑いながらも俺に釘くぎを刺さしているのだろう。

「何言ってるんですかっ！　そんな事、あるわけないじゃないですか。そもそも、瑠る花か達とはもう家族っていうか、そういうのじゃないですから」

　慌あわてて否定する俺に、先輩は煙草たばこの煙けむりを吐はき出してから「そうか、ならいーんだけど」と、さっきと同じ言葉を吐き出した。

「で」

「え？」

「誰が誰と付き合いそうなんだ？」

「えぇっ!?　い、言えないですよっ！　というか、まだ本当かも分からないですからっ！」

　煙草をもみ消しながら笑う先輩の顔に浮かぶのは、さっきと変わらない俺をからかうような笑み。だけど、その瞳ひとみの奥にはもう、俺を観察するような鋭い光はない。

「あっそ」

　そう言うと、先輩は寄りかかっていたシンクから離はなれ、棚たなの上に置いていたバインダーを手に持つ。

「でも、もしそうなったらキャストとはよく話し合えよ。あと、俺にも相談しろ。いい加減に考えて、後になって泣きついてくるなんて勘かん弁べんだからな」

　笑いながらバインダーで俺の肩かたを叩たたいて、先輩はそのままホールへ向かう。

「分かってますよっ！」

　その背中に少しむくれながら俺は言葉を返して、それからちょっとだけ笑う。何だかんだと言いながら、やっぱり先輩はいつも俺達の事を気にかけてくれている。それが嬉うれしくて、頼たのもしい。本当に彩あや香かに恋人が出来ていたとしたら、言われた通り彩香と良く話し合って、そして先せん輩ぱいにも相談しよう。

　そんな事を考えて、俺もフロアに戻もどり仕事を再開するのだった。
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　三日にわたる定期試験を終えた六月後半の土曜日。俺達は昼下がりの柔やわらかい空気に包まれながら【新しん宿じゆく第三高校】の教室を出る。試験最終日の放課後は、何とも言えない解放感に包まれていた。

　これから遊びに行く予定を話している男子のグループ。テストの出来について「全然出来なかったよぉ～」と言い合っている女子のグループ。これから仕事なのか、足早に歩いていく生徒の顔だって達成感に溢あふれているように見える。

　かく言う俺も、なんだか肩かたの荷が下りたような晴れ晴れとした気持ちで、瑠る花かと良りよう太た、そして二じ郎ろうと連れ立って校門をくぐり抜ぬける。

「にしても、やっと終わったって感じだな」

　俺の左隣どなりを歩く二郎が伸のびをしながら放った言葉に、俺も「だなー」と笑う。

　瑠花に教わっていたおかげか、どの教科もそこそこ出来た気がする。間ま違ちがっても赤点なんて事はないだろう。

「それにしても、さすが瑠花さんですよねっ！」

　興奮気味にそんな言葉を放つのは、もちろん良太だ。

「どの教科も終しゆう了りよう時間の十分前にはペンを置いて居い眠ねむりしてましたもんねっ！　仕事が出来るだけじゃなくて勉強も出来るなんて、どれだけ女神なんですかっ!?」

　俺はかつて、居眠りをしている人間をこれ程ほど褒ほめている奴やつを見た事がない。つーか、褒められるべきところなのだろうか？　いや、テストなら良いのか？　てか、なんで良太は瑠花が寝ねていた事を知っているんだよっ！　などと思っていると、

「当たり前でしょ」

　とお決まりのセリフが聞こえてくる。

「あの程度なら見直したって時間余るわよ」

　確かに、どの教科でも後半は文字を書く音が背後から聞こえてくる事はほぼなかった。

「さすがです、瑠花さんっ！　あー、それにしても羨うらやましいですっ！　羨ましすぎですよ、奈ない斗と君は家でも瑠花さんに勉強を教わっていたんですよね……」

　良太の言葉に「うんうん」と頷うなずいた二郎が、「宮みやケが瀬せさん、本当に教えるの上手だよな」と瑠花を褒ほめる。というのも、俺はもちろん、二郎と良太も授業の合間に瑠花に勉強を教えてもらっていたのだ。

「別に良りよう太たは瑠る花かに教わらなくたって出来るだろ？」

「分かってないですね、奈ない斗と君。瑠花さんに教わる。その事に意義があるんです。勉強が出来るかなんて些さ末まつな事です」

　まぁ、誰だれにだって苦手なところはあるし、教えてもらえるならそれに越こした事はないだろう。

「まぁ、そうだな。俺はかなり助かったからな。ほんと、そこはマジで感謝だよな。ありがとな、瑠花」

　いろいろ面めん倒どうをかけられる事の多い瑠花だが、初めての定期試験をこうして無事に乗り越えられたのは瑠花のおかげだろう。そこは素す直なおに感謝しておくところだ。

「……っ!?　べっ、別にそんな難しい事を教えたわけじゃないし、この程度の勉強が分からないなんて逆に驚おどろきだったっていうか、高校一年でこのレベルだったら今まで何を勉強してきたのって感じだし、特に苦労したってわけじゃないし、い……いつでもあたしに聞けばいいっていうか、聞ける事を感謝しなさいよっ！」

　早口でまくしたてる瑠花の言葉を、もし俺達以外の誰かが聞いていたとしたら、「うわぁ」とか「あちゃぁ」とか思っているかもしれない。というか、俺も八割方は思っている。だが、俺は残る二割で、「はぁ」とか「お前なぁ」とか言いたい気持ちをどうにか押さえつける。

「そ、そうだな」

　こいつは宮みやケが瀬せ瑠花であり、素直とか可か愛わいげとか、そういう言葉と一番遠いところで生きてきたヤツなのだ。ここは俺が、大人の心で優やさしく正しい言葉に直してやるのが一番だろう。

「でもな、瑠花。そういう時は──」

「ほんとっ！　ぼくはなんて幸せ者なのでしょうっ！　是ぜ非ひこれからもぼくに勉強を教えてくださいっ！」

「そうだな、みんなで勉強会するの楽しかったし、またやろうぜ」

「い、いいわよ。この程度の勉強なら、寝ねてたって教えてあげられるもの」

「だからな、瑠花。そういう時はもっと、こう素直に──」

「本当ですかっ！　ぼくはなんて幸せ者なんでしょうかっ！」

「そん時はまた頼たのむな、宮ケ瀬先生」

「せ、先生っ!?　えっと……あ、あたしが友達で良かったわねっ」

「…………うん」

　なんだか妙みように早歩きになっている瑠花の横に並びながら、俺は二割の感情を最大活用。どうにか感情を抑おさえ込む。確かに、そう今回に限りではあるが、瑠花がテスト勉強を手伝ってくれて助かったのだ。本当に感謝はしているのだ。そう俺が自分自身に言い聞かせていた時。

「では、ぼくは店に直接行くので、ここで」

「あ、俺もこっちだから」

　そんな良太と二郎の言葉が聞こえてくる。その声に立ち止まると、いつの間にか二人と別れる角に差し掛かかっていた。もう店が開いている良りよう太たと二じ郎ろうはそのまま店のある繁はん華か街がいへ。俺と瑠る花かは一度家に帰るので、そのまま真まっ直すぐ進む。

「おう、また月曜日な」

「はいっ！　それでは、今日も美しく明日はもっと美しく、明後日あさつてには神のごとく輝かがやくであろう瑠花さん、さようならっ！　あ、奈ない斗と君もさよなら」

　ぶんぶんっ！　と大きく手を振ふりながら、良太は満面の笑えみで別れを告げてくる。そんな彼を見て、隣となりで瑠花が「馬ばっ鹿かじゃない」と口を尖とがらせながら呟つぶやく。

　だから、その言い方は……。そう言おうとしたところで、瑠花が二人に向かって小さく手を振っている事に気付いて思わず笑ってしまいそうになる。

　嬉うれしいなら嬉しいと言えばいいものを。まぁ、それが瑠花だと言われれば、それまでか。

「行こうぜ」

　何だか文句を言う気も失うせてしまい、俺はそう瑠花を急せかす。そもそも、こんな道の真ん中にいつまでも立ち止まっているわけにはいかない。

「わ、わかってるわよっ！」

　俺が笑っているのに気が付いたのか、瑠花は慌あわてて振っていた手を背中に隠かくし、ずかずかと大おお股またで歩き出す。

　苦笑しながらも、俺は早足で歩く瑠花の後を黙だまってついていく。実を言えば、瑠花のその歩調こそ、俺にとってはちょうど良い速度だったりするのだが、前を歩く瑠花はきっと気付いていない。そんなところで『あぁ、こいつはやっぱり女の子なんだなぁ』なんて、当たり前の事を考えていた、その時。

「……」

　チラリと瑠花がこちらを向く。

「え？」

　それに気付き、俺は問いかけるような視線を向けるが、すぐに瑠花は「別に」と前を向いてしまう。

　……ん？　何だろう。瑠花がこういう顔をする時は、大たい抵ていなにか俺に言いたい事があるのだ。さて、今回はどんな話だろう。

　そんな事を考えていると、また、チラリと瑠花がこちらを見る。

「なんだよ」

　またまた問いかけた俺に、瑠花は口を開くが、やっぱり「別に」と言って顔をそむける。だが、これで瑠花が何かを言いあぐねているのは確定。しかも、言いにくい事を言おうとしている。

　頼たのむから、トラブル系の話だけはやめてくれよ。そう心の中で祈いのりながら、俺は歩調を少しだけ早めて瑠花の横に並ぶ。

「で、何？」

「だからっ！　……別に」

　そう言って俺から顔をそむける瑠る花かの姿は、まるで悪い事をしてしまって、それを白状するべきか隠かくし通すべきか悩なやんでいる子供のよう。

「怒おこらないから言ってみろよ」

「べっ！　別に怒られるような事なんてやってないわよっ！」

「え、そうなの？　じゃぁ……何？」

「……」

「…………？」

「あ、明日っ！」

「明日？」

「どうせ暇ひまでしょ!?」

「え!?　なんで決めつけんだよ。まぁ……暇だけど」

　俺が暇であると決めつけてくる瑠花の言葉は、大変遺い憾かんではある。が、確かに日曜日なので学校も仕事もない。そしてコレといった約束もない。つまり暇だ。用事といえば、洗せん濯たくと掃そう除じくらいなもので、二時間もあれば全すべて終わるだろう。

「そ、そうでしょ。暇よね。だ、だったら……ちょっと……その」

　歯切れ悪く言葉を紡つむぐ瑠花は、やけに不ふ機き嫌げんそうだ。やっぱり俺に言いにくい事なのだろう。面めん倒どうな事を押し付けられそうな予感がひしひしとするが、とにかく瑠花の言葉を待つ。

「……あぁ」

「あ、あたしと出かけなさいよっ！」

「え……どこに？」

「ど、どこだっていいでしょっ!?」

「よくねーよ」

「なっ!?　な、によ。だったら……別に、いいわ。お願いしてるわけじゃないし」

　うん、確かにそうだな。俺はお願いなんてされていない。命令されただけだ。

　にしても、コイツは何でこんなに言いにくそうにしているのだろう。何か俺に手伝って欲しい事があるなら、素す直なおにお願いしてくれればいいじゃないか。そんな大変な事じゃなければ、俺だって暇なんだし手伝ってやるのに。

　それとも、俺の懸け念ねん通り、物もの凄すごく面倒な事を俺に頼たのもうとしているのだろうか。でも、それにしては少し様子がおかしい気もする。顔は不機嫌に歪ゆがみ、苛いら立だちを表すかのように歩調はどんどん速くなる。そのくせ、時たまこちらを窺うかがうように向けてくる視線は、やけに不安げな色を宿している。

　……ったく。心の中だけでため息をつき、俺は口を開く。

「行くよ、どうせ暇だし」

　こうやって困った顔をされれば、面めん倒どうだと分かっていても引き受けてしまう。だから俺は、瑠る花かから被ひ害がいばかり被こうむるのだろうと、分かってはいる。だけど、瑠花は大切な友達だし、家族だし、仕事の上でもかけがえのないパートナーだ。そんな彼女の困り事を見て見ぬフリなんてしたら、何だか俺の方がイジワルをしているみたいじゃないか。

「ほんとっ!?　あ、……えっと。そ、そうよね。どうせ暇ひまだものね。予定が出来て良かったじゃないっ」

　……えっと。いつ俺がどこかに行きたいという話をしただろうか？

　いや、言うのはやめよう。ここで何かを反論しても、ちっとも話が前に進まない。はぁ、とまた小さくため息をついた後、俺は、「で、どこ行くんだ？」と問いかける。

「あの、えっと……スタジアム」

　そう言いながら、瑠花は少し歩調を緩ゆるめ、俺の顔をチラリと窺うかがう。

「……スタジアム？」

　スタジアムとは上うえ野の駅の近くにある大型施し設せつで、都市にあるスポーツチームの試合や、コンサートが行われている場所だ。確か、日曜日は毎週サッカーチームの試合が行われている。

「だ、だからねっ！　彩あや香か、気になるでしょ!?」

「彩香？」

　急に出てきた彩香の名前に、俺は首をひねる。

「そう。彩香ね、先週の日曜日、スタジアムに行ってたらしいの」

「え、マジ？」

　彩香と妙みように仲の良かった選手のいるチームは、毎週日曜日にスタジアムで試合をしていたはずだ。これで、ますます彩香の恋人疑ぎ惑わくに拍はく車しやがかかってくる。やっぱり彩香は、恋人に会いに行っているのだろうか……。もし、本当に彩香が付き合っているとしたら、俺はどうしたら良いんだろう。

「で、明日も彩香はスタジアムに行くんだって。だからさ……あたし達も行ってみるの」

「え!?」

「だからっ！　彩香がスタジアムで何をしているのか、本当に例の彼と付き合っているのか、それを突つき止めに行くのよ。奈ない斗とだって……気になるでしょ？」

「まぁ、それは……」

「そうでしょ？」

「うん。でも……やっぱ、良くないよ」

　確かに、彩香が付き合っているとすれば、とても気になる。でも、だからといってコソコソ見に行くなんて良くないと思う。

「で、でもっ!!　キャストの事を把は握あくするのだって、ボーイの大事な仕事だと思うわ」

　そりゃ、そうだけど……。

「それにそれにっ！　もし彩あや香かの恋人が変なヤツだったらどうするのっ!?　ちゃんと奈ない斗との目で確かめなくちゃ手て遅おくれになるわよっ！」

　彩香の恋人が変なヤツだったら……。

　手遅れに……。

「スポーツ選手なんて、モテそうだしっ！　何て言うの、ほら……女ったらし？　そういうのだったら、後で彩香が泣く事になるのよ!?」

　……彩香が、泣く事になる？

「奈斗はそれで良いの!?」

　答えは決まっている。良くない。

　ビシッと俺を指差して睨にらみ付ける瑠る花かに、俺はため息をついて、負けを認めるように言葉を吐はき出す。

「……分かったよ。でも、離はなれた所からちょっと見に行くだけだからな」

「あっ、あたりまえでしょっ！」

　黙だまって見に行くなんて、マナー違い反はんだって分かっている。だけど……少しだけ、離れた場所から見るだけだ。何より俺は、彩香の担当として、キャストの交際相手（かもしれない人）を見ておかなきゃいけないっ！　……ような気がする。

「もう一度言うけど、遠くから見るだけだぞ」

「分かってるわよ」

　そう、ちょっと見に行くだけだ。別に会話を盗ぬすみ聞きしようとか、彩香の行動を監かん視ししようなんて事じゃない。

「だったらさ……真ま琴ことちゃんにも声かける？」

「ダメッ!!」

　何となく放った言葉に返ってきたのは、予想外に大きくて強い声。

「……え？」

「あっ、えっと。……三人もいたらバレやすくなるじゃない!?　それに、日曜のスタジアムなんて……その、つまり……デ、デートっぽい所でしょ」

「まぁ……カップルは多いかもしれないな」

「そ、そうでしょっ!?　そんな所に、男一人で女が二人なんて目立つじゃないっ」

「んー、そう言われれば……そうか」

「だ、だからねっ！　奈斗とあたし、二人じゃないとすぐにバレちゃうのっ！　だから、二人で行くのっ！　いいっ？」

「……え、あぁ、分かった」

　確かに、カップルだらけの中で、男一人に女二人なんて目立って仕方ない。それに、不本意ながらコソコソと見に行くのだ。人数は少ないに越こした事はないだろう。

「本当に行ってくれるのっ!?」

「本当にって……お前がそうしろって言ったんだろ？」

「か、確かく認にんよ。そう、確認っ！」

　再び歩調を速くした瑠る花かの後ろ姿は、なんだかちょっと嬉うれしそうに弾はずんでいる。瑠花も何だかんだ言いながら、恋愛話になるとテンションが上がるのだろう。

「そういうところ、ほんと女子って感じだよな」

　小さく漏もれた俺の声に、瑠花が不思議そうな顔で振ふり返る。

「何でもない」

　まぁ、そんなこんなで、俺と瑠花は明日、彩あや香かを追ってスタジアムに出で掛かける事になったのだった。




　　　　[image: くぎり]




　で、どうしてこうなった？

　俺達は遠くから彩香を見るだけの予定ではなかっただろうか？　少なくとも俺は、相手の男を見て問題がなさそうなら、それで帰るつもりだった。

　それが何だ？　隣となりにいる瑠花の恰かつ好こうは、ポニーテールに大きな黒くろ縁ぶちのメガネ、服装はいつも着なさそうな白いＴシャツにデニム。

　そして俺は、瑠花に渡わたされたキャップを目ま深ぶかに被かぶっている。服装は瑠花がどこかから持ってきた（というか、いかにも洋よう司じ先せん輩ぱいが持っていそうな服だから、たぶん借りてきたのだろう）白いシャツに自前のデニム。これではまるで、変装じゃないか。そしてコソコソ隠かくれて店の中にいる彩香を見ている俺達は、まるで……そう、まるで尾び行こうじゃないか!?

「あ、彩香出てきた」

　その声に、俺は思わず頭を下げて、瑠花と一いつ緒しよに植え込みの陰かげに身を隠かくす。

「彩香、また何も買ってない」

　枝の間からそっと覗のぞくと、小さな雑貨屋から出てきた彩香は手ぶらで、この店でも何も買わなかったのだろう。

「……そ、そうだな」

　ちなみに、俺がそう応こたえるのは、これで四度目。これはどう考えても、後をつけてる〝みたい〟でも、尾行の〝ようだ〟でもない。完全に後をつけてるし、尾行だろう。

　そもそも。朝にキャップとシャツへんそうどうぐを渡された時から嫌いやな予感はしていたのだ。やけに機き嫌げんの良い瑠花の顔にも、嫌な予感がしていた。そして懸け念ねん通り、瑠花は彩香が家を出ると同時に、俺を引き連れて尾行を開始したのだ。

　真まっ直すぐ駅に向かい電車に乗った彩香をつけ、俺達はコソコソと隣の車両に乗り込んだ。彩香が降りたのは、当初の予想通り上うえ野の駅。そこから真まっ直すぐスタジアムへ向かうと思われた彩あや香かだが、彼女はさっきからスタジアム近くのショッピングモールで店に入っては出てを繰くり返している。そしてもちろん、彼女を追っている俺達もショッピングモールへと足を踏ふみ入れたのだ。

　海外の街をイメージしたこのショッピングモールは、自立都市内でも一番の大きさを誇ほこり、植木やベンチ、モニュメントが至る所にあるので隠かくれる場所には困らない。しかも、日曜日である今日は予想通りカップルや友人同士で買い物を楽しんでいる学生で溢あふれており、身を隠すには打ってつけだ。しかし、気を抜ぬけばすぐに彩香を見失ってしまうだろう。

「ちょっと奈ない斗とっ！　彩香見失っちゃうっ！」

「あ、うん」

　慌あわてて植え込みの陰かげから飛び出すと、彩香はもうかなり遠くに行ってしまっている。

「やべっ」

　ついでに言えば、突とつ然ぜん出てきた俺達には、怪あやしいものを見るような視線が突つき刺ささっている。だけど……本当はいけないって分かっているけど、なんだかちょっと楽しくなっている俺もいたりする。まるで、小さい時にやった探たん偵ていごっこみたいだ。

　二人並んで追いかけると、やっぱり彩香はいろいろな店を覗のぞいている。

「でも……」

　聞こえた声に横を向くと、瑠る花かは考えるように小首を傾かしげている。

「彩香、何を探しているのかしら」

　というのも、さっきから彩香が入る店のチョイスがバラバラなのだ。雑貨屋に入ったと思ったら、洋服店に入る。次は文具店に入り、今覗いているのは花屋だ。

「やっぱり、恋人へのプレゼントなのかな？」

　花屋から少し離はなれたモニュメントの陰に身を隠すと、瑠花がそう問いかけてくる。かといって、俺だってそんな事は分からない。だから「……かもな」と短く答える。

「もし……彩香がさ、本当にあの人と付き合ってたとしたら、奈斗はどうするの？」

　続いて瑠花から投げられた質問に、俺はちょっと迷ってから、でも、迷っても仕方ないので素す直なおに今思っている事を瑠花に伝えた。

「んー、スタッフ間じゃなければ、恋人を作るのは禁止されているわけじゃないらしいんだ。だから、相手が変なヤツじゃなければ応おう援えんするよ」

「……そう」

　俺の言葉に、瑠花は小さく応こたえて顔を俯うつむける。

「そう……よね」

　小さく言葉を繰くり返す瑠花の表情は、何な故ぜだか、痛みに耐たえているかのように俺には見えた。

「……瑠花？」

「あ、ううん、なんでもない。えっと……でもさ、やっぱりお客さんには言えないよね」

　戸と惑まどいながら呼びかけた俺に、瑠る花かは慌あわててこちらを向いて、だけどやっぱり、どこか辛つらそうに苦笑した。

　今まで、素す直なおすぎる程ほど、真まっ直すぐにお客さんと向かい合ってきた瑠花だ。今後、自分に恋人が出来たとして、それを隠かくさなければいけない事を気にしているのかもしれない。

「絶対に隠さなきゃいけないってわけでもないらしいよ。でも、やっぱり不利になるから言わない人が多いんだって。洋よう司じ先せん輩ぱいにも、出来れば隠した方が良いって言われてる。でも、最終的には当人の決断なんだろうね」

「……そっか」

「なぁ……瑠花」

「ん？」

「瑠花はさ……やっぱ、好きな人とか出来たら堂々と付き合いたい？」

　瑠花だって、十五歳の普ふ通つうの女の子だ。割り振ふられた職業がキャバクラのキャストだったというだけで、普通に恋だってするだろうし、恋人だって作りたいだろう。でも、この職業に割り振られてしまった以上、他ほかの職業に就ついているクラスの女子みたいに、何も考えずに誰だれかと交際する事は、きっと出来ない。

　それはやっぱり、ちょっと辛い事だと思う。

「…………あたしはさ」

　俺の質問を、頭の中で何度も繰くり返すように、瑠花は下した唇くちびるを噛かんでしばらく黙だまる。だけど、自分の中で答えが出たのか、ゆっくりと口を開いた。

「たぶん、好きな人と一いつ緒しよにいれて、その人があたしの事を好きでいてくれるんなら……それで充じゆう分ぶんかも」

「……そっか」

　彩あや香かがどう思っているかは分からない。だけど、そう言ってくれるキャストもいるのだ。だったら俺は、まず隠してもらえるようにお願いしてみよう。一年生のうちから彼氏がいる事を公言してしまったら、きっと仕事だってやりにくい。なんなら、俺が彼氏さんに隠してもらえるようにお願いだってしたっていい。

　そんな事を俺が考えていると、再び瑠花が「ねぇ」と呼びかけてくる。

「ん？」

「……あのさ」

「あぁ」

「彩香、いなくない？」

「……えっ!?」

　慌てて身を隠していたモニュメントの陰かげから飛び出し、彩香がいたはずの花屋を見るが、そこには店員のお姉さんの姿しか見当たらない。

「……いない」

「こっちにもいないわ」

　近くの店を覗のぞいていた瑠る花かが、小走りに戻もどってきて首を振ふる。

「ヤバいな」

　どうやら、完全に見失ったらしい。このショッピングモールは複雑なつくりをしているし、隠かくれる分には良かった無む駄だなモニュメントは捜そう索さくの邪じや魔まにしかならない。

　とりあえず、二人で歩きながら彩あや香かの姿を探してみるが、一向にその姿を見つける事は出来ずにショッピングモールを一周して、再び花屋の前に戻ってきてしまう。

「どう……しようか？」

　困り果てた俺は、同じく隣となりで辺りを見ている瑠花に問いかけてみる。すると、瑠花は何な故ぜか気まずそうに小さく口を開く。

「だ、だったらさ」

「……え？」

「こ、このまま普ふ通つうに……」

「普通に？」

「買い物……すれば……いいんじゃない？」

「え？　なんで？」

「も、もちろん彩香を探すためよっ！」

「はぁ」

「だってね、ちょっと考えてみなさいよ。追っていたはずの彩香は、もう見失っちゃってるの。この広いショッピングモールのどこにいるのかも分からないのよ！　それなのに、変に探し回ったりなんかしたら、もし彩香が私達を偶ぐう然ぜん先に見つけちゃった場合、すっごく不自然でしょ!?　でも、でもよっ！　普通にお買い物をしているんだったら『偶然だねっ！』って誤ご魔ま化かせるじゃないっ!?」

　早口でまくしたてる瑠花は、きっとただ、本当に買い物を楽しみたくなっただけのような気もしなくない。というか、きっとそうだ。でも……。

「まぁ、確かにそうか」

　明らかに誰だれかを探しているところを彩香に見つかったら、自分を尾び行こうしていたんじゃないかと疑われてしまう。いや、偶然を装よそおったところで充じゆう分ぶん不自然かもしれないけど、それでも言い訳が出来るのと出来ないのとでは違ちがうだろう。

「それにね、彩香は二時からスタジアムでやる試合には必ず行くはずなのっ！　だったら、そこでもう一度彩香を見つけた方が効率が良いわ」

　確かに、見失った以上、彩香が今もこのショッピングモールにいるという保証はない。だったら瑠る花かの言う通り、スタジアムに行ってから彩あや香かを見つけた方が良いだろう。

「そうだな、よしっ！　瑠花、どこか見たい店とかあるか？」

「え？」

　否定されると思っていたのか、俺の言葉に瑠花は驚おどろいた顔を向ける。

「せっかくだし、どうせなら楽しんだ方がいいだろ？」

　笑いながら言った俺の言葉に、瑠花の表情が一気に明るくなる。そんな瑠花に、俺はまた笑って「つっても、何かを買ってやる金なんて、うちの家にはないからなっ！　あくまで、見るだけだからなっ！」と付け加える。

「わ、わかってるわよっ！」

　口を尖とがらせつつも、どこか嬉うれしそうに歩き出した瑠花を見て、俺は思わず吹ふき出してしまう。

　でも、これならすぐ瑠花は買いたい物を見つけてしまうだろう。でも、それでいいのだ。というのも、俺が素す直なおにウインドーショッピングなどをしようと言い出したのには、一つの理由がある。来月十日──あと半月後には、瑠花の誕たん生じよう日びがある。まだ先なので、プレゼントは決めていなかったのだが、この際だから瑠花の好みをリサーチするのも悪くない。

　それに、異国のようなモール内を、ニコニコと笑いながら歩く瑠花を見ていたら、なんだかこっちまで楽しい気分になってくる。

　たまにはこういう休日も良いだろう。

　そう思いながら俺は、きょろきょろと辺りを見渡わたしては目を輝かがやかせる瑠花の視線の先を一いつ緒しよに追うのだった。







　それから三十分後。俺はショーウインドーに張り付く瑠花の背中を、呆あきれ半分に見ていた。

　瑠花が見ているのは、小さな蝶ちよう々ちようの硝子ガラス細工が付いたヘアピンだ。羽の部分が四色の色硝子になっているだけなのに、これで値段は一八〇〇円。男の俺からは考えられない値段だが、周りのアクセサリーを見ても同じかそれ以上の値段はするので、こういうものなのだろう。

「見るだけだからな」

「わ、わかってるわよ」

　なんて言いつつも、その視線はショーウインドーから外れる事がない。時たま少しだけ視線を上に向けながら指を折っているのは、きっとこのヘアピンを買えるかどうかの計算をしているのだろう。だけど、その計算の結果が芳かんばしくないのは表情を見れば分かる。今月の給料日。瑠花は給料が入ると同時に、ずっと欲しかったという洋服を買ってしまっていて、もう自由に使えるお金はほとんど残っていないだろう。

　しかも、ここにあるアクセサリーは全すべて、お店の人の手作りで同じものは二つとない。来月の給料が出る頃ころには、売れてしまっている可能性が高いだろう。

　誕たん生じよう日びにこのヘアピンを瑠る花かにプレゼントしたら、瑠花はどんな顔をするだろう。驚おどろいてくれるだろうか？　喜んでくれるだろうか？　もしかしたら、いつもみたいに可か愛わいくないセリフを吐はくかもしれない。だけど、きっと……瑠花は喜んでくれる。

　そう思い至った時には、このヘアピン以外に瑠花へのプレゼントが考えられなくなっていた。それに一八〇〇円なら、俺の細々とした給料の中から捻ねん出しゆつできる金額だ。だったら、行動は早い方が良い。今日中に、もう一度この店に戻もどって買っておこう。

「さ、そろそろ行こうぜ」

　プレゼントすると決めているのに、こんな事を言う俺は、少しイジワルだろうか？　だけど、せっかくならこっそり買って驚かせたいじゃないか。

「うん……」

　そう返事をしながらも、瑠花の視線は相変わらずショーウインドーから離はなれず、名残なごり惜おしそうにキラキラと光る小さなピンを見つめている。

　……ったく。でも、やっぱりプレゼントはこれで決まりだな。そんな事を俺が思った時だった。ショーウインドーに半はん透とう明めいで映っている人ごみの中に、朝から追っていた人物がチラリと見えた気がした。

「…………行きましょう」

　しかも、そのタイミングでやっと諦あきらめた瑠花が向き返り──。

「瑠花待て！」

　瞬しゆん間かん、俺は瑠花をショーウインドーに押し付けていた。

「……え!?」

「……あ」

　咄とつ嗟さに出来る、瑠花の姿を彩あや香かから隠かくす方法としては、実に合理的な行動だったと思う。俺は今後ろを向いているわけだし、瑠花さえ隠してしまえばそうそうバレはしないだろう。が……えっとだな。その行動の結果、俺達がどういう感じになるのかまでは、あの瞬間にはちっとも想像が出来なかった。

　具体的に言えば、こちらを向いてしまった瑠花の肩かたを右手で掴つかみ、左手はその行き先を遮さえぎるかのようにショーウインドーへ……。つまり「少女マンガかよっ!?」とツッコみたくなるようなシチュエーションなわけで……。でも今、この手を離す事は出来ないわけで……。

「え……な、奈ない斗と!?」

「ご、ごめん。あ、じゃなくて……いや、違ちがうっていうか、とにかく動かないで欲しいっていうか」

「え？　……あっぅ、うん」

　非常事態である事を察してくれたのか、力が入っていた瑠花の肩が少しだけ下がる。だが、それとは逆に、俺の緊きん張ちようは急きゆう上じよう昇しようのウナギ昇のぼりのストップ高も突つき抜ぬけての大だい暴ぼう騰とう。顔が驚く程ほど熱くなって、脳が沸ふつ騰とうしたみたいに言葉が上う手まく出てこなくなってしまう。

「いや、えっとさ……」

　動かない頭を必死に動かし上手い言葉を探そうとするが、そんなものは欠片かけらも浮かんではこない。

「あ、彩あや香かが」

「……え、彩香？」

「俺のちょうど後ろにいるんだ。今向こう向いてるからちょっと見てみろ」

　ショーウインドーに映る彩香の姿が後ろを向いているのを確かく認にんして、俺は瑠る花かに道の向こう側がわを見るように促うながす。

　その言葉に、瑠花は俺の背後を探さぐるため顔を覗のぞかせ──。

「……あ、ほんとだ」

　と呟つぶやいた。ちなみに、彩香はこちらに気付いている感じは全くせず、後ろの店を覗き込んでいる。だが、くるりとこちらを向いた日には、俺らに逃にげ場ばは一つもない。

「…………なんだ、そういう事」

　つーか、頼たのむから今、この瞬しゆん間かんだけは俺達に気付かないでくれよっ！　つーか、もし気付かれたらどうする？　どうしても瑠花のつむじを近くから見たくなって、とでも言い訳すればいいのか？　よくねーよっ！　完全に変態だよっ！　と、心の中でツッコみを入れている暇ひまなんてなくて、ほんとに気付かれたら……気付かれ……あれ？　今何か、瑠花が言ったような……。

「……あっと、えっと……ごめん、今何か言った？」

「別に」

「……そ、そう？」

「えぇ。でも、これって……」

「え？」

「こ、このまま……えっと、動けなくなったって事よね？」

「そう……だな」

「……」

「……」

「…………」

「…………」

　えっと……。何ですか、この気まずい沈ちん黙もくは？　いやさ、そりゃ、気まずい原因は分かっていたりするんだけど……でも、いつ彩香がこちらを向くか分からない以上、下手に動くわけにはいかない。しかも、沈黙のせいか、鼻び腔こうをくすぐる甘い匂においだったり、近くに感じる瑠花の熱だったりを妙みように意識してしまう。

　こ、ここは、せめて会話くらいしていないとっ！

「あ、暑いな」

「……そ、そうね」

「…………」

「…………」

　再び訪おとずれた沈ちん黙もくは、さっきの沈黙よりもさらに気まずさを増していた。

　つーか何だよっ！　「暑いな」って俺、馬ば鹿かじゃねーの!?　つーか今日はそんなに暑くねぇよっ！　どちらかと言えば、俺らの体勢の方がアツいだろっ！　って、何余計に恥はずかしくなる事考えてんだよっ！　ダメだ、違ちがう話題を……。

「い、色硝子ガラスって、どうやって色着けてるんだろうな？」

「……さ、さぁ。わからないわ」

「…………だよな」

「………………」

「………………」

　馬鹿ぁぁっ！　俺、めっちゃ馬鹿じゃね!?　何、色硝子の作り方とか聞いてるの？　知らないよな、普ふ通つう知らないよな？　てかさ、何で俺さ、こんな動どう揺ようしてっかな。落ち着けって、俺。落ち着けよ、黒くろ部べ奈ない斗とっ！　目の前にいるのは瑠る花かだぞ。別に今いま更さら、何を動揺するというのだっ!?　同じ家に住んでるし、今までだっていろいろやらかされているわけだし、距きよ離りだっていつもより五〇㎝くらい近い程度だ。こんなの、別にどうって事ないだろ？　きっと瑠花だって、少しびっくりしただけで、何とも思っていないはずだ。

　そう思って、俺はそっと視線を下げ──。

「……っ」

「……っ」

　うっかり目が合って、慌あわてて逸そらす。

　いやいやいやいやっ！　待て待て待て待てっ！　落ち着け俺っ！

　一いつ瞬しゆん見た瑠花が、困ったように俺を見てたとか、でもちょっと照れてるみたいだったとか、何だかちょっと赤くなってたとかっ、そんなの気のせいだからな。そもそも、一瞬しか見てないし、メガネだってかけてるし、そんなに正確に表情なんて読み取れるはずないんだからなっ！　いいか、俺。落ち着けよ、俺。
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「……な、奈斗」

「は、はい、何でしょうか？」

「え？　なんで敬語？」

「いや、何でもない。ほんと、マジで何でもない」

「そ、そう」

「で、えっと、何？」

「……あのね」

「おう」

「……いま」

「今？」

「彩あや香か……あっち行ったんだけど」

「うん」

「…………だから」

「だから？」

「手」

「手？　…………って、あっ、えっ!?　ご、ごめん」

　遅おくればせながら瑠る花かが何を言っているのか理解した俺は、慌あわてて両手を上げて、飛び退すさるように後ろに下がる。その姿は、まるで無実を訴うつたえる被ひ告こく人のようで、情けない事この上ない。

「な、なんかごめんな。咄とつ嗟さにあぁなっちゃって。ほんと、もう少し上う手まく隠かくれる方法とか考えろって感じだよなっ！　にしても、あんなタイミングで彩香が来るなんて、マジでついてなかったよな!?」

　焦あせる気持ちを抑おさえて並べ立てる言い訳も、何だか全然説得力がない。その証しよう拠こに、瑠花は無言で俺をしばらく見つめ続け、やがて大きくため息を漏もらす。

「……ほんと」

　次の瞬しゆん間かん、瑠る花かはムスッと口を尖とがらせて、不ふ機き嫌げんを隠かくそうともしない。

「タイミングが悪くって、災さい難なんだったわね」

　しかも、それだけ言うと、俺を置いて歩き出してしまう。その表情には、照れや気き恥はずかしさなんて女の子らしいものは一つもない。さっき一瞬だけ見た表情は、やっぱり俺の見み間ま違ちがいだったのだろう。だが、まぁ、これは不機嫌になっても仕方ない。何てったって、突とつ然ぜん押さえ付けられたのだ。

　ここはとりあえず、もう一度謝っておくべきだろう。

「え、あ……ごめん」

「いいえ、奈ない斗とが謝る必要はないわ。だって、タイミングが悪くって、ついてなかっただけなんだもの」

「……そうだけど」

「さぁ、行きましょう。また彩あや香かを見失っちゃうわ。そうしたら、またどこから彩香が現れるか分からないものね。またタイミングが悪く、あんな事になっちゃったら、奈斗だって不本意でしょ？」

　確かに、せっかくここで彩香を見つけたのだ。出来ればもう見失いたくない。

「……あ、うん。そう……だな」

「っ！　……そ、そうよね。だったら、早く行きましょう！」

「だな」

　瑠花の言葉に頷うなずいて歩き出すと、すぐに彩香の背中を見つける事が出来た。彼女は相変わらずふらふらとあちこちの店を見て歩いている。

　それから二十分くらい経たつと、怒おこるのにも飽あきたのか瑠花の機嫌は少しずつ回復に向かう。そのタイミングを見計らって、俺は小さく声を上げた。

「あのさ」

「何？」

「ちょっと……俺、トイレ」

「え!?」

「ちょっ、声大きいっ！」

「っ！　ごめん。……は、早く帰ってきなさいよ」

「頼たのむ。戻もどる時は電話するから、移動してたら教えて」

「……わ、わかったわよ」

　渋しぶ々しぶ了りよう承しようしてくれた瑠花に、俺はもう一度「ごめん」と言って、彩香が向こうを向いている事を確かく認にんして走り出す。

　目的地はトイレ……ではなく、さっきヘアピンを見ていたあの店だ。

　再び尾び行こうを始めてから、もう一度考えてみたのだが、やっぱり瑠る花かへの誕たん生じよう日びプレゼントは、あのヘアピン以外にありえないと思う。お嬢じよう様さまのくせに（もしかしたら、お嬢様だからこそかもしれないけど）瑠花は普ふ段だんから「あれが欲しい」とか「これが欲しい」とかは言わない。

　さっきだって結局、俺に「欲しい」とは言わなかった。だけどあの店の前で、瑠花は飽あきる事なくヘアピンを見つめていた。隣となりに置いてあったネックレスでも、その隣に置いてあったイヤリングでも、その上に置いてあった指輪でもなく、ただ真まっ直すぐ小さなヘアピンにその視線は注がれていたんだ。

　それに、あのヘアピンをつけている瑠花を見てみたい。そう思えるくらい、きっとあのピンは瑠花に似合うと思うのだ。

　再び店の前に戻もどった俺は、まだちゃんとショーウインドーにあのヘアピンがある事に安あん堵どする。そして、迷う事なく店に入り、レジにいた店員さんにちょっと照れながらも、ハッキリと声を掛かけるのだった。

「すみません。あのショーウインドーの中にあるヘアピンを……プレゼント用で！」
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　その後、彩あや香かを追ってスタジアムまでやってきた俺の鞄かばんの中には、小さな包み紙が忍しのばせてある。もちろん、半月後の誕生日まで瑠花には秘密だ。渡わたした時の事を考えると、今から楽しみになって、ちょっとワクワクまでしてきてしまう。

　当日は、いつもより豪ごう華かな夕飯を作ろう。そうだ、良りよう太たに頼たのんでケーキを焼いてもらうのも良いかもしれない。まだまだ修しゆ行ぎよう中だと言っていた良太だが、きっと瑠花のためにだったら、凄すごいケーキを用意してくれるに違ちがいない。だったら、良太や二じ郎ろうを招待してホームパーティーをするってのも手だろう。

「何、ニヤニヤしてんのよ」

「……え!?」

　隣から聞こえた声に、俺は頬ほおに手を当てる。言われれば……ニヤニヤしていたかもしれない。

「いや、ちょっとえっと……考え事？」

「へー、どうせ下らない事でも考えてたんでしょ」

　下らないって何だよっ!?　つーか、瑠花の誕生日の事考えてたんだよっ！　とは、もちろん言えるわけがない。

「いやぁ、ははは」

　笑って誤ご魔ま化かす俺を、瑠花は怪あやしいものを見るみたいな目で見ていたが、すぐに興味を失なくしたのか、手に持っていたホットドッグにかじりつく。今は試合のハーフタイム。尾行ばかりに気を取られ、昼食の事をすっかり失念していた俺達は、この時間を使って遅おそめの昼食を取る事にしたのだ。

　ちなみに、今日は一学期の優勝チームを決める決勝戦。スタジアムには両チームのサポーターが溢あふれ返っていた。

　ついでに言うと、本日のメインターゲットである彩あや香かは、試合開始の三十分前にスタジアムに入り、自由席のチケットしか用意していなかった俺らを余よ所そに（まぁ、知る由よしもないのだが）最前列の席に陣じん取どった。しかも、試合が始まる前にフェンスから身を乗り出し、グラウンドにいる人と話したりして、何だかもう、ただのファンじゃないんだろう感が半はん端ぱなかった。

　現に、ハーフタイムが終わろうとしている今だって、ロッカールームから出てくる選手達にしゃべりかけ、笑っている。その笑え顔がおは、俺達がいつも見ている彩香の、どこか達観したような笑みではない。クラスの女子が浮かべているみたいな、何だか彩香にしてはとても幼い笑みだった。

　不意に胸が苦しくなり、俺は「ふぅ」と息を吐はき出して、手元にある一枚の紙を見つめる。

【応おう援えんしよう！　我らが新しん宿じゆくニューウエーブス!!】と、大フォントで書かれた見出しの下には、所属する選手の顔写真と簡単な説明が書かれている。

　そして、その写真の中に、先日彩香の隣となりにいたお客さんの顔を見つけ、俺らは彩香の恋人（と思われる人）の名前とプロフィールを知る事となった。




　高たか瀬せ翔かける　背番号10。新宿第二高校・三年Ｆ組在ざい籍せき。

　　　　　　当チームのエースストライカーであり、高校の部キャプテンを務める。




　スポーツマンらしい爽さわやかな名前。10番でエースでキャプテンなんて、まるで少年漫まん画がの主人公みたいなプロフィール。ここまでくるともう、非の打ち所がなさすぎて、逆に笑えてくるくらいだ。こんな人物が目の前に現れたら、そりゃ惚ほれちゃうよなって感じだ。

「……やっぱさ」

　聞こえた声に、プロフィールから目を離はなし瑠る花かを見る。

　俺の視線が向いたのは気付いているのだろうが、彼女の視線はそのまま遠く最前列にいる彩香に注がれたまま。距きよ離りにしたら五〇ｍくらいしか離れていないけど、ガヤガヤと騒さわがしい観客席からは、彩香がグラウンドに向け、何と言っているのかはサッパリ分からない。それはまるで、音の聞こえない映像を見ている気分だった。

「彩香は高瀬さんの事、好きなんだよね？」

　今日だけで何度、心の中で繰くり返したか分からない言葉を、瑠花は呟つぶやく。

「……かもな」

「良い人だといいね」

「……だな」

「でもね、あたしはきっと良い人だと思う」

「え？」

「だって、彩あや香かが好きになった人なんだもん。きっとさ、良い人だよ」

「……そう、だな」

　俺達のいる場所からは、グラウンドにいるであろう彩香の話し相手を見る事は出来ない。何を話しているのかも分からない。だけど、今彩香が言葉を交かわしている相手は、彼女にとってとても大切な人なんだろうという事は分かった。

　今は六月の後半だから、俺達が一いつ緒しよに生活を始めて、もう三カ月になる。だけど、観客席の一番前にいる彩香は、俺の知らない人みたいだった。照れたように笑ったり、たまにちょっと怒おこったり、困ったようにむくれてみたり……。

「彩香って、可か愛わいいね」

「……あぁ、あんな顔も出来るんだな」

　今まで彩香は、俺の中で〝可愛い〟というより〝かっこいい〟というイメージだった。だけど今、少し離はなれた場所にいる彩香に対して、俺は素す直なおに可愛いと思えてしまった。そして、それを自覚した途と端たん、言いようのない寂さびしさが胸を襲おそう。

　別に、彩香の事が好きだったとか、付き合いたいとか、そういうわけではないと思う。もちろん、彩香は仲間としてとても好きだ。だけど、きっと今の時点でそれ以上の感情があるとは思えない。

「変わるものね」

「……あぁ、驚おどろいた」

　もしかしたら、三カ月も一緒に暮らした彩香が、俺達に見せない顔をしているのが悔くやしかったのかもしれない。

「凄すごいね」

「うん」

　だけど、瑠る花かの言う通り、悔しいと思う反面、凄いとも思った。

「……ちょっと、羨うらやましい」

　そう言って苦しげに笑った瑠花も、俺と同じ感情を抱かかえているのかもしれない。

「周りが何て言ったって、応おう援えんしてやろうな」

　俺の言葉に、瑠花が驚いたみたいにこちらを向く。

　もちろん、最初から応援する気ではいた。でも、さっきよりももっと、応援してあげたいと思えた。だって、彩香にあんな顔をさせられるのは、その人だけかもしれないから……。

　だからもし、彩香が交際をお客さんに言いたいと思うんなら、それさえも応援してあげたい。

　洋よう司じ先せん輩ぱいはきっと反対するだろう。きっと、店長だって反対するだろう。一年のこの時期に「恋人が出来た」なんて、いくら何でも早すぎる。きっと先輩キャスト達の中にだって、言いたくても言えない人もいるだろう。そんな中で公言するなんて、得策じゃない事は分かっている。でも、不利になる事を分かった上で、それでも彩あや香かが言いたいって思うなら、やっぱり俺は応おう援えんしてあげたいのだ。

「そうね。何と言われようが、どう思われようが……彩香にはちゃんと、自分の気持ちを通して欲しいな」

　瑠る花かは再び視線を彩香に移す。その瞳ひとみは、やっぱり遥はるか遠くを見つめるみたいに細められている。

「そう……だな」

　俺がそう頷うなずいた時、スタジアム中に響ひびき渡わたる笛の音が聞こえ、後半戦が始まった。







　０対０で始まった後半戦。どんな事になっても彩香の恋を応援すると決めた俺達は、どこか晴れ晴れとした気持ちで新しん宿じゆくチームに──特に高たか瀬せさんに声援を送った。

　しかし十分が過ぎたところで、敵チームである池いけ袋ぶくろオウルズが先制ゴールを決める。だがそれで、俺達の応援魂だましいはさらに燃え上がる。瑠花なんてサッカーのルールさえろくに知らないくせに、声が嗄かれるんじゃないかって程ほどの大声で「いけーっ！」だの「そこだー」だのと叫さけんでいる。かく言う俺も、瑠花に負けないくらい叫んでいるので、試合が終わる頃ころには声が嗄れているかもしれない。

　だけど、普ふ通つうに生活していて、こんなに大声を出す事なんてそうない。腹の底から叫ぶだけで、何だか妙みようにスッキリして楽しくなってくる。

　そして、闘とう志しに火がついたのは、俺らだけじゃなかった。先制された新宿ニューウエーブスは、攻せめに次つぐ攻めで何度も相手ゴールを脅おびやかす。そのたびに、スタジアム中が揺ゆれるような歓かん声せいが響き渡って、また俺らは心が躍おどっていく。

　後半開始三十分。ついに新宿ニューウエーブスは相手の隙すきをつき、同点ゴールを決める。その瞬しゆん間かん、自然と交かわしたハイタッチの一体感は、そうそう味わえない。

　俺達は、すっかり試合に熱中していた。まるで自分達が戦っているかのように、スタジアムを包み込む独特の空気に酔よっているかのように、声を上げ続ける。

　そして残された時間は、ロスタイムの二分。敵チームのパスをカットした新宿チームは、一気に攻こう撃げきに転じる。最後の力を振ふり絞しぼって走り、パスを繋つなぎ、ボールはついに敵ゴール目前。そして、シュート──に見せかけたパス。そこには、敵選手の陰かげから飛び出してきた高瀬さんの姿。一気に歓声と悲鳴が上がり、彼はそのままの勢いでボールを蹴けりつける。

　ピーッ！

　揺れるような歓声の中に、得点を知らせる笛の音が聞こえる。

「凄すごいっ！　凄いっっ！」

　俺達のテンションはさらに急きゆう上じよう昇しよう。瑠る花かなんてさっきっから応おう援えんに熱が入りすぎて、横にいる俺に肘ひじ打うちかましまくっていたりするが、本人は全く気付いていない。

　そんな事をしている内に、ピッピッピ───ッ！　と長い笛が試合終しゆう了りようを知らせた。

「勝った!?」

　信じられないという表情でこちらを見てくる瑠花に、俺は「あぁ、勝った、勝ったっ!!　新しん宿じゆくチームの勝ちだ」と笑って、またハイタッチ。

「そっか～。勝ったんだね、良かった～」

　ひとしきり笑った後、ふぅ～と気が抜ぬけたみたいに椅い子すに座り込む瑠花だけど、未いまだ興奮が冷めないのか頬ほおが赤く染まっている。

「いやぁ、いい試合だったな。見に来て良かったよ」

　こんな楽しい思いが出来るなら、また応おう援えんしに来ようかな。そんな事を思いながら俺も瑠花の隣となりに腰こしを下ろす。周りの観客達が、ちらほら荷物を纏まとめて帰り始めた頃ころ。

「また……来たいかも」

　隣に座る瑠花が呟つぶやいた。

「そうだな。また来よう。彩あや香かの恋も、新宿ニューウエーブスも、全部纏めて応援してやろうぜ」

「うん、そうね。大きな声出すのって気持ち良かったし」

「あー、こんな大声出し続けたのなんていつぶりだろ」

「明日声嗄かれてるかも」

「だな」

「でも、やっぱりまた叫さけびたいな。だからさ、奈ない斗と」

「ん？」

「また……付き合いなさいよ」

「あぁ、そうだな」

「で、次も私は誘さそってもらえないってわけか」

「だから……って、え？」

「わっ!?」

　急に後ろから聞こえた声に、俺と瑠花は二人して振ふり返り、そして同時に言葉を失った。

「は～い、お二人さん」

　そこにいたのは、意地悪な笑えみを浮かべながら俺らに手を振る、本日の尾び行こう対象。

「……あ、やか」

「なんで……ここに」

　いつの間に、最前列の席から俺らの後ろに移動していたのだろうか？　いや、俺らはいつから彩香を尾行している事を忘れていたのだろうか。

「なんでって、応おう援えん？」

「そ、そうなんだ」

　ニヤニヤとこちらを見ながら答える彩あや香かに、俺は慌あわてて愛あい想そ笑わらいを浮かべる。

「んで、二人は何してたの？」

「も、もちろん、サッカー観戦だよっ！」

「そ、そ、そうそうっ!!　たまたま暇ひまになって、サッカーでも観みに行こうかって話になったのよっ!!」

「へー、二人にサッカー観戦の趣しゆ味みがあったなんて知らなかったよ」

「い、いやー。何となく思いついたっていうか、俺も男だしサッカーとか好きだったりするっつーかっ!!」

「そこにたまたま彩香がいるなんてねぇっ！　びっくりしたわね、奈ない斗とっ!!」

「あぁっ！　驚おどろいたっ!!」

「へー、そりゃ奇き遇ぐうだな」

「だよなっ」

「そうよねっ」

　頷うなずいた瑠る花かの顔は、どうひいき目に見ても目が泳いでいるし、表情が引きつっている。でもきっと、俺も同じような表情をしているのだろう。

「なんだ、偶然かぁ～。私はてっきりデートでもしてんのかと思ったよ」

「やだなぁ～違ちがうよ」

　大きく顔を振ふって否定するが、冷ひや汗あせが頬ほおを伝っていくのがわかる。

「違うのかぁ～。随ずい分ぶん仲よく応援してたみたいだから勘かん違いしちゃったじゃない」

「……ま、まぁ仲良いよな、俺ら友達だし。なぁ、瑠花」

「そ、そそそそうよね、奈斗」

　えっと、彩香さん。いつから俺らが後ろの席にいる事に気付いていたのですか？　という問いかけはもちろん出来ない。

「そっかー、友達だもんな。それに試合に熱中すると、思わず距きよ離り感も近くなっちゃうしなぁ。私から見て恋人っぽく見えたのも無理ないかー」

「……えっ!?　そ、そーかぁ？　全然気付かなかったよ、なぁ瑠花？」

「そ、そうよねっ!!　全然気付かなかったわ。そ、それにねっ!!　あたしが奈斗とデートだなんて、そんな事あるわけないじゃない」

「だ、だよなー。俺達友達だし」

「っ!!　そ、そうよ。そもそも、何であたしが奈斗とデートなんてしなくちゃいけないのよっ！　ありえないわっ!!」

　彩香の口調が、やけに棒読みっぽく聞こえたのは、俺の勘違いだろうか。そして瑠花からは若じやつ干かんばかし馬ば鹿かにされた気がするのは、俺の勘かん違ちがいだろうか……。

「うーん、そうか。じゃぁアレは私の見間違いかー」

「え、……アレ？」

「なななな何かあったかしら？」

「いやぁ、ショッピングモールで奈ない斗とが瑠る花かをショーウインドーに押し付けていたのを見た気がしてさぁ」

「っぶっ!!」

「っっっっ!?」

　突とつ然ぜん死角から飛んできた強きよう烈れつな言葉パンチに、俺は吹ふき出し瑠花は固まる。

「え、あ、み、見間違いじゃないのかなぁっ!!」

　と、慌あわてて誤ご魔ま化かそうとしてみるが、完全に声が裏返る。

「そっかー。なんかさぁ、アクセ屋のショーウインドーの前でさぁ、少女マンガでも最近ないような構図でバーンだったような気がしたんだけどなぁ」

「っぶっ!!」

「っっっっ!?」

「あ、そういえばその二人、今日の奈斗と瑠花の服に似てたよなぁ。男の方は白シャツにジーンズで、女の子はメガネもつけてたなぁ」

「そそそんな恰かつ好こう、みんなしてるよなっ」

「そ、そうよね！　最近の流行なのよねっ!!」

　ちなみに俺は、最近そんな変装ファッションが流行だなんて、全く知らない。が──。

「そうだよなー、流行だよなー」

　もう同意するしか道はない。

「そもそも、ショーウインドーにバーンとかって笑えるよなー」

「ありえないわよねぇ。やられたら恥はずかしくて死にたいくらいだわ」

「お、俺も男としてないと思うわ。ショーウインドーに女の子押し付けるとか、男として終わってるよなっ」

「恥ずかしいわよねー」

「だよなー」

「しかも、肩かたとか掴つかんじゃっててさぁ。もう白昼堂々なにやってんのって感じで、もう見てるこっちが恥ずかしいったらなかったよー」

「そりゃねーな」

「ないわよねー」

　あははははー。と二人揃そろって笑って……みるも、誤魔化せている気は一ミクロンもしてこない。しかも言えば言う程ほど、俺の傷を抉えぐっていく。なんかもう、恥ずかしくって気まずくって居いた堪たまれない。もう今すぐ逃にげ出したいところだが、ここで逃げても俺らが帰る家は同じ場所……。そもそも、彩あや香かが簡単に逃がしてくれるとは思えない。

「そうだよなー。いやー、アレが瑠る花かと奈ない斗とだったらどうしようってドキドキしながらショーウインドーに映ってるのを見てたんだよ」

「……え」

「……あ」

　つーかっ、見てたの!?　気付いてたの!?　もしかして俺ら、全すべてを見透すかされたうえで泳がされてたのっ!?　ってか、良く考えたら、俺がショーウインドーに映る彩香を見ていたって事は、反対の店のショーウインドーに映る俺らを彩香も同じように見る事も出来たって事……か。

「いやー他人の空そら似にで良かったよ」

　ニヤリ、とまた笑って畳たたみかけてくる彩香はきっと……もう全てお見通しなんだろう。

「や、やだなぁ～、彩香。あたし達がそんな事するわけないじゃない。あははははっ」

　それでも諦あきらめない瑠花の言葉に、彩香の笑えみがさらに深くなる。

「へーそう」

　そう言いながら彩香が浮かべている笑みは、まるで「早くゲロっちまいなよ」と語っているようだ。

「そ、そうよーあははは」

　白々しい瑠花の笑い声が、人の少なくなってきた観客席に響ひびく。

「……」

「……」

「……ごめん、彩香」

　沈ちん黙もくと彩香の視線に耐たえかねた俺は、ついに今言ってはいけない──しかし、一番言わなくてはいけない言葉を吐はき出した。

「奈斗っ！」

「瑠花、もう……誤ご魔ま化かせないよ」

　というか、きっと彩香はずっと前から気付いていたんだ。

「……でも」

「謝ろう、瑠花」

「……」

　俺の言葉に、瑠花は口を尖とがらせつつも不安げに彩香を見る。その先にいる彩香は、腰こしに手を当てながら、小さくなっている俺らを見下ろしている。だけどその顔は、本気で怒おこっているというよりは、俺らを懲こらしめてやろうと考えを巡めぐらせているように思えた。

「彩香、ごめん。俺ら、彩香のことをつけてた」

「……あたしが言い出した。ごめん」

　素す直なおに頭を下げて、しばしの沈ちん黙もく。

「っぷ」

　と、小さな笑い声が聞こえて俺達は揃そろって顔を上げる。

「まぁ、どうせ私が高たか瀬せ先せん輩ぱいと付き合ってるんじゃないかとでも怪あやしんでたんだろ？」

「気付いてたのか？」

「ここんところ、瑠る花かが妙みようにサッカーの話とか振ふってくるし、日曜日の予定をしつこく聞かれるし、何か怪しいなぁとは思ってたんだ。で、今朝家を出る時、二人が何かコソコソしてるし。こりゃ、何かあるなって思うだろ？　気付かないフリで家を出ると、やっぱり変な格好した二人が私をつけてくる。こりゃもう、答えを最初から提示されてるみたいなもんじゃん」

　という事は、今日の尾び行こうは最初から彩あや香かにモロバレだったという事だろう。

　何と言うか、もう恥はずかしくって言葉も出ない。

「で……結局どうなの？」

　俯うつむいたまま彩香を上目使いで見つめる瑠花が、好こう奇き心しんに負けて問いかける。

「どう思う？」

「俺らは付き合ってるんじゃないかと……」

「残念、ハズレ」

「え!?」

「ったく、素直に聞いてくれたらちゃんと答えたのに。まぁ尾行される経験なんてそうそう出来ないから楽しかったけどね。でも、私にばれそうになった瞬しゆん間かん、奈ない斗とが瑠花をショーウインドーに押し付けた時は笑いを堪こらえるのに苦労したよ。もう笑い転げるかと思った」

　目もく撃げきした時に堪えた笑いが込み上げてきたのか、彩香は今頃になって腹を抱かかえて笑い始める。そんな彩香に何も言えず、俺はただ黙だまって口を閉ざすしかない。チラリと横を向くと、瑠花が不ふ機き嫌げん全開のまま、顔を真っ赤に染め、ぶつぶつと文句を呟つぶやいている。

　ひとしきり笑った後、彩香は「で、高瀬先輩は、私の先輩の彼氏だよ」と言って目元に浮かんだ涙なみだを拭ぬぐう。

「え？」

　先輩の……彼氏？

「もちろん、この先輩っていうのは女ね。中学の時部活でお世話になった先輩。この間お店で高瀬先輩に初めて会って、出身地の話になったら彼女と同郷だって分かって、話聞いてたらなんと、高瀬先輩の彼女が私の先輩だった、と。それで先輩の連れん絡らく先を教えてもらって、よく連絡取り合ってたってわけ」

「はぁ……えっと、メールしてたのは高瀬さんじゃなくて、その女の先輩って事？」

「残念ながら、そういう事。浮いた話じゃなくて悪いね」

　続いてケラケラと笑う彩香の言葉は、とても嘘うそをついている風には見えなかった。

「じゃぁ……なんでスタジアムに……しかも、二週も続けて来てるの」

「あーそれね。理由は二つ」

　と言いながら、彩あや香かは二本指を立てる。

「一個めは、奈な々な先せん輩ぱい、あっ、奈々先輩が中学時代の先輩ね。で、奈々先輩の仕事が、新しん宿じゆくニューウエーブスのメディカルトレーナーなんだ。そこで高たか瀬せ先輩と知り合って付き合うようになったらしいよ。だから、高瀬先輩の応おう援えんっていうのもあるけど、私的には奈々先輩の担当チームを応援に来ていたって方が大きいかな。で、もう一つは」

　と、彩香は楽しそうに人差し指を立て、試合の終わったグラウンドを指す。

　そこには、練習着を着た選手達が出てきていて、準備運動を始めている。

「あれね、新宿ニューウエーブスの二軍選手。今年入った一年生も全員あの中にいて、夏休み後にある一軍昇しよう格かくテストに備えてるってわけ。で、最近運動不足に悩なやむ乙おと女めである私、畑はた薙なぎ彩香さんは先輩のコネを使ってあの練習に混ぜてもらっているのでした。ちなみに、新宿ガールウエーブスという女子チームとの合同練習だから、私が混ざっても全く問題ありません」

　と言いながら彩香が取り出したのは、これまたコネでもらったのであろう練習用ユニホームだ。

　つまり、彩香は中学時代の先輩（女）の所属するチームの応援＆試合後にある二軍の練習に合流するために、二週も連続でスタジアムに足を運んでいたのだろう。

　……マジで俺ら、今日一日何してたんだろ。取り越こし苦労もいいとこだ。でもホッと息をついている俺もいる。恋だ愛だという問題は、いつか出てくる問題だろう。だけど、今はまだ馬ば鹿かみたいにはしゃいだり、喧けん嘩かしたりしながら、今まで通りに過ごしていたい。

「で、私の尾び行こうをしていたくらいなんだから、この後暇ひまだよな？」

「……え!?」

　ユニホームを再び鞄かばんにしまった彩香は、何な故ぜだかとても上じよう機き嫌げんな表情を浮かべている。その笑え顔がおに何だか嫌いやな予感を覚えるが、尾行を見つかった俺らとしては素す直なおに頷うなずくしかない。

「……う、うん」

「そっかー、そうだよなっ！　いやぁ～実はさ、雑用するサポートスタッフが足りなくって奈々先輩が大変だって言ってたんだよね～」

「あ、えっと……そうなんだ」

「私も奈々先輩には中学時代にホントにお世話になってさぁ。先輩が困っているなら何か役に立ちたいなぁって思ってたんだよな」

「……あ、うん」

　その時、俺のシャツがつんつんと引っ張られる。もちろん、引っ張っているのは瑠る花かだ。

　横目でチラリと見ると、瑠花が「どうすんのよ」という顔で俺を睨にらむように見つめている。そんな瑠花に、俺は「もうやるしかないだろ？」という顔で小さく首を振ふる。すると、しばし口を尖とがらせた後、彼女も諦あきらめたように頷うなずいた。

「えっと……俺達に出来る事があれば……」

　そんな俺の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、彩あや香かはニッと小さく笑ってから。

「マジで!?　いやぁ～悪いね。それにしても私は本当にいい友達を持ったよっ！」

　と満面の笑えみで「うんうん」と頷いてくれた。

　いいです。それでいいです。その程度で許してもらえるなら、どんな雑用だってやりますよ。むしろ大だい歓かん迎げいです！

「んじゃ、この私がデートの仕上げに最適な場所にご招待してあげようっ！」

「だからっ！　デートじゃな──」

　ニコニコと意地悪な笑みを浮かべながら言った彩香の言葉を、瑠る花かがムキになって否定しようとした、ちょうどその時。

「彩香～。いたいた」

　遠くから彩香を呼ぶ声が聞こえ、三人揃そろって顔を向けた。そこにいたのは、長い髪かみをラフな感じで二つに束ねた小さな女性だ。

「なかなか来ないから、心配して迎むかえに来ちゃったよ」

「すみません、奈な々な先せん輩ぱい」

　こちらに向けて歩いてくる女の人に、彩香が謝る。どうやらこの人が彩香の中学時代からの先輩──奈々先輩らしい。小こ柄がらで明るそうなイメージだが、彩香を見つけてもゆっくりとこちらに歩いてくる感じは、どことなく彩香に似ていた。彩香がこんなに懐なついている意味が少しだけ分かった気がする。この人と彩香はリズムが合いそうだ。

「奈ない斗と、瑠花。この人が奈々先輩。で、この二人は、私の同どう僚りようで同居人の黒くろ部べ奈斗と宮みやケが瀬せ瑠花です」

「あー、彩香から話聞いてるわ」

「そ、そうなんですか？」

　問いかけた俺の言葉に、奈々先輩が少し意地悪そうな笑みで「えぇ、とっても面おも白しろい友人が出来たって」と言う。あ、この笑みも彩香そっくりだ。

「ちょっと、奈々先輩っ！」

「まーまー、いいじゃん」

　ケラケラと笑う奈々先輩に、彩香は少し困ったように肩かたを竦すくめる。そんな彩香は、やっぱりちょっと新しん鮮せんだった。

「で、先輩。この二人が雑用をどうしても引き受けたいって言ってるんですけど、やらせていいですよね？」

「そりゃいいけど、どうしたの？」

「罰ばつですよ、罰」

　どこか投げやりに言い放った彩あや香かに、奈な々な先せん輩ぱいは「ぷっ」っと吹ふき出す。

「罰ばつか～。あんた達、何やらかしたの？」

「……いや、ちょっと」

　気まずく誤ご魔ま化かした俺達に、奈々先輩は「ま、何でもいいや。私も助かるし」とまたケラケラと笑って歩き出した。

「じゃ、行こう」

　それに続き彩香も歩き出し、奈々先輩の横につく。俺と瑠花も、そんな彩香と奈々先輩の背中を追って通路に出る。

　歩きながら奈々先輩と他た愛わいもない話をしている彩香は、やっぱり俺の知っている彩香とは違ちがう気がした。でも、なんだかさっきみたいに、嫌いやな感じはしなかった。
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　デートの最後に最適な場所。そう彩香が言い表した場所に、今俺は瑠花と二人きりで取り残されていた。

　本来関係者しか入れないスタジアムの後方にあるこの一室に立ち込めているのは、水分を多く含ふくんだ湿しめった空気と、タイルに反はん響きようする水音。簡単に仕切られた小さな個室がいくつもあるこの場所は、つまりシャワールームという名の部屋だろう。

　女の子と二人でシャワールーム。健全なる高校一年生の男子なら心躍おどるシチュエーションであろう。たとえば一いつ緒しよにいる女の子が、もう見慣れている上に一緒にいすぎてトキメキを覚えそうにない相手だったとしても「もしや……」なんて妄もう想そうを抱いだいてしまっても仕方ない場面かもしれない。

「……はぁ」

　だが、俺は一つ重たいため息を吐はき出す。

「ちょっと奈ない斗とっ！　手、止まってるわよ」

「……ごめん」

　小さく謝って、俺は再び手に持ったデッキブラシを動かす。

　そう、俺らがこのシャワールームに二人でいる理由は、互たがいに汗あせを流し合うためではない。そして残念ながら「あ～汗かいたな。シャワーでも浴びるか。ガラガラ、えっ！　どどどうして宮みやケが瀬せさんがここにっ……てっ……ご、ごめんっ！（ドキドキ）」的なシチュエーションになったからでもない。

　このシャワールームにいる理由は、あくまで掃そう除じのため。そして、掃除のためにいるのだから、手に握にぎっているのはデッキブラシで、足元にあるのはツーンとした匂においのする洗せん剤ざいなわけで、服装は二人とも裾すそを捲まくったジーンズにＴシャツ。そんな姿のままゴシゴシとタイルを擦こする姿はだ、色気の『い』の字もない。

　いやね、別に期待していたわけじゃないんだけど……。なんつーかさ、この恰かつ好こう、情けなすぎやしませんか？

　しかも、文句を言うかと思った瑠る花かは、さっきから無言で掃そう除じを続けている。時々こちらに何だか不満げな視線を向けているのは気になるが、きっと俺がサボっていないか監かん視ししているのだろう。彼女なりに彩あや香かに悪いと思っているのかもしれない。

　さて、俺もこんな事を考えていないでしっかり掃除をやろう。そんな風に思った時だった。

「やってるかい？」

　シャワールームの戸をガラッと開けながら放たれた声に、俺と瑠花は同時に顔を向ける。そこにいたのは相変わらずラフに髪かみを纏まとめ、スタッフＴシャツを身に纏った奈な々な先せん輩ぱいだ。

「……あ、えっと……奈々先輩」

　一いつ瞬しゆん、何と呼ぼうか迷ったが、良く考えたら苗みよう字じを知らなかったので、俺は彩香と同じように彼女を『奈々先輩』と呼んだ。

「にしても、悪いね。本当はコレ、私の仕事なのにやってもらっちゃって」

「え!?　奈々先輩ってメディカルトレーナーなんじゃないんですか？」

「残念ながらメディカルトレーナー見習い。この仕事って資格がいるんだけど、私はまだ資格持ってないから勉強しながらこういう雑用もしなきゃいけないんだよね。でも、正直やる事多くて手が回らなかったから、ほんと助かった」

　そう言って奈々先輩は、裏表のなさそうな笑えみでニカッと笑ってくれた。

「あとさ、私が言うのもおかしいけど、彩香と友達になってくれてありがとう。あの子、良い顔するようになった」

「……え？」

　俺と瑠花は、奈々先輩の言葉に思わず互たがいを見る。

「彩香が君達の話ばかりするんだもん。少し妬やけちゃうよ。あの子を置いて自立都市に来たのは私なのに、嫌いやになっちゃうよね」

　もしかしたら奈々先輩も、自分の知らない彩香に少し不思議な気持ちになっていたのかもしれない。

「あ、あたしもっ！　……そう、かも」

　人見知りの瑠花が、意を決して伝えた言葉に、また心の奥が軽くなって、そしてちょっと温かくなる。こいつも、同じような事を思っていたんだ。

「そっか。そりゃ罪な女だね、彩香は」

　笑みを深める奈々先輩に、俺も瑠花もつられて笑う。

「でも、安心した」

　ふっと、真ま面じ目めな顔をした奈々先輩は真まっ直すぐに、そして優やさしく俺達を見る。

「彩あや香かは、諦あきらめが良いフリをするのが上う手ますぎるから心配してたんだ」

　俺は心の中で「あ」と声を上げる。奈な々な先せん輩ぱいの言葉に、心当たりはいくらでもある。俺は今まで、彩香の個人的な主張を一度も聞いた事がない。常に場の空気を読んで俺を助けてくれている。だけど、それは普ふ通つうの高校一年生には出来ない事だろう。

「彩香はさ、私が中学の時所属していた陸上部に入ってきた新入生だったんだ。それも、小学生の時に県の代表に選ばれるくらい強いマラソンの選手でさ、うちの部の期待のエース。春の大会にいきなり出場させたくらい強かったんだ」

　そんな話、今まで彩香から聞いた事もない。そもそも、マラソンをやっていた事さえ知らなかった。

「だけど、あの子発育良いだろ？　元々大きかったんだけど、中学入った頃ころからもっとすくすく育っちゃってさ、思うように走れなくなっちゃったんだよな」

「……え？」

「分かんない？　胸だよ」

「あ」

「マラソンの選手なんて、スレンダーな体型が必ひつ須すだからね。それに多感な年頃だろ？　何も考えてない男子達があの子の練習見てからかうんだ。何度私が蹴け散らしたって、どこからか見てるんだから、ほんとあの時は困ったね」

　奈々先輩の言葉に、俺は胸の奥が苦しくなる。確かに俺だってそんな女子がいたら、わざわざ見に行く事はなくっても、興味は持ってしまっただろう。たまたますれ違ちがったら、目で追ってしまったかもしれない。

「だけど、そんな時だって彩香は『気にしないです』って男子の視線を諦めてた。だけどダイエットだって言って、無理に栄養取らないようにしてたのも私は知ってる。でも、あれは遺伝なのかね。体重は減っても、胸だけはすくすく育ち続けて……。で、結局彩香はマラソンも諦めて私に退部届を持ってきた。しかも『マラソンは飽あきた』なんて適当な理由をつけてね」

　その言葉は、どう考えたって嘘うそだろう。だけど、中学生だった彩香に言えた、精せい一いつ杯ぱいの強がりだったのかもしれない。

　俺の考えていた事を察したのか、奈々先輩は一つ頷うなずく。

「ほんと、下手な嘘だなって思ったよ。それにね私、たまたま見ちゃったんだ。人がほとんどいない早朝にあの子が走ってるとこ……。あの子はいつもそうなんだ。すごく諦めが悪いくせに、いつも表向きはサッパリ諦めたフリが出来ちゃうんだ」

　そう言う奈々先輩は、困ったね、と笑う。

　俺と瑠る花かは、ただ話を聞いているしか出来なかった。

「当時、私達は姉妹みたいに仲が良くって、何をするにも一いつ緒しよだった。だから【自立都市】に行くって決めた時、一番の気がかりは彩香だったんだ。でも、彩香にその事を告げると、『頑がん張ばってください』って笑いながら私の背中を押してくれた。……今いま更さら言うのもズルいけど、あの子に『行かないで』って言われたら、考え直してもいいと思ってたんだ。だけど、あの子は止めなかった。連れん絡らく先も聞いてこなかった。正直……ちょっと寂さびしかったかな」

　そう言う奈な々な先せん輩ぱいの顔に、俺はデジャブを覚える。

「でも、あの子はどうしてこの街に来たんだろう」

　彼女がフッと笑った時、俺は「あ」と心の中で声を上げた。

　やっぱりこの二人は……良く似ている。

　一気に彩あや香かの過去を語った奈々先輩は、しばらく黙だまってからしゃべりすぎてしまった事に気付いたのだろう。「あ、今しゃべった事、彩香に内ない緒しよねっ！」と口元に指を当てて「シーッ」と気まずそうに笑った。

「……あ、はい。もちろんです」

　慌あわてて頷うなずく俺の横で、瑠る花かもコクコクと首を縦に振ふった。

「よしよし。でもさ、そういう事だから、今度こそ私は彩香に変な諦あきらめ方かたとかして欲しくないんだよね」

「……そう、ですね」

「だよね。だから、もし次そんな事があったら、君達がケツ叩たたいてやってね。もちろん、私も協力するから」

「はい」

　しっかり「はい」と声を上げた俺と、黙って頷いた瑠花に、奈々先輩は満足そうに頷く。

「んじゃ、そろそろ私は戻もどらないと。何かあったらグラウンドにいるから呼びに来て」

　そう言い残して奈々先輩が消えた後、俺と瑠花の間には、何とも言えない微び妙みような空気が残った。彩香の過去を図はからずも知ってしまったのだ。別にいけない事をして、その過去を知ったわけじゃない。たまたま奈々先輩から聞いてしまっただけだ。悪いと言えば、つい数時間前まで俺達がしていた尾び行こうの方が、ずっと悪い。だけど、そわそわと心が浮うわついてしまう。

「……そ、掃そう除じするわよ！　ほ、ほらっ！　泡あわ流すからホース持って」

　俺と同じように気まずさを感じていたのか、瑠花がどこか急せかすように俺にホースを手渡わたしてくる。もちろん、俺も反対などするはずがない。それどころか、早く掃除を再開して、この気まずい空気を洗い流してしまいたい。

「お、おう。さっさと終わらせちゃおうぜ！」

　しかし、無む駄だに元気よく返した言葉も、どこか空回り。「う、うん」と小さく瑠花が頷いてくれるが、その後に続く言葉を探す事が出来ない。

　シャワールームには蛇じや口ぐちを開けに行く瑠花のぺたぺたという足音だけが響ひびく。そして、キュ、キュと蛇口をひねる音と同時に、俺の持ったホースから水が流れ始め、タイルを打つ音が反はん響きようする。そして、

「胸が大きいのも……いろいろ大変なのね」

　水の音に紛まぎれるように、瑠る花かの小さな声が聞こえた。

　そうだな──と応こたえそうになり、俺は慌あわてて言葉を呑のみ込む。この雰ふん囲い気きに呑まれ危あやうく頷うなずいてしまうところだったが、きっとこれは罠わなだ。いや、きっと瑠花自身は罠を仕し掛かけたつもりはないだろう。だが、間ま違ちがいなく罠なのだ。

　だって、そうだろ？　これを肯こう定ていしてしまうという事は＝瑠花の胸が小さいと認める事になってしまうかもしれない。良く気付いたな、俺！　という事で、この返しはかなり慎しん重ちように考えるべきだ。しかしながら、あからさまな嘘うそは逆に瑠花を傷つける。かといって、「小さくって良かったな」などと言っていいはずもない。そう、ここは中間を取って──。

「俺は瑠花くらいのサイズが一番ちょうど良いと思うぞ」

　そう、褒ほめるべきなのだ。ほら、瑠花だって褒められて嫌いやな気分はしないはず……あれ？

　俺の言葉にハッとして、すぐに頬ほおを赤く染めたまでは、褒められて照れたと思えば納なつ得とく出来なくない。が、次に俺を見た時、何な故ぜにそんな凶きよう暴ぼうで鋭するどい視線を向けているのでしょうか？　えっと……俺、何か間違えましたか？

「あ、あ、あ……んたねぇっ！」

「え？　えぇ!?」

「えぇ!?　じゃないわよバカっ!!　ど、どこ見てんのよ!?　その上、ちょ……ちょうど良いとか言ってっ！　この変態っ!!」

　なるほど。俺のチョイスは失敗だった。あれでは確かに変態だ。が、それを今いま更さら気付いたところで完全に遅おそい。

「わ、悪いっ！　違くて、そういう意味じゃなくて」

「じゃぁどういう意味なのよ！」

「意味って……えっと」

　俺が言い淀よどんでいると、ついに瑠花がこちらに向けて足を踏ふみ出す。

「待てっ！」

「待てって言われて待つ程ほどバカじゃないわよっ！」

　言いながら瑠花は、迷う事なく俺に向け歩みを進める。

「いや、違くてっ！」

「違くて何よっ！」

「そこ、まだ泡あわ流してないから危な──」

「泡が何な──ふぇっ!?」

　俺の言葉を最後まで聞かずに言い放った瑠花の声が、途と中ちゆうで何とも間ま抜ぬけな声に置き換かわる。

「馬ば鹿かっ！」

　だから言ったんだ。待てって！　と、今更思ったところで、やっぱり遅い。瑠花の足は「見事！」と賞賛を送りたくなるくらい綺き麗れいに滑すべっている。

　慌あわてて俺は、宙を彷徨さまよっている瑠る花かの手を掴つかみ引き寄せる。これでとりあえず、転てん倒とうの危機は免まぬかれた──だろう、いつもだったら。そう、俺の足元に泡あわ立った洗せん剤ざいが広がっていなかったら、きっとここで事態の収拾はついていただろう……。

「うわっ」

「きゃぁっ」

　いやね、瑠花が足を踏ふみ出した瞬しゆん間かんから嫌いやな予感はしていたんだ。こいつは、こういう時、確実にドジる奴やつなのだ。勉強は出来ても、いつも体育だけはダメな奴なんだ。

「うぐっ」

　衝しよう撃げきに備えて背中を丸めたにもかかわらず、落下時の衝撃はかなりのもの。続いて「んぐっ」という妙みような瑠花の悲鳴と共に、腹部から胸部にかけて強い衝撃。

「っげほっげほっ」

　強い衝撃に、俺は思わずむせ返る。

「きゃっ、ごめん」

　大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だから、とにかくどいて。という言葉は、残念ながら声にならない。でも、とにかくどいてくれないと苦しくて仕方ない。しかも、どういう奇き跡せきかホースは壁かべに引っ掛かかり、そこから飛び出した水が俺らに降り注いで呼吸さえままならない。

「だいじょ──げほっげほっ」

　どうにか伝えようとするが、結局ちゃんと言葉にならず、俺は手を伸のばして瑠花を押しのける。出来るだけ乱暴にならないように、しかし可か及きゆう的速すみやかに──。

　むにゅ。

　にしても、やっぱ瑠花も女の子だよな。痩やせてるからもう少し骨ばっているかと思っていたのに……。

　むにゅ。

　にしても、女子ってこんなに柔やわらかいのか？　なんというか、骨さえないというか……。いやいや、そんな事を考えている暇ひまはないよな！　早く瑠花にどいてもらわなくては。

　むにゅ。

　……あれ？

　むにゅ。

　……え？　その瞬間、俺は察する。何かが違ちがう。

　恐おそる恐る視線を自分の手に向けて、予感は確信に変わる。

　……終わった。

　しかも瑠花の着ていた白いＴシャツは、水に濡ぬれて中身がガッツリ透すけている。正確に言えば、境界線が透けているどころの騒さわぎではなく、レースの柄がら一つ一つまでしっかりと目に焼き付ける事が出来るくらいには透すけている。片胸だけでも隠かくれてて良かったね！　などとはもちろん言えるはずがない。見えていないもう片方を隠しているのは他ほかの何物でもなく、俺の手だ。その手には、布越ごしに体温が伝わってくるのだから間ま違ちがいない。
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「……な」

　小さく聞こえた声に、視線をさらに上へ。すると、そこには目を丸め、頬ほおを染めている瑠る花かの姿が映る。

　……な、んだ？

　その顔、瑠花のくせに…………めっちゃ可か愛わいいじゃねーかよっ！　こういう時嫌いやなんだっ！　顔ばかり可愛いコイツは、マジでズルいんだっ！

　戸と惑まどいに目を丸めているくせに、泣きそうになってる瞳ひとみ。怒いかりを表そうと声を出そうとしているけど、何の言葉も出てこない唇くちびる。そして、見ているうちにどんどん赤くなっていくその頬も、とにかく、めちゃくちゃ可愛いのだ。

「……な」

　再び瑠花の口から意味を成さない小さな声が漏もれる。その時の唇の動きだとか、拍ひよう子しに落ちた雫しずくだとかが、何な故ぜかゆっくりと見える。

「……な」

　奈ない斗と──と俺の名前を呼ぼうとしているのだろうか？　だけどその言葉はそれきり途切れて音にならない。

「……瑠る花か」

　かく言う俺も、どうにか言葉を吐はき出すも、その後が続かない。だって、ほんとにほんとに不本意ながら、俺は今この瞬しゆん間かん……瑠る花かにときめいてしまっているのだ。

「……な」

　また瑠花の唇くちびるが小さく動き、声が漏もれる。いつもと同じはずの声が、何な故ぜか甘く感じる。

「な、……な、何すんのよバカっ!!」

　パ──ンッ！

　甘い声……の代わりに響ひびいたのは、小気味いい音と共に放たれた、目一いつ杯ぱいの平手打ち。

　……そりゃ、そうだよな。つーか俺、何考えてたんだ。きっとアレだ、頭打ったからだな。

「悪ぃっ！　ワザとじゃないんだ」

「はぁっ!?　ワザとじゃないから何だっていうのよ!!　もう言いつけてやるっ！」

　出口に向けて足を踏ふみ出した瑠花の手を、俺は慌あわてて掴つかむ。だってこのままじゃ俺、ただの変態だ。いや、すでに完全な変態かもしれないけど、バラされるのは非常にまずい。

「放しなさいよバカっ！」

「瑠花ごめんっ！　でもマジでわざとじゃないんだっ」

「うるさい変態っ！」

　必死に謝る俺を、瑠花はその一言でぶった切り、俺の手を振ふり払はらう。しかしこのままでは取り返しのつかない事態になってしまう。そう思い俺はもう一度瑠花の手を取ろうとしたのだ。だが、これがまたもや失敗だった。

「だからっ事故だ──え？」

　瑠花に手を伸のばしたその時、足に何かが引っ掛かかり、俺はバランスを崩くずす。ホースだ。床に投げ出していたホースに引っ掛かったんだ。そう理解した時には、すでに遅い。慌てて足を踏み出すも、今度は床に広がる洗せん剤ざいのせいで見事にツルッと滑すべってしまったのだ。

「え、え、えええっ!!」

「う、わぁっ」

　バランスを崩したまま、俺達は数歩たたらを踏み──そして。

「……あ」

　気付いた時には、瑠花の上に伸のし掛かるように倒たおれ込んでいた。慌てて手をついたので、瑠花の上に落ちる事は避さけられたが、状じよう況きようとしては最悪だ。俺は瑠花をまるで拘こう束そくするように、顔のすぐ横に手をついている。まぁ分かりやすく言ってしまえば、馬乗りになっていると言っても間違いじゃないだろう。

　しかも、またしてもどういう奇き跡せきが起こったのか、俺が足で引っ掛けたホースの口が上を向き、じょばじょばーべじべじー、と情けない音を立てながら、俺らに水を降り注いできやがる。

「……え……と」

「……」

　真下にいる瑠る花かが、もうどうしていいか分からないという風に顔を顰しかめる。

　ヤバい、これ……マジで泣かせる。

「ごめんっ！　ほんとごめん」

　しかし、急いでどこうにも床ゆかには未いまだ洗せん剤ざいが残っている。慌あわてすぎてさっきの二にの舞まいになっては目も当てられない。そう思い、急いで、しかし慎しん重ちように身を起こそうとしていた時──。

「あ──、ごほん」

　シャワールームの入り口から、聞き慣れた声が聞こえてくる。

「へ？」

　見上げた先には、やはり見慣れた人の姿と、もう一人。

「これがまさしく濡ぬれ場ば！　なんつって」

「奈な々な先せん輩ぱい、そのギャグつまんないっす」

「あれ、そう？　傑けつ作さくだと思ったんだけど」

「確かに、この場面は傑作すぎて今カメラを持ってないのが残念ですけどね」

　さて、俺は今、何と言うべきだろうか？

　……いや、もう完全に手て遅おくれかもしれない。だってきっと……この場に俺の味方は一人もいないのだろうから。

　こうして俺の日曜日は、波乱の中過ぎていくのであった。
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　──十五歳という年ねん齢れいは、いったいどういう時期なのだろうか？




　七月に入った最初の日曜。そろそろ夕方と言っていい時間なのに、まだまだ太陽は俺に向けての攻こう撃げきをやめる気はないらしい。うだるような日差しに襲おそわれながら、俺はそんな事を考えていた。

　まず、親への反はん抗こう心を覚えたり、イケナイと分かっていてもちょっとした悪事を働きたくなる年齢だろう。だが、コレに関しては【自立都市】にいる俺らには、少し関係がない。何しろ、反抗すべき親から離はなれて生活をしているし、イケナイと言われている事も、外の世界に比べれば驚おどろく程ほど少ない。名前通り自立した生活をしなければいけないので、家出なんかをしようにも、それはただの外がい泊はくだ。

　続いて考えられるのが、自分の将来について悩なやみ始める頃ころかもしれない。もちろん個人差はあるだろうが、社会というものが少しずつ分かってきて、進路を意識し始める。だが、これに関しても、この街に入った俺達はすでにある程度、天に身を任せる覚かく悟ごを決めて来ている。入学から七年間。俺達は都市から与あたえられた職業を学び、それは大たい抵ていの場合、社会に出た時の職業と関連を持ってくるからだ。

　後は、そうだな。社会の厳しさ──またの名を真理──を知る歳としなのかもしれない。今まで知識としては知っていたけど、実感していなかった事を経験する。そうだ、きっと十五歳とはそういう歳なのだろう。

「……厳しいな」

　社会は厳しい。思ったよりも厳しかった。

　いや、俺だって知っていた。女の買い物が長いという事くらい知っていたんだ。中学の時、クラスの男子が「カノジョの買い物に付き合ったら、スゲー迷うの。マジで疲つかれたわ」と自じ慢まんしているのだって聞いた事がある。今でも覚えている。その時俺はこう思ったんだ。「自慢してんじゃねーよっ！　カノジョと買い物!?　長かろうが何だろうが羨うらやましいなっ!!」ってな。

　でも、今だったら分かる。あれはあれで大変だったのかもしれない。たとえ大好きな彼女だとしても、あの面めん倒どうくささは何かの修しゆ行ぎようじゃないかと思う程だ。ましてカノジョでもない女性三人の買い物に付き合わされた俺の苦労は、想像に難かたくないだろう。

　そもそも、あの「どっちが似合うと思う？」という質問に対して、何と返すのが正解なのだろうか？　二分の一の確率論で「そっちかな？」と答えると「えー」と答えられるのは何の罰ばつゲームだろうか？　決まっているなら最初から聞かなければ良いのにと思うのは、俺の心が狭せまいからだろうか？

　しかし、そんな時でも俺は耐たえた。「あ、そっちも可か愛わいいと思うよ」とすかさずフォローを入れて場を丸く収めた。瑠る花かと真ま琴ことが店の中で喧けん嘩かを始めようとした時だって、きちんと仲裁した。

　さぁ、みんな！　今こそ俺の頑がん張ばりを讃たたえていいぞ！　いや、讃えるなんて贅ぜい沢たくは言わない。せめて「今日はありがとう」とか、「荷物少し持とうか？」程度の言葉でいいから俺にかけてくれないか？

「ねぇ奈ない斗と。今日、美み咲さ子こさん達もウチでご飯食べるんでしょ？」

「ご馳ち走そうっ！　ごっ馳走！　マコちゃん楽しみだなぁ～」

「夏バテ防止に、何か元気が出るのがいいんじゃん？」

　…………うん、そうだった。

　世界は厳しいのだ。

　同居人の少女達が、俺を労ねぎらう言葉をかけてくれるはずなどなかったのだ。そもそも、もしそんな優やさしい言葉をかけられる少女達だったら、俺が三人分の荷物（もちろん、瑠る花か・真ま琴こと・彩あや香かの三人で俺の分は一つもない）を全すべて持つなんて事態にはなっていなかっただろう。

「夕飯……考えておくよ」

　答えた後、俺は小さく「はぁ」とため息をつきながら両手に持った紙かみ袋ぶくろを見下ろす。

　そこに入っているのは、女物の浴衣ゆかたが三セット。結局何だかんだで昼過ぎから三時間も取られてしまった。その上俺は、荷物を置いたらすぐに店に行き、明日から始まる『七夕イベント』の準備をしなくてはいけない。それが終わったら夕飯の準備だってしなくちゃいけない。それは結構大変な事で、その苦労を少しでも良いから、彼女達に説きたくなってしまったりする。

　だけど──。

「彩香ちゃんの浴衣、大人っぽくって綺き麗れいだったね～」

「あらそう？　ありがとう。でも、真琴の浴衣も可か愛わいいと思うよ」

「あー確かに！　お子様らしい浴衣でと～～っても似合ってたと思うわよ」

「むっ。最後までうだうだ悩なやんで、みんなを待たせた誰だれかさんには言われたくないですぅ」

「ちょっ、だってっ！　しょうがないじゃない……決められなかったんだから。って、それは今の話に関係ないでしょっ!?」

　七夕の飾かざり付つけがされた商店街を並んで楽しそうに歩く三人を見ていると、まぁ良いか、と思ってしまう。そんなんだから、三人に荷物を押し付けられるのだと分かっている。だけど、あんな風に楽しそうに歩く女の子に、大きな荷物は似合わないな。とも思ってしまうのだ。

「関係なくないですぅ～。優ゆう柔じゆう不ふ断だんとか、面めん倒どうくさ～い。ねぇ、奈斗君？」

「そういう時だけ奈斗に同意求めてんじゃないわよ。それにね、私は優柔不断じゃなくて、慎しん重ちよう派なのっ!!」

「え、慎重派？　瑠花が!?　まっさかぁ～」

「ちょっ!!　どういう意味よっ!!」

　楽しそうに歩く女の子……は……。

「……はぁ」

　ま、しょうがないか。これが春から一いつ緒しよに同居を始めた俺達が築き上げた日常であり、当たり前であり、いつも通りだ。

　その時、風が吹ふいて商店街に飾かざられている笹ささと色とりどりの短たん冊ざくがくるくると揺ゆれる。七夕が終われば、すぐに瑠る花かの誕たん生じよう日びがあって、きっと騒さわがしく笑ったり、言い争ったりしながら瑠花を祝うのだろう。

　季節は夏。俺達はこの街で、夏をあと六回迎えるだろう。それを六回〝も〟と考えるべきなのか、六回〝しか〟と考えるべきなのか、それは今の俺にはよく分からない。だけど、これだけは分かる。こうして笑っている今この瞬しゆん間かんは、きっと大人になった時にとても愛いとおしく、大切に思える時なのだろう、と。

　そんな事を考えながら、十五歳の俺は小さく笑うのだった。

「……短冊には、何を書こうかな」
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「洋よう司じ先せん輩ぱい。メニューの差し込み、終わりました」

　荷物を置いた俺は、明日から始まるイベントの準備をするため、日曜日にもかかわらず店へ来ていた。そして、俺達の家では美み咲さ子こさんによる、浴衣ゆかたの着付け講習会が行われている。しかも、講習会が終わったら、そのまま洋司先輩と美咲子さんを加え、少し早めの七夕パーティーを催もよおす事になっていた。

　きっと今いま頃ごろ、瑠花達は男性陣じんの帰り（と夕食）を首を長くして待っているのだろう。待っている理由が、たとえ「早くご飯が食べたい」というものであったとしても、浴衣で女の子が自分の帰りを待ってくれているというのは、悪い気分ではない。

　ふぅ、と息を吐はき出し、俺は七夕の飾り付けがされた店内を見渡わたしてみる。壁かべや柱に括くくり付けられた笹、全すべての卓たくに用意された短冊。今俺が差し替かえたメニューは織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしをイメージした特別なものだ。そして、なにより明日から一週間。涼すずしげな浴衣を身に纏まとったキャストが、このホールでお客様をお迎むかえする事になっている。

　ちなみに、男性スタッフも明日からは浴衣を着ての接客だ。しかし、一人一人に似合う浴衣を見繕つくろったキャストと違ちがい、ボーイは何年も使い回された浴衣が貸し出されるだけ。まぁ、新しい浴衣が欲しいだなんて思っているわけじゃないので、それでいいけど……。

「おぉ、ありがとな。黒くろ部べはもう帰って良いぞ」

　キッチン前のカウンターにいた洋司先輩の言葉に、俺は「え!?」と返す。

「良いんですか!?」

「あぁ、あとキッチンだけだから俺と鳴なる子こで出来る」

　その言葉にステージで飾り付けをしていた三年生のボーイ──鳴子先輩を見るが、「あぁ、帰って良いぞ」と言われてしまう。

「え、でも……何か手伝いますよ」

　先せん輩ぱいを残して帰るのも何だか気まずくて手伝いを申し出てみる。

「んーでも、後は特にないんだよな。あ、そうだ。そこに笹ささが余ってるだろ？　それ、お前らの家に持って帰っといて」

「え？」

「ここに置いておいても邪じや魔まだし、持って帰ったらみんな喜ぶんじゃねーの？」

　確かに、家にある小さな庭に笹を飾かざったら、かなり良い雰ふん囲い気きかもしれない。それに、さっき瑠る花か達が、夕飯を食べた後にみんなで花火をしようと言っていたから、そんなところに笹があったら、なんだが妙みように青春っぽい。結構大きいから運ぶのは大変だろうけど、店から家は歩いたって五分くらいだ。持ち帰れない事もないだろう。

「そうですね、ありがとうございます」

「おう。じゃ、先に戻もどってろ」

「また明日な」

　笑え顔がおで俺を帰してくれる洋よう司じ先輩と鳴子先輩に「はいっ！　では、お言葉に甘えて」と頭を下げ、俺は自分の身長より高い笹を持ち、店を後にする。

　外に出ると、空は夕暮れの赤に染まっていた。大きな笹を担かつぎながら道を歩く俺を、すれ違ちがう人達が目で追ってくる。でも、七夕前のこの時期だからなのか、みんなどこか「おぉ」と驚おどろきながらも、嬉うれしそうな顔で見てくれた。

　この笹を見たら、瑠花達は驚いてくれるだろうか？　笹が飾られた我が家の庭と、そこで笑うみんなを想像したらちょっと嬉しくなってしまう。庭に飾った笹に、瑠花や真ま琴こと、彩あや香かはどんな願い事を吊つるすのだろうか。そういえば、俺も短たん冊ざくに何を書くのかまだ決めていないのだった。

　もちろん、この歳としになって短冊に願いを書けば叶かなうだなんて、本気で考えているわけじゃない。だけど、何を書こうかと考えるだけで少しワクワクしてくる。キャバクラという仕事は、季節のイベントをとても大切にするらしい。今回の七夕。秋には十五夜とハロウィン。クリスマスにバレンタイン、ホワイトデーにお花見。季節ごとにいろんな企画をして、お客さんに楽しんでもらう工夫をするのだと、洋司先輩が言っていた。

　もちろんこれは仕事で、お客さんに来店してもらうのが目的だ。でも、準備を進めていく先輩達の顔はどこか楽しそうだった。こういうイベントを大切に出来るのも、キャバクラに勤める利点の一つかもしれない。

　とにかく、明日から一週間は、俺らが【Club　Butterfly】に入ってから初めての、全学年通してのイベントだ。五月にあった新人戦は、あくまで一年生だけのイベントだ。だけど今回は、一年生から七年生まで、全すべてのキャストとスタッフが参加する大型イベント。しかも、誰だれかと競きそい合うようなものでもない。

　七夕の飾かざり付つけのされた店内に浴衣ゆかたを着たキャストがいて、俺らボーイも浴衣なんて着ちゃって。それはちょっと、照れくさいけど、やっぱり大切な思い出になりそうだ。

　瑠る花かと真ま琴ことの仲も、かなり良くなっているし、今のところは心配な事も思いつかない。

　だったら──。

「楽しむべきだよな、俺も」

　家の前までたどり着いた俺が、そんな独ひとり言ごとを小さく呟つぶやいた時。

　ポケットに入れていた電子端たん末まつが飾り気のない電子音でメールの着信を知らせる。

　一度立ち止まり、端末でメールを確かく認にんすると、着信は真琴からだ。






　ナイト君っ！

　花火する時のロウソクがなかったから、帰りに買ってきてくれると嬉うれしいなっ！

　早く花火やりたいよ～　[image: ]




♡真琴♡








　文面を見ただけで、花火を始めたくってウズウズしている真琴の顔が思い浮かぶ。

「ったく、しかたねーな」

　花火は夕食を食べた後の予定だけど、待ちきれないようだったら、少しだけ。あくまでほんの少しだけフライングさせてあげてもいいかも……。でも、そうしたら瑠花が怒おこるだろうな。だったら瑠花にも……。いや、でもそうしたら、彩あや香かが呆あきれた顔で俺を見るだろうし。

　やっぱり、ここはしっかり我が慢まんさせるべきか。

　よし、そうしよう。担当ボーイとして、言うべき事はしっかりと言うべきだ。それに、真琴達は俺がこの笹ささを持って帰る事を知らない。笹に飾り付けでもしていたら、きっと夕食の準備が終わっている。なんてったって、こんなに立派な笹だ。わざわざ花火で時間稼かせぎをしなくたって、暇ひまは潰つぶせるだろう。

　あ。

　そこで俺は一つ、良い事を思いつき、再び笹を持って足を進め始める。

　買い物は後回しだ。だって、笹を持ったまま店になんて入れないし、せっかく家の前まで来ているのに再び笹を持ってスーパーになど行きたくない。

　そう決意し、俺は音を立てないように気を付けながら、笹を持ったまま庭へと回り込む。

　庭へ着くと、今度はそっと顔を出し、誰だれもいないか確認。ふむ、どうやら誰もいないようだ。窓が開いているが、カーテンが閉まっているので俺が庭に来た事には気付かないだろう。もう一度辺りを確認して、俺は足を踏ふみ出し、リビングから陰かげになるような所で待つ。

　そして携けい帯たい端末を取り出し、真琴に返信を打つ。






　真ま琴ことちゃんへ

　ロウソクの件、了りよう解かい。

　ところで、夕ゆう立だちが降りそうなんだけど、庭に洗せん濯たく物もの干してないか見てもらっていい？








　ピピッと送信ボタンを押し、俺はワクワクする気持ちを抑おさえ、そのまま待機。

　しばらくすれば、誰だれかが庭を見て、大きな笹ささを持った俺を見つけてびっくりするだろう。なんたって、俺の身長よりも大きな笹だ。喜ばないわけがない。

　どんな顔するかなぁ～、なんて思っていると、すぐに家の中から足音が聞こえる。

「ナイト君が洗濯物見てだって」

　部屋の中から聞こえたのは、真琴の声だ。どうやら、庭を見に来たのは真琴らしい。きっと真琴ちゃんの事だ、こちらが笑ってしまうくらい喜んでくれるだろう。そうだっ、ここは「大きな笹、ゲットだぜ」と喜びをアピールするために元気よくピースサインをっ!!

　そして、カーテンが思いっきり良く引かれ──。

「っっっっっ!?」

　あの……。

　えっと……。

　縁えん側がわの木板を踏ふみしめた真琴は、裸足はだし。うん、ここまではまぁ普ふ通つう。家の中なんだから、別に裸足だって構わない。でも、どうしてその上に続く足が全すべて見えているの!?　さらにその上の普通見えてはいけない布が見えているの!?　さらにその上の、小さなおへそが見えているの!?　その上の布は、ふっくらと盛り上がり……その上は、鎖さ骨こつから細い首筋、そして──。

「…………っ、ぁ、あ、[image: ]ぁっ!?」

　驚おどろきに染まった顔。まん丸に開いた瞳ひとみ。そして小さく開いた口から、真琴らしからぬ、でもとても真琴らしいドスの利きいた声を発した。

　つまり、率そつ直ちよくに言うと真琴は…………半はん裸らだった。肩かたから浴衣ゆかたを掛かけてはいるが、前は全開。帯も締しめていなければ、紐ひもで留めてもいない。とうに終わっていると思っていた着付けは、どういうわけか、ちっとも全然終わっていなかったのだ。

「や、え、違ちがっ、だ、え、おっ」

　どうにか弁解しようと口を開くが、結局何も言えない俺。

　そんなこんなで俺らが互たがいを見合って言葉を失っていると、室内から足音が聞こえ……。

「ん？　真琴どうした？」

　真琴の後ろから、彩あや香かと美み咲さ子こさんが姿を現す。

「あ」

「え？」

　そして彼女達は見つけてしまった。

　そう、大きな笹ささを持ち、ピースサインをしたまま固まっている俺を……。

　しかも恐るべき事に、彩あや香かと美み咲さ子こさんは、浴衣ゆかたを羽織ってさえいない。

「みんなどうしたのよ？」

　しかも、部屋の中からはそんな声が聞こえ、続いて足音まで迫せまってくる。

　ダメだっ!!

　そう、叫さけびたかった。でも、驚おどろきすぎて息を吸うのも忘れていた俺の肺に残されていた空気残量は０ゼロ。喉のどからは、微かすかに息が漏もれただけだった。

　そうこうしている内に、最後に残っていた同居人がひょこっ、と縁えん側がわに飛び出し──。

「ん？　え……っっっっっっ!!」

　声にならない叫びを上げた。

　しかもしかもしかもしかもっ！　なんで一番俺に近い場所に飛び出してくるの!?　なんで驚いた拍ひよう子しに肩かたに掛かけていた浴衣がズルッとシュルッと下へと落ちるの!?　なんでそんな凄すごいなんつーか、えーあー、アレな下着なの!?　白いレースでフリフリラブリー♥　ちょっぴり透すけ感ハニートラップな下着つけてんのっ!?

[image: ]

「……あ」

　何かを言わなくてはと口を開くが、一つも言葉を思いつかない自分が情けない。

「……えっと」

　そして、何も考えず無む邪じや気きに庭から現れてしまった自分が憎にくらしい。

「あの……話を……」

　しまうタイミングを失ったピースサインを掲かかげたまま、どうにか言葉を発した時、風が吹ふき、思い出したみたいに笹ささの葉がサラサラと揺ゆれた。それを合図に、俺らの間で止まっていた時間が動き出す。

「「「「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ」」」」

　近所中に響ひびき渡わたる程ほどの悲鳴がこだまする。

　我先にと四人は部屋の中へと退たい避ひし、シャッとカーテンが思いっきり引かれ、その姿は厚い布の向こうへと消え去る。あとに残るは無様に手を伸のばした俺と、縁えん側がわにぽつんと置かれた瑠る花かの浴衣ゆかたのみ。

「待ってっ!!」

　いや、待たなくても良いんだけど、話を聞いてくれ。

　わざとじゃないんだ。

　決して、悪意があって覗のぞこうとしたわけじゃないんだっ!!

「え？　何？」と、こちらを覗き込んでくる道行くお姉さんっ！　俺は正当なこの家の居住者であり、断じて変態ではないからっ！　だから、怪あやしい人を見るような目をこちらに向けてくるのはやめてくれたまえっ！

「誤解だからっ!!」

「黙だまりなさい馬ば鹿かっ！」

　カーテンの向こうから聞こえるのは、瑠花の怒ど鳴なり声ごえ。そりゃ、怒おこるのは分かる。でも、でもちょっとだけ俺の言い分も聞いて欲しい。それに瑠花の浴衣だって縁側に放ほうり出されたままにはしておけない。

「でも、ちょっとだけ話を聞い──つわっ」

　そう言って踏ふみ出した足が何かに躓つまずく。ハッと見ると、そこにはいつからあったのか拳こぶし大の石が一つ。俺の右足はその石を踏みつけバランスを崩くずす。その上、咄とつ嗟さに踏み出した左足は（花火用に用意したのだろう）水を張ったバケツを盛大に蹴けり飛ばした。

「わ、わっ」

　情けない声を上げながら、俺は急速に迫せまる地面に、最後の抵てい抗こうと両手を伸のばす。

　ぶぉん。

　と、何かが空気を切る非常に良い音が耳元で鳴った。視界の端はしに映ったのは、空中をしなりながら猛もうスピードで振ふり下ろされる……笹。そう、俺が店から持ってきた、立派な笹だ。それが今、物もの凄すごい勢いで瑠花が閉めたカーテンへと向かい……。

　ブチブチブチッと、小気味いい音を立てながら、カーテンをレールから引きちぎった。

「……なっ」

　すっかり見通しの良くなったリビングからこちらを見ているのは、浴衣ゆかたを羽織った真ま琴こと、彩あや香か、美み咲さ子こさんの三人と、未いまだ半はん裸らの瑠る花かだ。

「……やぁ」

　コケた拍ひよう子しにまるで土下座のような姿勢になってしまった俺は、もうどうしようもなくて、片手を上げて挨あい拶さつしてみたりする……けど、そんな事で誤ご魔ま化かせるはずは……ないですよね、そうですよね。

「……ない……と？」

「……はい」

「いま……すぐ……」

「……え？」

　怒いかりでプルプル震ふるえている瑠花の顔に浮かぶ表情は、どういうわけか、満面の笑えみ。

「……忘れて♥」

　ニッコリ笑って、くるりと回転。白いレースに包まれた小さなお尻しりがぷりんとこちらを向き、そして再びこちらを瑠花が見た時、抱かかえていたのは……椅い子すっ!?

「あ、え？」

　まさか……まさかな。

　大きく椅子を振ふりかぶりながら、満面の笑みを向けてくる瑠花に、俺は何を言うべきだったんだろう……。




　それから数分の出来事を、俺はあまり覚えていない。

　ただ、気付いた時には夕日の差し込む夏の庭で、リビングに背を向け正座をしていた。

　あの時、俺に何が起きていたのだろう。それは分からない。だけど、この言葉だけはしっかりと胸に刻みつけようと思う。

　行動は慎しん重ちように。そして、怒おこった時に笑った女の子は……怖こわい。

「……気を付けよう」

　なんだか……夏の匂においがした。




　　　　[image: くぎり]




　七夕に晴れた記き憶おくが、俺にはあまりない。だけど、今日──七夕を五日後に控ひかえた七月二日の天気はすこぶる良好。きっと外に出て空を見上げれば、綺き麗れいな夜空が広がっているんだろう。

　そもそも、なんで昔の人は、梅つ雨ゆの時期にわざわざ星にまつわる行事を作ったのだろうか。せっかくなら、空が綺麗に見える冬の日に作れば良かったのに。それとも、なかなか星が見えない時期だからこそ、彦ひこ星ぼしと織おり姫ひめの唯ゆい一いつ逢おう瀬せを許す日を七月七日にしたのだろうか……。

　そんな事を思いながら皿洗いをしていたら、手元が狂くるって水が跳はねる。

「やべっ」

　俺は慌あわてて水を止め、タオルを手に取り浴衣ゆかたについた水を拭ふき取る。そう、俺は今、浴衣を着ながら皿洗いをするという、超難易度の高い仕事をしている最中だった。

　何な故ぜ、俺まで浴衣を着ているかと言えば、遅おくれてやってきた洋よう司じ先せん輩ぱいが店からボーイ用の浴衣を持ってきたからだ。「お前も浴衣に慣れておかないと、勤務中に苦労するぞ」と言われて着せられたのだが、確かにかなり動きにくかった。

　ご飯を食べるにも、こうやってお皿を洗うにしても、いちいち裾すそや袖そでが邪じや魔まになる。

「ま、だからこそ、今日の練習があるのか」

　視線を上げ、キッチンカウンター越ごしにリビングを見ると、そこには浴衣を着ながら夕食後の時間を過ごしている瑠る花か達の姿。

　庭に続く縁えん側がわには、煙草たばこをふかしている洋司先輩。もちろん彼も、浴衣を着ている。

　その手前にあるソファーには、袋ふくろから楽しそうに花火を取り出している美み咲さ子こさんと真ま琴こと。美咲子さんは水すい仙せんが描えがかれた紺こんの浴衣で大人っぽい。対して真琴は、元気一いつ杯ぱいなミニ浴衣だ。ピンク地にきんぎょが描かれ、背中には柔やわらかそうな帯で大きなちょうちょを作ってある。浴衣の裾からスラリと伸のびた華きや奢しやな足にちょっとドキッとしてしまう。

　リビングテーブルで笹ささ飾かざりを作っている、瑠花と彩あや香かの浴衣もそれぞれ可か愛わいらしい。彩香は青地に色とりどりの和わ傘がさが散りばめられた綺き麗れいな柄がら。和の趣おもむきがありながらも華はなやかな浴衣は彩香のイメージ通りだと思う。

　そして、真しん剣けんな目で飾りを作っている瑠花の浴衣は、何だか瑠花らしくない。でも、だからといって似合ってないわけじゃない。というか、とても……似合っていると思う。

　藤ふじ色いろに朝顔の柄は、瑠花のイメージから言えば、少し大人っぽすぎる。小さく纏まとめて垂たらしている帯も、きっちりと纏めた髪かみも、覗のぞくうなじも、やっぱりいつもの瑠花らしくない。

　落ち着いていて、まるで年上の女性を見ているみたいだ。だけど、折り紙を真剣な目で切ったり折ったりしている瑠花の表情はいつも通りで、何だかちょっと妙みような気分だ。

　その時。ふと、瑠花の視線がこちらを向く。

「あ」

「……な、何よっ」

　黙だまって見ていた事を気付かれ気まずく呻うめいた俺に、瑠花は口を尖とがらせる。ちなみに言うと、先ほどの事件は悪意のない事故だったと説明済みで、真琴と彩香、あと美咲子さんにも、一応納なつ得とくをしてもらえた。

　だけどコイツ、瑠花だけは未いまだにへそを曲げているのだ。

　いや、確かに俺が悪かったけどさ……。

「あ、いや……。えっと、ほら。瑠る花か、浴衣ゆかた似合うよなって思って」

　慌あわてて言った俺の言葉に、瑠花はまた眉まゆを顰ひそめる。機き嫌げんを直してもらおうとした言葉は、どうやらちょっとワザとらしすぎたかもしれない。

「ばばっ、馬ば鹿かじゃないっ!!　嘘うそばっか」

「いやいや、嘘じゃないからっ！」

「そ、そんな事言ったって、あたしはっ!!　……別に、何とも思わないから」

　キッと睨にらみつけた後、プイッと背を向ける。

　確かに、今瑠花にその話をしたのは、機嫌直して欲しいなぁ～的な俺のズルい考えだけど、あくまで本心からの発言だ。しかし瑠花は、不機嫌そうに顔を歪ゆがめながら折り紙を折り続け、俺に顔を向けようとすらしてくれない。

　視線を少し動かせば、俺の失敗を楽しんでいるのか、彩あや香かがニヤニヤ笑っているし……。ほんと、フォロー力とかってどうやったら磨みがけるんだろう……。まぁ、そうそう簡単に上がるものじゃないか。

　俺がそんな風に思った時。

「ナイトく～ん。花火早くやろうよ～」

　花火の袋ふくろを両手に抱かかえた真ま琴ことが、キッチンにやってきて俺の浴衣をつんつんと掴つかむ。

「あ、うん。もうすぐお皿洗い終わるから、ちょっと待ってて」

「えっ～、マコちゃん待ちきれないよぉ」

　そう言ってくる真琴は、何だかもう本当に待ちきれない感じで子供みたいで可か愛わいらしい。

「えっと……良かったらみんなで始めてなよ。俺も皿洗い終わったらすぐに行くから」

「お皿洗いは後で良いじゃんっ！　後でマコちゃんもお手伝いしてあげるからっ」

　お手伝いの申し出は、すごく嬉うれしい。だけど、俺が着ているボーイ用の着古された浴衣と違ちがって、真琴の浴衣は新品で染しみも目立ちやすい色をしている。さすがに皿洗いを手伝ってもらうわけにはいかないだろう。

「うん……でも」

「まぁまぁ、真琴。奈ない斗と困ってんじゃん」

　見かねた彩香がそこで助たすけ舟ぶねを出してくれて、俺はほっと一息。彩香が手を貸してくれるのであれば、もう問題ないだろう。

「でもー」

「ほら、先に準備だけしとこう。そうすれば奈斗が皿洗い終わったらスグに始められるだろ？」

「……そっか、そうだね。じゃぁ、ナイト君。早く終わらせてね」

　ニッコリ笑った笑え顔がおに、一安心。

「ほら、瑠花も行こう」

「……え？　あたしも？」

「そうそう。で、奈ない斗とが皿洗い終わったらみんなで花火だ」

「……う、ん」

　少し迷った後、素す直なおに頷うなずいた瑠る花かがチラリと俺を見て、一いつ瞬しゆんだけ目が合う。

「……え？」

　だけど、それはほんとに一瞬だけ。すぐに瑠花は不ふ機き嫌げんにフンッと顎あごを上げてテーブルの上に載のった色とりどりの飾かざりを手に取って立ち上がる。

「そうね。でもっ、奈斗なんて待ってなくてもいいんじゃない？」

「あのなぁ」

「待ってないから。だから……奈斗も早く終わらせなさいよっ」

「……あ、あぁ」

　つまり……早く終わらせて、一いつ緒しよに花火をしよう。そう瑠花は言ってくれたのだろう。

　どうしてもう少しだけでも、可か愛わいらしく言えないものかと呆あきれたりもする。だけどまぁ、大人っぽい浴衣ゆかたを着ていようが何だろうが、瑠花はこういうヤツだから、仕方ないんだろう。

　諦あきらめて、俺は再び慣れない浴衣と格かく闘とうしながら皿洗いを再開。

　我が家のリビングからは、今夜も楽しげな話し声が聞こえてくる。それは間ま違ちがいなく、幸せな光景だろう。







『平和』

　短たん冊ざくに書く願いとして、これ程ほどまでに適切な願い事はないんじゃないかと思う。俺はマジックで書いた二文字を満足げに見つめ、青い短冊を笹ささへと括くくり付けた。

　店から持ってきた笹は、かなり良い雰ふん囲い気きを我が家の庭で醸かもし出している。二階の窓まで枝を伸のばし、さらさらと葉を揺ゆらしている光景はまさしく七夕。その奥に広がる夜空には、いくつもの星と、少しだけ欠けた月が光る。

　みんなで遊び尽つくした花火は、すでに線香花火が少し残るだけ。今は真ま琴ことと美み咲さ子こさんが短冊に書く願いを真しん剣けんに考えていて、洋よう司じ先せん輩ぱいは相変わらず縁えん側がわでビールを飲んでいる。

　浴衣姿で庭に集まっている光景はかなり風流で、ちょっとした優ゆう越えつ感さえ覚えてしまう。

「なぁ、十五歳男子の願いで『平和』っていうのはどうかと思うぞ」

　そう話しかけてきたのは、俺と同じく、短冊を笹に括り付けていた彩あや香かだ。

「いいだろ。何事も平和が一番だ」

　そう言いながら俺は彩香の結んでいる短冊を覗のぞく。するとそこには『いいかげん』の五文字。

「はぁ!?」

「何？」

「いやさ、俺の『平和』もどうかとは思うけど、彩香のはマジでないと思う」

「良い言葉だよ、いいかげん。良い加減、つまり良い塩梅あんばいって事」

　確かに『良い塩梅』という言葉は素す晴ばらしいと思う。平和という願いを掲かかげた俺の意見とも一いつ致ちする。でも、ハッキリ言えばお願いそのものが『いいかげん』だ。

　でも、まぁ……。

「彩あや香からしいか」

「そうそう。それに、細かい事は気にしてたらモテないよ」

　ちょっと前に『平和』という博愛精神に溢あふれた俺の願いにケチをつけてきた人間とは思えない言葉だが、まぁそれも彩香らしい。その時。

「でーきたっ!!」

　と言って、真ま琴ことがミニ浴衣の裾すそを揺ゆらしながら元気よく立ち上がる。その手元を見ると、いくつものも短たん冊ざくが握にぎられている。

「え!?　真琴ちゃん、それ全部願い事？」

「そーだよ♪」

　ニコニコ笑って、真琴は俺の横に立ち、次々と笹ささに短冊をぶらさげていく。そこに書かれているお願いは、「ケーキをお腹なかいっぱい食べれますように」とか「テストで赤点を取りませんように」とか、「指名がいっぱい取れますように」とか「お店で一番高いボトルを入れてもらえますように」などなど。どうにも纏まとまりがなく、しかもなんだか可か愛わいげがないものまで混ざっている。だけど、それもまた真琴らしい。

　これで、瑠る花か以外の全員が短冊に願いを書いた事になる。さてさて、瑠花はどんな願いをするのだろう。瑠花の事なので、超ちようストレートに『ナンバーワンッ!!』と恥はずかしげもなく書くなんて事もありえる。

　そう思い瑠花の姿を探すが、そこで俺は「あれ？」と首をひねる。ちょっと前まで線せん香こう花火をやっていた瑠花の姿が見当たらないのだ。

「あれ？　瑠花どこに行きました？」

　相変わらず縁えん側がわでやる気なさそうにビールを飲んでいる洋よう司じ先せん輩ぱいに問いかけてみる。

「あぁ、そこで短冊書いてる」

　指差されたリビングを覗のぞくと、確かに瑠花がリビングテーブルに座って短冊に何かを書いている。しかも、こちらに背を向けている瑠花は、何だか凄すごく真しん剣けんで俺達が見ている事に気付きそうな気配が全くない。そこで俺のちょっとした意地悪心が発動。

　後ろからそっと近づき、声をかけてびっくりさせてやろう。いつも瑠花の行動にはびっくりさせられっぱなしなのだから、たまには俺が驚おどろかせたって、きっとバチはあたらない。

　それに、短冊に願い事を書くだけでそんな真剣な顔になってしまう瑠花が、何だかちょっと可愛かったのだ。

　抜ぬき足、差し足、忍しのび足。ゆっくり瑠花に近づいた俺は、

「願い事、何にしたんだ？」

　と突とつ如じよ、瑠る花かの後ろから声をかけ、手元を覗のぞき込む。その瞬しゆん間かん、

「きゃっ!!」

　と小さな悲鳴を上げながら、瑠花は書いていた短たん冊ざくを慌あわてて手で握にぎり潰つぶした。

「な、な、な、奈ない斗とっ!!　何なのよっ!!　ば、馬ば鹿かっ！　変態っ！」

「えっ？　っちょ、そんな嫌いやがる事ないだろ？」

　顔を真っ赤にしながら、目線を泳がせ動どう揺ようしているらしい瑠花を見て、俺は後ろに下がって距きよ離りを取る。まさかここまで驚おどろかれるとは思っていなかった。だって、書いているのは短冊なわけだし、それは後々笹ささに飾かざるものだ。もちろん、笹に結び付けられた短冊は、みんなに見られてしまう。

「……見た？」

「いや、見てないけど」

　残念ながら、何と書いてあるかは見えなかった。しかし、俺の答えに瑠花は「はぁぁぁ」と深く息を吐はき出し脱だつ力りよくするみたいに安心した。

「でもさ、笹に飾ったらみんなに見られるじゃんか」

「こ、これは……そう。ちょっと練習してただけなの。だから、別に笹に飾る予定なんてなかったのっ!!」

　そう言いながら、瑠花は手で丸めた短冊を浴衣ゆかたの帯の間に押し込む。何をそんなに見られたくなかったのだろうか？　やっぱり『ナンバーワンッ！』とか、そういう恥はずかしい願い事を書いてたのだろうか。それなら、隠かくしたくなる気持ちも分かるが……もしかして。

「まさか瑠花、俺の事を書いたんじゃないだろうな」

　あの慌てように、頑かたくなに見せない態度。これは何かある。そう、たとえば……俺の悪口を書いていた、とか。瑠花はさっき俺が庭から現れてしまった不幸な事件に対して、かなり怒おこっていたし、『奈斗の変態がどうのこうの』みたいな事を書いていたって不思議じゃない。

「なっっっ!!　やっぱり見たんじゃないっ!!」

「って、マジで書いてたのかよっ!!」

「……っ!!　だ、騙だましたわねっ!!」

　俺を睨にらみ付けてくる瑠花の顔は、怒いかりで真っ赤に染まっている。

「んな事言ったって、俺の悪口を書いた瑠花が悪いだろ」

「……はぁ？」

「いやいや、今いま更さら誤ご魔ま化かそうったって無理だからな。確かにさっき、不用意に庭から入ってきちゃったのは悪いとは思ってるぞ。でも、いい加減許してくれたっていいじゃんか」

「…………え？」

　……え？

　キョトンと、俺を見た瑠る花かの瞳ひとみが「え、何言ってんの？」と語っている。

「……えっと、俺の悪口を短たん冊ざくに書いたんじゃないの？」

「ちょっ、違ちがうわよっ!!」

「……じゃぁ、何書いたんだよ」

「いっ、言えるわけないじゃないっ!!　馬ばっ鹿かじゃないのっ!!」

　イライラと地じ団だん駄だを踏ふんだ後、瑠花はテーブルの上に転がっていたペンを握にぎりしめる。

「あーもういいわっ！　今から清書してあげるから、しっかり見てなさいよっ！」

　そして新しい短冊を掴つかみ、書きなぐるように文字を書いていく。

　その文字は──

『奈ない斗とのバカが直りますように』

　……おい。

「やっぱり俺の悪口じゃねーかよっ!!」

「悪口じゃないわ、奈斗のためを思ってお願いしてあげてるの。感謝しなさい」

　ふんっ！　と顎あごを上げて俺を見る瑠花。

「お、そりゃ感謝しなくちゃな、って思うかよっ!!　いいぜ、そういう態度なら俺だって考えがある」

　言うが早いか、俺はテーブルの上に置いてあった短冊を一枚取り、ペンを走らせる。

『瑠花のワガママが直りますように』

「ちょっ!?　あたしのどこが我わが儘ままなのよ!?」

「全部だよ、全部っ!!　それを言ったら、俺のどこが馬鹿なんだよ!?」

「全部よ、全部！　存在自体が全部馬鹿っ!!」

「お前なっ!!　そもそも──」

　と、俺がさらなる追つい撃げきを加えようとした時。いつの間にかリビングに来ていた彩あや香かが瑠花の頭の上に手を置く。

「まぁまぁ、お二人さん。こんなところで夫婦めおと漫まん才ざいなんて妬やけちゃうじゃん」

「誰だれが夫婦だ!?」

「誰が夫婦なのよ!?」

　図はからずもハモってしまった俺と瑠花の声に、彩香はケラケラと笑う。

「マコちゃんを仲間外れにして、みんな何してるの～？」

　そこで真ま琴ことが、庭から顔を覗のぞかせ駆かけ寄ってくる。

「なになに？　えっと、奈斗のバカが直りますように？　あー、悪口だっ！　ひどーい」

「ちょっと、あたしだけじゃないでしょっ!!　奈斗だって書いてるでしょっ!!」

　と、俺が『瑠花のワガママが直りますように』と書いた短冊を真琴の前に突つきつける。

「え？　ナイト君のは悪口じゃないよぉ。だって事実だしぃ、瑠花のためを思った優やさしいお願いだとマコちゃんは思うな♥　本当に直ると良いね、そのワガママな性格」

「っ!?　はぁっ!?」

「あ、そうだっ!!　マコちゃんもお星さまにお願いしてあげるね♪」

　言いながら真ま琴ことは新しい短たん冊ざくとペンを持ち、丸っこい字で『瑠る花かに少しでも可か愛わいげが出ますように』と書き、満足そうな笑えみで「うんうん」と頷うなずく。

「ちょっ!?　……いいわ、それならあたしだって」

　またもや短冊を掴つかんだ瑠花が『真琴のぶりっ子が世間にばれますように』と書きなぐる。ここまでくると、もうどう見てもただの悪口だ。しかし、二人の勢いは止まらず、「何よっ！」とか「酷ひどいっ!!」とか「性格悪っ!!」とか「最低っ!!」とか互たがいを罵ののしりながら、どんどん短冊を消費していく。

　短冊が全すべてなくなると、二人は自分が書いた短冊を持って庭にダッシュ。次々にお願いわるぐちを書いた短冊を笹ささに結び付けていく。
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　浴衣ゆかた姿で必死に短冊を結んでいく瑠花と真琴は、とても可愛らしい。もちろん、短冊に書かれている内容さえ見なければ、の話だけど……。

　でも、まぁ……いいか。

　こうやって喧けん嘩かするのも、瑠花と真琴のコミュニケーション。その証しよう拠こに、短冊を結ぶ二人の顔はどこか楽しそうだ。

　そんな事を思いながら二人を見ていると、彩あや香かがニヤニヤしつつ俺を見ている事に気付く。

「……何？」

「いや、喧けん嘩かする程ほど仲が良いってヤツだなぁ～って思って」

「……？　ん、まぁ……そうだな」

　この家で一いつ緒しよに暮らすようになったばかりの頃ころの俺には、瑠る花かと真ま琴ことの罵ののしり合あいを見て、こんな楽しい気持ちになるなんて想像も出来なかっただろう。

「だろ？　仲間外れなのも寂さびしいから、私はこの短たん冊ざくでも結び付けようかな」

　と彩香が掲かかげた短冊を見て「は？」と声を上げる。彩香が持っているのは、テーブルに置きっぱなしになっていた『奈ない斗とのバカが直りますように』と瑠花が書いた短冊だ。

「えぇ!?」

「ほら奈斗。洋よう司じ先せん輩ぱいのビールがなくなってるよ。先輩に早く次のビールを持っていかなくていいの？」

　明らかに話題をすり替かえ、彩香は短冊をひらひらさせながら瑠花と真琴のもとへ行く。洋司先輩に目を向けると、そんな俺らのやり取りを聞いていたのだろう。苦笑を浮かべながら空からになったビールの缶かんを掲かかげてくる。その隣となりでは、美み咲さ子こさんが笑いを堪こらえているし……。

　……はぁ。そうですよね、俺の役回りってこういうヤツですよね。

　何とも言えない微び妙みような気持ちになりながら、洋司先輩から空になった缶を受け取って、俺は再びキッチンに戻もどる。空き缶をゴミ箱に捨て、冷蔵庫を開けたところでふと思う。

　まぁ、いいか。

　瑠花と真琴が言い争うのは、仲の良い証しよう拠こ。彩香が俺をからかうのも、すでに日常。ちょっと損な役回りが多いけど、それだってすでに日常。いちいち気にしてなんていられない。

　気分を切り替え庭に戻ると、いつの間にか女性陣じんが花火を再開していた。線せん香こう花火を手に真しん剣けんな顔で円になってしゃがんでいる。四人を眺ながめている洋司先輩に新しいビールを渡わたすと、

「一番長く線香花火がもったヤツが、次の休みにパフェ奢おごってもらえるらしいぞ」

　と教えてくれる。

「ちなみに、奢るのはお前な」

「……はぁ？」

　俺が間ま抜ぬけな声を出すと、小さく洋司先輩が笑った。

「何ですか、その話は。というか、美咲子さんでも俺が奢るんですか？」

「あー、各担当に奢ってもらうって言ってたから、美咲子には俺が奢るのか？　まー奢らねーけど」

　そう言って再び洋司先輩が笑った時、庭に穏おだやかな風が吹ふく。風に揺ゆらされ、笹の葉からさらさらと水が流れるような音が聞こえた。

「あ」

　と、小さな彩あや香かの声。続いて、「あ～」と真ま琴ことが残念そうに声を上げる。見ると、真琴と彩香の持った線せん香こう花火から光が消えている。残る瑠る花かの花火も、すでに光が小さく今にも消えてしまいそうだ。対して美み咲さ子こさんの花火は、パチパチとまだ元気よく火花を散らしている。

　しかし、その時また風が吹ふき、大きかった美咲子さんの花火が、ぽたり、と落ちてしまう。瞬しゆん間かん、瑠花の顔がぱぁっと明るく咲いた。

「奈ない斗とっ!!　見てたでしょ!?　次の休み、パフェだからねっ!!」

　満面の笑えみでこちらを見てくる瑠花に、俺は「奢おごんねーよ」と笑う。ついさっきまで俺や真琴と言い争っていた事なんて、綺き麗れいさっぱり忘れてる。でも、まぁ、だからこその瑠花だろう。

　絶対に奢れと言ってくる瑠花の言葉を、俺は適当にあしらいながら考えるのだ。

　こんな楽しい時間が、来年も、再さ来年も、ずっとずっと続けば良いな、と。
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　笹ささや短たん冊ざくで飾かざり付つけられた店内は、まるで俺の知らない場所みたいだった。

　イベント初日の月曜日。店内は色とりどりの浴衣ゆかたを着たキャストと、沢たく山さんのお客さん。そして、地味な色の浴衣を着たボーイで溢あふれ返っている。

　少しの装そう飾しよくと着ている服の違ちがいだけなのに、この空間がいつもと同じ店だなんて信じられないくらい、全く雰ふん囲い気きが違う。

　しかも、イベント中という事もあり、早い時間から上級生も出勤している。つまり、【Club　Butterfly】に在ざい籍せきしているキャストとスタッフのほぼ全員が今、この店に集まっている。もちろん、上級生の先せん輩ぱいキャストは自分のお客さんを呼んでおり、大半の席は埋うまっている。その光景は、まさしくお祭りの喧けん騒そうのようだ。

「──Ａ３テーブルのお客様、ウーロンピッチャーと氷、それとフルーツ盛りお願いします」

　そんな中俺も、慣れない浴衣に四苦八苦しつつ、今しがた承うけたまわった注文をインカムで厨ちゆう房ぼうに飛ばす。

『──了りよう解かい。あと黒くろ部べは買い出し』

　俺の言葉に返ってきた厨房担当の先輩の声は、いつもより早口だ。いつもは飄ひよう々ひようとキッチンを回している先輩なのだが、どうやら厨房もかなりの鉄火場となっているらしい。

　俺は急ぎキッチンに続くカウンターに行き、「買い出しって今すぐですか？」と、厨房の中へ叫さけぶような声で問いかける。ホールの方も忙いそがしい。いくらボーイが全員出勤しているとはいえ、ここで俺が抜ぬけたらかなりキツいだろう。

「うん、ダッシュでヨロシク」

「……でも、ホールは？」

「洋司には、黒部借りるって言ってあるから平気っしょ」

　と、殴なぐり書がきのようなメモを、カウンターの中から押し付けるように渡わたされる。ちなみに、浴衣ゆかたを着ている俺らホール担当のボーイと違ちがい、彼はいつも通りの黒いスラックスに白いシャツ姿だ。まぁキッチン担当まで浴衣を着ていたら、作業がしにくくて仕方ないだろう。

「……はぁ」

　生なま返事をしながら振ふり返ってホールを見ると、苦い顔でこちらを見ている洋よう司じ先せん輩ぱいと目が合い、すぐにインカムから声が飛んでくる。

『──黒くろ部べ、十五分で戻もどってこい』

　あの様子だときっと、洋司先輩（四年生）はキッチン担当の先輩（六年生）の「黒部を貸せ」というお願いめいれいに逆らえなかったのだろう。

　何にせよ、これは早く戻ってきた方が良さそうだ。そう思い渡されたメモを見て、

「えっ!?　コレ全部ですか!?」

　俺は思わず声を上げてしまう。そこに書かれているのは、飲み物からスナック菓が子し。卵に果物。とても一人では持ちきれなさそうな量だ。というかこの量が一気に足りなくなるなんて事は滅めつ多たにないから、きっと誰だれかが買い出しをミスったに違いない。んで、こういうミスをするのは……。

「悪いね、ちょっと買い出しミスったわ」

　俺の思考を読み取ったのか、キッチンの奥で六年の先輩が、「悪いっ！」と手を上げながら小さく頭を下げる。ちなみに、ちっとも悪いと思っている風には見えない。……でも、まぁ先輩の業務命令だ。頼たのまれてしまったからには行くしかない。

　……にしても、この量、どうすんだよ。

「はぁ」

　無意識に俺がため息をついた時。

「何？　奈ない斗と、買い出し行くの？」

　聞こえた声に顔を向けると、今テーブルから離はなれたのか、浴衣姿の瑠る花かがカラカラと下げ駄たを鳴らしながら寄ってくる。そして、俺が手に持ったメモを覗のぞき込み、

「って、多くない!?」

　と、一言。

「……多いよな」

　目を丸めている瑠花を見て、再びため息をつきながら苦笑を浮かべる。

「コレ、全部一人で持って帰ってくるの？」

「持って帰ってくるしかないだろ？」

　今の店の状じよう況きよう的に考えて、二人もボーイを買い出しになんて割さけない。そして俺が二往復する時間もない。なら意地でも買ってくるしかないだろう。

「……ふ～ん」

「そういう事で俺ちょっと店離はなれるけど、問題とか絶対起こすなよ！」

　買い出しで店にいない間に、担当キャストがトラブルなんて起こしていたら、それこそ目も当てられない。

「問題なんて起こさないわよ」

　ムッと口を尖とがらせる瑠る花かに「じゃ、行ってくる」と背を向けた時、「ねぇ」と呼び止められる。

「あたしが一いつ緒しよに行ってあげようか」

「……え？」

　意味が分からず振ふり返ると、そこには相変わらず口を尖らせている瑠花の姿。

「だ、だからっ！　あたしが荷物持ちしてあげるって言ってんのよ」

「いや、だって……」

　キャストの瑠花に荷物持ちなんて……。そもそも、キャストが営業時間中に買い出しに行くなんて聞いた事がない。

「なんか今日、先せん輩ぱいが沢たく山さん出勤してるから、あたしはそんなに忙いそがしくないし。そ、それに比べて……なんか、ボーイの方は大変そうだしっ。だったら……あたしが買い物の手伝いくらいしたって良いかなって思っただけ……だけど、別に邪じや魔まなら、いい」

　えっと……つまり、俺に手伝いを申し出てくれているという事、なんだよな。

　でも、瑠花は今日浴衣ゆかただし……。まぁ、いつものドレス姿よりはマシかもしれないけど、それでも……。

「お、瑠花ちゃん手伝ってくれるならちょうど良いじゃんっ！」

　俺が悩なやんでいる時に聞こえた声は、キッチン担当の先輩の声。

「えっ!?」

　俺が驚おどろきの声を上げた時にはすでに、彼はインカムに手を伸のばしている。

「──おい、洋よう司じ。瑠花ちゃんも借りるわ」
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　その声は、インカム越ごしではなく、店内の少し離れた場所から直接聞こえる。きっとあまりの言葉に、思わず声を上げてしまったのだろう。洋司先輩の方を見ると、「しまった」という表情で口元を押さえている。そして彼の視線が、恐おそる恐るといった感じで、俺ら──というか、たぶんキッチンで軽けい薄はくな笑えみを浮かべているのだろう先輩に向けられる。

「…………」

　しばし、沈ちん黙もく。たぶんその時間は、ほんの数秒だっただろう。洋司先輩は諦あきらめるように「はぁ」と大きくため息をついた後、インカムに手を伸のばす。

『──黒くろ部べ、十五分で戻もどってこいよ』

「──あの……瑠花は」

『──連れてけ。寄り道すんなよ』

「──……はい、了りよう解かいです」

　会話を終了して、そっと前を向くと、そこには嬉うれしそうに上がる頬ほおを必死に誤ご魔ま化かそうとしている瑠る花かの姿。手伝ってあげるなどと、偉えらそうな事を言ってはいるが、実際には一度買い出しというものに出てみたくて仕方がなかったのだろう。

「んじゃ、ヨロシクっ」

　キッチンの中から聞こえた声に顔を向けるが、すでにキッチンの奥へ引っ込んだのか、カウンターに先輩の姿はない。

「じゃ、行きましょう。このあたしが手伝ってあげるんだから、有あり難がたく思いなさいよね」

　いや、有難いのは有難いんだけどさ……。俺、本当に瑠花を連れて買い出しに行って良かったのだろうか……。しかしそれを聞こうにも、洋よう司じ先せん輩ぱいはすでに業務に戻もどっているし、きっと聞いたところで「早く行ってこい」と言われるのだろう。

　なら、まぁ……行くしかないよな。

「行くか」

　こうして俺と瑠花は、買い出しに出かける事になったのだった。







「なんだか、こんな時間に外を歩くのって変な気分よねっ」

　そう言いながら俺の隣となりを歩いている瑠花は、やけに上じよう機き嫌げんで下げ駄たの音もカランカランと軽かろやかだ。普ふ段だんからちょくちょく買い出しに出ている俺と違ちがい、瑠花がこの時間に店の外に出る事はまずない。

「まぁ……そうかもな」

　俺にとっては、買い出しなどもう慣れたもので新しん鮮せん味みなど感じない。と思っていたのだが、隣に瑠花がいるだけで何だかやっぱり変な気分だ。

　道行く人たちが、浴衣ゆかたで歩く俺達を見て「あれ？　今日お祭りでもあったっけ？」みたいな顔をしてくるが、いつものドレスとボーイ服よりは浮いてないだろう。

「なんだか、サボってるみたいよね？」

「一応言っとくけど、これも仕事の内だからな」

　などと、わざわざ釘くぎを刺さしてみるが、実は俺も仕事をサボっている気分だな、なんて思っていたりもする。しかも、夏の夜独特の、あの湿しめったような匂においがまたワクワク感を助長してくる。だが、ここでうっかり羽目でも外そうものなら、後で何を言われるか分かったものではない。

「そ、そんな事、言われなくてもわかってるわよ」

　唇くちびるを尖とがらせながら「馬ば鹿かにしないで」と瑠花が俺を睨にらみ付けてくる。でも、やっぱりその声はどこか弾はずんでいて、迫はく力りよくがちっともない。

「なら良いんだけどな」

　なんて言いながら笑うと、瑠る花かは不ふ審しんそうに俺を見て、それから「ふんっ」と顔を逸そらす。だけどやっぱり下げ駄たの音は、カランカランと軽かろやかに響ひびいている。

　それから俺達は、他た愛わいもない話を交かわしながら、いろんな人が歩む夏の夜道を進んでいく。だけどその中で、下駄を鳴らしているのは俺達だけ。それもまた少し変な感じだ。でも、嫌いやな感じじゃない。

　カラン、またカラン。二つの足音が、何だかとても心地ここちよかった。







　俺がいつも買い出しに行くスーパーは、店から五分程ほどの所にある。冷れい房ぼうの効いた店内から両手一いつ杯ぱいの荷物を下げて外に出ると、また湿しつ度どの高い夏の匂においが俺達を包んだ。

「うわぁ～、あいかわらず暑いわね」

「……だな」

　しかも両手に荷物を持っているので、煽あおぐ事も汗あせを拭ふく事も出来そうにない。

「にしても、あんたこの荷物マジで一人で持って帰ってくるつもりだったの？」

「いや……だってさ」

　答えに困りつつも自分の抱かかえる荷物と、瑠花の持ってくれている荷物を眺ながめてみる。俺の両手には飲み物を中心に入れた袋ふくろがそれぞれ下がっており、瑠花の両手にはスナック菓か子しを中心に入れた袋が二つ。

　まぁハッキリ言ってしまえば、どう考えても持ちきれそうにない荷物だ。でも、先せん輩ぱいに買ってこいと言われれば、頑がん張ばるしかないのが下したっ端ぱの役目……なんだと思う。

「ほっんと、あたしがいて良かったでしょ？　感謝していいのよ」

　その言葉に、なんだか素す直なおに「ありがとう」と言う気も失うせてしまう。

　だが、確かに瑠花がいなければマジでキツかっただろうから「あぁ」とだけ頷うなずいておく。

「でしょ？　という事で、今日の夕飯はあたしの好きなメニューに決定よね」

「って、お前っ！　それが目当てでついてきやがったな」

「違ちがうわよっ！　でも感謝の気持ちは必要だと思うってだけよ」

「そんなん『ありがとう』の一言で充じゆう分ぶんだろっ！　そもそもこれは、業務の一いつ環かんだろーが」

「いいじゃない、夕飯のメニューくらい」

「ダメだ。そもそも今日は昨日の残りで──」

　俺と瑠花が、そんな他愛もない言い争いをしていた時。

「あれ、お前らこんな時間に何してんだよ」

　そんな声が俺達を呼び止めた。

「あ、滝たき沢ざわさんっ!!」

　先に声の主を見つけた瑠る花かが、驚おどろきに目を丸くする。

「えっ!?」

　その視線の先を追い、俺も「よっ！」と、俺らに手を上げながら歩いてくる滝沢さんを見つける。

「あ、えっと……こんばんはっ！」

　慌あわてて営業用の笑え顔がおを浮かべるが、店の中ではないからか上う手まくいかない。

「おう。つーか、すげー荷物だな」

「えっと、ちょっと買い出しで。あ、ボーイが忙いそがしくて瑠花……っさんに買い出し手伝ってもらってて」

　いつもの癖くせで瑠花を呼び捨てしそうになり、慌てて「さん」をつける。どう考えてもバレているだろうけど、どうにか誤ご魔ま化かそうと「滝沢さんこそ、こんな時間にどうしたんですか？」と話題を逸そらす。

「あぁ……お前らの店に行こうとしてたところ」

「…………えっ」

「…………あの、まさか」

　ポカンと口を開けた後、小さく「えっ」と呟つぶやいた瑠花と、「まさか」と口にした俺に、滝沢さんは何だかとても気まずそうに口を開く。

「マズいのかよ」

「とっ、とんでもないですっ！」

　マズいどころか、大だい歓かん迎げいの大感激だ。慌てて否定した俺の隣となりで、瑠花もブンブンと首を振ふっている。

「でも、今日は大おお倉くらさんは来れないって美み咲さ子こさんが言ってたから」

　今まで滝沢さんは、美咲子さん指名の大倉さんと一いつ緒しよじゃないとお店に来てくれなかった。だけど……今日は一人で来てくれるというのだろうか。

「……ちょうど暇ひまになったんだよ」

　言い訳じみた口調は、きっとちょっと照れているのだろう。チラリと瑠花を見ると、どうやら驚きで言葉も出てこないようだ。だけど瑠花だって、そのくらい滝沢さんが一人で来てくれるのが嬉うれしいのだろう。

「何だよ、お前が来いってメールしたんだろ」

　驚きすぎてあたふたしている瑠花に、滝沢さんは呆あきれ半分、照れ半分で文句を言う。

「そ、そうだけど……」

「んだよ、それ。で、お前らも今から店に戻もどるんだろ？」

　そんな瑠花を見て、滝沢さんは「まぁいいや」と肩かたを竦すくめてそう問いかけてくる。

「はいっ！　あ、今店に電話入れて席を確保……って、端たん末まつ忘れてる」

「そんな気ぃ遣つかわなくていいよ。ほら、その荷物も持ってやるから」

　と、瑠る花かが持っていた荷物を、ひょいと持ち上げてしまう。

「えっ」

「悪いです、そんなっ！」

　驚おどろく瑠花と、慌あわてて声を上げる俺に、彼は気楽な雰ふん囲い気きで笑う。

「いいって、どうせ目的地は同じなんだし。それに、両手で荷物持ってる女の子の隣となりに、手ぶらの俺がいたらダサいだろ」

「……でも」

「だから、そんな気を遣うなって」

　そう笑って滝沢さんは店へ向かう道を、歩き出してしまう。

「え、あ、ま、待ってくださいっ」

　と慌てて瑠花が滝沢さんの隣に並び、お礼を言っている。そして滝沢さんは、やっぱり「気にするな」と笑ってくれる。たった数カ月前に、瑠花が泣かされたなんて嘘うそみたいだ。だけど、彼が思わず態度を変えてしまう程ほど、瑠花は頑がん張ばった。そしてきっと、滝沢さんも瑠花の努力を認めてくれたのだろう。それだけ瑠花が、成長したって事なんだろう。

　すぐ泣いて、すぐ逃にげて。俺が励はげまして、手を引かなければいけなかった瑠花は、ちゃんと成長して……そして自分の力で歩き出したって事なんだろう。

　それはちょっとだけ寂さびしくもある。だけど……喜ぶべき事なんだと思う。

　今日はお祝いに、やっぱり瑠花の好きなメニューを作ってやろうかな……。

　そんな事を考えながら、俺は並んで歩く二人の背を眺ながめる。

　七夕を直前に控ひかえた夏の夜は……ちょっとだけ、胸の痛みを感じる夜になった。
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　浴衣ゆかたイベントも四日目の木曜日。夕飯をとり終えた俺達四人は、いつも通りリビングで【顧こ客きやくノート】を作りながら、他た愛わいもない雑談を重ねていた。

「でね、明後日あさつてなんだけど、川かわ俣またさんが……ふぁぁぁぁぁっ」

　会話の途と中ちゆうで真ま琴ことは大きな欠伸あくびをひとつ。今日は比ひ較かく的忙いそがしくなかったとはいえ、連日続くイベントの疲つかれが溜たまってきているのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ、真琴ちゃん」

　目じりに浮かんだ涙なみだを拭ぬぐっている真琴に問いかけると「うん」と頷うなずく。

「慣れない浴衣ゆかた着てるだけでも疲れるんだから、何だったら先に寝ねれば？」

　と言ったのは、真琴の隣でノートを作っていた彩あや香かだ。

「ううん、だいじょ……ふぁぁ……ぶ」

　大だい丈じよう夫ぶ……にはとても見えなかった。この調子だと、今日のところは早めに切り上げた方が良さそうだ。

「欠伸あくびしながら言ったって、全っ然説得力ないわよ。お子様は早く寝ねなさいよね」

　俺の隣となりから飛び出したそんな言葉に、俺は思わず苦笑い。

　つまり、瑠る花かが言いたかったのは「無理しないで早く寝たら？」という事なのだろう。

　そんな可か愛わいげのない瑠花の言葉に、真ま琴ことは「むっ」と唇くちびるを尖とがらせる。しかしすぐ、真琴の顔に輝かがやきが灯ともる。これはたぶん、何かを思いついた顔だ。

「そうだよねぇ、早く寝た方がいいよねぇ」

　……さて、この小こ悪あく魔まはどう出るか。

「今日マコちゃん、ずっと指名入ってたから休む暇ひまなかったしね」

「なっ！」

　ほう、そう来たか。ちなみに真琴は今日、二人のお客さんが来てくれている。それに対し、瑠花は指名が入らずヘルプやフリーに付いていた。といっても、もう以前のように真琴が圧あつ倒とう的に指名を取っているわけではないので、そこまで気にする事はないと思うのだが……。

「きっ、昨日はあたしだって指名入ってたわよっ！」

　ここでしっかり張り合ってしまうのが、瑠花らしいと言えば、らしい。

「ふ～ん。でねナイト君、さっきの話の続きなんだけど、明後日あさつてはまた川かわ俣またさんが同どう伴はんに誘さそってくれたから、お店に行くの遅おそくなるかも」

　なるほど、ここで同伴の話に続けてくるとは、さすが真琴。入店してすぐ同伴を取り付けた真琴と違ちがい、瑠花は未いまだに同伴をした事がない。ここをつけば圧勝間違いなしだ。俺の隣で瑠花が「うっ」と小さく呻うめく。どうやら真琴の作戦は大成功だったらしい。

「うん、分かった。入りは六時頃ごろ？」

　通常、一年生キャストは五時のオープンに間に合うように店に来る事になっているが、お客さんと同伴した時に限り、いつもより一時間遅い六時に入店すればいい事になっている。

「うん。明日はね、川俣さんと一いつ緒しよにお寿す司し食べに行くんだっ!!」

　視線を逸そらしている瑠花に見せつけるかのように、真琴の笑え顔がおは爛らん々らんと輝かがやいている。

「寿司かぁ、いいなぁ」

　真琴と瑠花の、静かなる戦いを知ってか知らずか（きっと知っているんだろうけど）、そう呟つぶやいた彩あや香かは、「そういえば、もうずっと食べてないなぁ～」と言葉を続ける。

　でも確かに、寿司は高級品だ。一年生の俺らには到とう底てい手が出せないだろう。そんな高級なものを奢おごってもらえるとは、さすが真琴だ。でも、まぁ真琴もここまで来るのにいろいろあったわけで、それも全すべて努力の賜たま物ものだろう。

「この時期に美お味いしいお寿司のネタって何なんだろうなぁ～」

　それは独ひとり言ごとに見せかけつつも、明らかに瑠る花かに向けられた言葉。

「べっ、別にお寿す司しくらいどうって事ないじゃない。というか、お寿司くらいで何そんな喜んでいるのって感じだし、すでに食べ飽あきたから別に食べたくないわ」

　早口でまくしたてるその言葉は、明らかな強がりだ。そんな言葉を聞いて、真ま琴ことが勝利を確信したかのように口角を持ち上げた。が、口を開いたのは真琴ではなく彩あや香かだった。

「あらー残念」

「……え？」

　言葉を返してきたのが真琴ではなく、彩香だった事を不思議に思ったのか、瑠花が視線を向ける。そして、真琴と俺も、「残念」と言った彩香の言葉の意味が分からず、彩香を見る。

「いやぁ、実は上うえ野のに安い寿司屋があるらしくってさ」

　言いながら彩香は、ニヤリと笑って瑠花を見る。これは確実に、瑠花で遊ぶ気だろう。

「……え」

　口をぱくぱくさせる瑠花だが、直前に言ってしまった言葉を打ち消す言葉など、そう簡単に見つかるわけもない。

「明後日あさつてはちょうど土曜日だし、真琴も同どう伴はんだし、瑠花と奈ない斗とを誘さそってみようかなぁ～なんて思ったんだけど、瑠花がお寿司食べたくないって言うなら仕方ないよな。いやぁ残念。あ、それとも奈斗は一いつ緒しよに行く？」

　そう問いかけられた俺は、黙だまって苦笑を浮かべる。そんな俺の隣となりでは、瑠花があわあわと俺と彩香を交こう互ごに見ていて、少し可か哀わい想そうになってくる。だけど、きっと彩香の事だから、適当なところで瑠花に救いの手を出してくれるだろう。

「あーあ、マコちゃんも行きたかったのになぁ～。でもなぁ、川かわ俣またさんと約束しちゃったからなぁ。残念だなぁ～」

　彩香の意を汲くんで（というか、悪ノリして）真琴までもがニヤリと笑う。

「……あ、あ、あたっ、あたっ」

「ん？　どうしたの瑠花？」

　そう問いかける彩香は、すこし意地悪な感じでニヤリと笑っている。

「あた、あたっ……あーもうっ！」

　あたあた、と意味不明な言葉を発していた瑠花が、いきなり俺の肩かたを平手打ち。思わず「あたっ」と痛みと驚おどろきを訴うつたえるが、瑠花はバシバシと俺の肩を攻こう撃げきし続ける。

「あたっあたっ、ちょっ！　何だよ!?」

　一つ一つの攻撃は然さ程ほど痛くないものの、意味も分からず叩たたかれるのでは納なつ得とくがいかない。手を掴つかみ、どうにか連続攻撃を止めて瑠花を見ると、ものすごく恨うらみがましい顔で睨にらまれる。

「……え？」

「あ、あた……あたしも……行く」

　その瞬しゆん間かん、彩あや香かと真ま琴ことが「っぷ」と思いっきり吹ふき出した。

「っ別に、良いでしょっ!!　あたしも行ったって」

「ごめんごめん。じゃ、瑠る花かも一いつ緒しよに行こう」

　笑いながらもそう頷うなずいた彩香は、まるで「よく言えました」と褒ほめるかのように、手を伸のばして瑠花の頭をくしゃくしゃと撫なでる。

　それを見て、あぁと納なつ得とくする。やっぱり彩香には敵かなわない。俺が普ふ通つうに「やっぱり瑠花も行く？」と問いかけたって、きっと瑠花は意地を張って「行く」とは言わなかっただろう。

「えー、瑠花はお寿す司しなんて食べ飽あきちゃって嫌きらいになったんでしょぉ」

「真琴は一緒に行かないんだから黙だまってなさいよっ！　そもそもね、別に『飽きた』とは言ったけど『嫌い』だなんて言ってないでしょ。よく考えたらもう半年くらい食べてないし、そろそろ食べても良いかなって思っただけなんだからっ」

「ふ～ん」

「まぁまぁ、そういう時ってあるって」

「そーそー、食べすぎると嫌いやになる時期ってあるけど、久しぶりに食べるとやっぱり美お味いしかったりするよな」

　興味なさそうにそっぽを向いた真琴を、彩香が宥なだめ、俺は瑠花の言葉に同意する。

「で、でしょっ！　久しぶりに食べてみたら、案外美味しいかもしれないし。それに彩香と奈ない斗とが……その、二人で食べに行くなんてズルいじゃない」

「確かに、俺と彩香が飯食いに行ったら、瑠花食べるものなくなっちゃうもんな」

　コイツが一人で飯を作るとは到とう底てい思えないし、かといって一人でどこかに食べに行くというのも想像しにくい。きっと一人でお菓か子しでも食べて出勤してくるのだろう。そんなの健康にも精神衛生的にも、絶対に良くない。

「……でたでた。ナイト君の局地的ニブちん病」

「……ま、これはこれで楽しいじゃん」

「…………え？」

「ううん。何でもないよー」

「そうそう。という事で明後日あさつて、寿司食べに行こう」

「……あ、うん」

　何だか釈しやく然ぜんとしないが、明後日に寿司を食べに行く事に異論はない。

「いーなー、マコちゃんも一緒に行きたかったなぁ～」

「なっ、あんたは川かわ俣またさんと一緒にお寿司食べに行けばいいでしょ!?　高級なの奢おごってもらえるんでしょっ！　この時期だとスズキでいいネタが入っているんじゃない？　マコガレイなんかも美味しい時期だし、あっ真アジも良いわよね。それに……」

　うん……瑠花、お前どう考えても寿司好きだよな。何となく寿司を語る表情が輝かがやいてさえ見える。でも、俺だって寿す司しを食べる機会など、そうある事じゃないし、このメンバーで外食に行くなんて滅めつ多たにないだろう。真ま琴ことがいないのは残念だが、良いお店だったら別の機会に四人で行ったっていい。

　安い店だという事だから、そこまで上質なネタが出てくるわけじゃないんだろうけど、そもそも寿司の良し悪しなど分からないので関係ない。

「じゃぁ明後日あさつての放課後、ＨＲが終わったら校門前に集合でいい？」

「うん」

「あぁ」

　と、彩あや香かの言葉に頷うなずいたその時。

　プルルルル。

　と、テーブルの上に置いてあった瑠る花かの携けい帯たい端たん末まつが鳴った。

「あれ？」

　どうやらメールらしく、携帯を開いた瑠花が画面をスクロールさせていく。

「……あ」

　小さな声が瑠花の唇くちびるから漏もれ、続いて窺うかがうように俺らを見渡わたす。

「え、どうかした？」

　もしかして、何か良くない内容のメールが来たのだろうか？　キャストはほぼ全すべてのお客さんとメルアドを交こう換かんしているから、不快になるようなメールが送られてくる事もあると美み咲さ子こさんが言っていた。

「何か嫌いやなメールとか来た？」

「ううん……。そういうのじゃ、ないんだけど」

　違ちがうと言いながらも、瑠花の口調はどこか煮にえきらない。彩香と真琴を見ても、不思議そうに見ているだけで、特に何か知っている様子はない。

「えっと……誰だれ？」

　聞いてもいいものかと悩なやんだが、何か問題が起きているとするなら、担当としては知っておかなければならないだろう。

「あの………………滝たき沢ざわさん」

「え？」

　滝沢さんから瑠花にメールが来るのは、そんなにおかしい事じゃない。美咲子さんから大おお倉くらさんが来店すると聞いた時や、イベントの案内のメールなんかを瑠花は定期的に入れているし、滝沢さんもちょくちょく返信をくれるらしい。

　以前の滝沢さんなら、何か瑠花に冷たいメールでも送ったのではないかと不安になったが、今の滝沢さんがそんなメールを送ってくるとは考えにくい。

「滝沢さんが……どうしたの？」

　問いかけに瑠る花かは、俺を窺うかがうように見る。

「あの……同どう伴はん……しようかって」

「……同伴？」

「……うん」

「……」

「なーんだ、別に良い事じゃん」

　問い返した俺。頷うなずいた瑠花。そして黙だまった彩あや香かの横で、真ま琴ことが「心配して損した」とでも言いたそうな気楽な態度で呟つぶやく。

「そ、そうだよ。良い事じゃん」

　真琴の言葉にハッとして、俺は慌あわてて頷いた。これで瑠花も初同伴。同伴は、絶対にしなくてはいけないわけじゃないけど、やっぱりキャストにとっても有利な事が多い。しかも相手は付き合いも長い滝たき沢ざわさんだ。なら……。

「でも……」

「何か不安な事でもあるの？」

　彩香の言葉に、瑠花はまた窺うように俺を見て、

「えっと……あ、明後日あさつてに同伴しようって言われてるんだけど、もうみんなと約束してるし断ろうかなって」

　あはは、と笑って瑠花は携けい帯たいを操作し始める。

「え、いや別に俺らとの約束は……」

　別に前々から約束していたわけじゃないし、真琴もいないのだから寿す司し屋に行く日をずらせばいいだけだ。それに、同伴をする事が瑠花にとってプラスになるなら、俺らとの約束よりもそっちを優先するべきだ。

「……でも」

「せっかく声かけてもらったのに、俺達との約束を優先させたら申し訳ないよ。それに明後日は真琴ちゃんもいないしさ。あ、そうだ。次の月曜日に外食しようよ。一年生の全休日だし、その日なら真琴ちゃんも大だい丈じよう夫ぶだろ？」

「うん、マコちゃん月曜日なら一いつ緒しよに行けるよ」

「そっか良かった。じゃぁ、月曜日にみんなで出かけよう」

　笑う俺に、彩香が「あ、そっか」と何かを思い出したような声を上げた。それに俺は頷いて。

「うん、月曜日は瑠花の誕たん生じよう日びだもんな」

　と、さらに笑って瑠花を見る。

「だから月曜日は四人で食事に行って、帰りにケーキ買って帰ろう。知り合いにケーキ屋がいるから頼たのんでみるよ。それで、瑠花のバースデイパーティーをやろうよ」

　大した事は出来ないかもしれない。だけどきっと、俺達らしいパーティーは出来るはずだ。

「えーマコちゃんお寿す司し連続になっちゃうよぉ～。しょうがないなぁ、川かわ俣またさんに違ちがうの食べたいって言ってみようかなぁ。予約とか取ってないといいんだけど……」

　文句を言いながらも、真ま琴ことはピコピコとメールを打つ。不満そうな口調で言ってはいるものの、瑠る花かの誕たん生じよう日びを一いつ緒しよに祝う事に異論はないのだろう。彩あや香かに視線を向けてみても、満足そうに笑っている。

「という事で、次の月曜日は瑠花の誕生日会を開こう！　だからさ、瑠花。もっと滝たき沢ざわさんと仲良くなれるチャンスなんだから、行ってきなよ」

　別に俺達は、明後日あさつて──次の土曜日にしか食事に行けないわけじゃない。これからだって、ずっとこの家で一緒に生活していくのだから遠えん慮りよなんて必要ない。

「……うん」

　少し迷うような間を開けた後、瑠花は小さく頷うなずく。

　初めての同どう伴はんだ、きっと不安はあるだろう。でも俺は、大だい丈じよう夫ぶだ、と励はげますように笑う。もう出会った頃ころみたいに、すぐに逃にげ出す瑠花じゃない。今の瑠花なら、きっと同伴だって立派にこなせるはずだ。

　だから……ちょっとだけ寂さびしくもあるけど、俺は笑って瑠花の背を押す。

　そして月曜日は、頑がん張ばって一歩前に進んだ瑠花を、精せい一いつ杯ぱい祝ってあげよう。

「じゃぁ、真琴ちゃんと瑠花が同伴で遅おそくなるって洋よう司じ先せん輩ぱいには俺から伝えておくよ。それにしても二人共、イベントの最終日に同伴だなんて凄すごいじゃん。俺も担当として鼻が高いよ」

「えへへ」

　と真琴が嬉うれしそうに笑うから、俺もそれに合わせてまた笑う。

「さ、今日はこのくらいにして寝ねよ。当日体調不良になっちゃったりしたら、台無しだよ」

　そんな俺の言葉にみんなが頷き、今日はここで解散。それぞれが、それぞれの部屋へと引き上げていった。

　だけど俺はすぐに眠ねむる気になれず、一人リビングのソファーに座る。

「明日、良太にケーキを頼たのんでおこう」

　そんな事を一人呟つぶやき、ボーッと天てん井じようを眺ながめる。ケーキの他ほかに何か瑠花にしてあげられないだろうか。そんな事を考えるが、いまいち良い案が浮かんでこない。家を飾かざり付つけするのは、なんだかちょっとやりすぎな気もするし、男友達の誕生日にやるような悪ノリをしても、たぶんみんなに冷たい視線を向けられるだけだろう。

　……女の子の誕生日って、何すればいいんだ？

　そんな根本的すぎる疑問が浮かんで、結局〝いつも通り〟をちょっとだけ豪ごう華かにしようという結論に至る。それに、誕生日を祝うのは瑠花だけじゃないんだ。秋には彩香の誕生日。冬には真琴の誕生日もある。それに、祝ってもらえるか分からないが、年を越こせば俺の誕生日だってある。

　そう、来年も、再さ来年も俺達は瑠る花かの誕たん生じよう日びを祝うんだろうから……。たとえ瑠花が一人前になって羽ばたいていこうが、何も変わりはしない。

　だけど……やっぱ、ちょっとだけ寂さびしいな。

「何か……変だな」

　天てん井じように向け独ひとり言ごとを放ってみても、この胸の奥にあるモヤモヤとした気持ちは晴れる事はなかった。

　ふぅ、と息を吐はき出し、俺はテーブルの上に置きっぱなしになっていた雑誌をラックに放ほうり投げ、リビングの灯あかりを消す。とにかく、今は土曜日まで続くイベントの成功と、月曜日にある瑠花の誕生日の事だけを考えよう。そう結論をつけたはずなのに、やっぱり俺の胸は何な故ぜかざわめいていて、霞かすみがかかったみたいに不ふ明めい瞭りようだった。

　でも、きっとこの感情は……今だけだろう。

　瑠花が俺の手を離はなれていこうとしている事が、ちょっと寂しいだけ……だよな。
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　十三時手前の教室に、ＨＲの終わりを告げるチャイムが鳴り響ひびく。

　土曜日である今日は、これで学校は終しゆう了りようだ。クラスメイトはこれから、仕事だったり、プライベートな時間だったり、それぞれ散っていく。担任の草くさ爺じいが出席簿ぼを手に教室の外に出ると、一気にクラスは賑にぎわい出す。

　急いで荷物を鞄かばんにしまっているヤツは、すぐに仕事があるのかもしれない。友達と遊びの話をし出すヤツは、きっと今日の仕事がないのだろう。

　そして俺も、夕方に店が開くまで自由時間だ。

「なー黒くろ部べ、昼飯行かない？　俺、シフト夕方からだから」

　そう話しかけてきたのは、右隣どなりに座る二じ郎ろうだ。

「あ、いいな」

　二郎とはなかなか空あき時間が合わないから、一いつ緒しよに飯を食いに行ける日は少ない。今日は俺も予定はないし、いい機会だ。

「あ、お昼ぼくもご一緒していいですか？」

「おう、行こうぜ」

　左隣の席から飛んできた良りよう太たの声に、俺は笑って答える。そして、後ろを向き、

「おい、瑠花も──」

　瑠花も行くだろ？

　いつもの癖くせで、そう問いかけそうになって、慌あわてて言葉を止める。しかし、

「瑠る花かさんも行きますよねっ!!」

　事情を知らない良りよう太たは、さも当たり前のように瑠花へそう問いかける。

「……」

「……」

　一いつ瞬しゆん、二人して息を呑のみ、俺は慌あわてて「あ、今日は瑠花ダメだったな」と笑う。

「……うん。仕事だから」

　瑠花はこれから、滝たき沢ざわさんとの同どう伴はんだ。何だか、いつもと勝手が違ちがって落ち着かない。それに、一人前と言えるくらい成長したっていったって、心配は心配だ。やっぱり瑠花だし、何かやらかすかもしれないなんて思ってしまったりもする。

　でも、何でもかんでも「心配だ！」と言っていたのでは、瑠花の成長に繋つながらないだろう。それに俺だって、こういう事にも少しずつ慣れていかなければいけない。

「え!?　じゃぁ、奈ない斗と君も……」

「いや、俺の仕事は夕方からだから。さ、飯行こうぜ」

　言いながら俺は、鞄かばんに荷物を詰つめ始める。

「どこ行く？　やっぱ金ないからフードコート？　それともファミレス？」

　いつも通りを心がけながら、良太と二じ郎ろうに問いかけると、後ろからも鞄に荷物を詰める音が聞こえ始める。

「え……あの、ぼくはどこでも……いいんですが」

「じゃぁ、今日はファミレスに行こうぜ。あー、でも今日混んでっかな？　でも、土曜のこの時間はどこ行っても混んでるか！」

　そう俺が笑った時、後ろから席を立つ音がする。

「……奈斗」

　呼ばれ、俺は笑え顔がおのまま後ろを向く。

「あたし、行ってくる」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、また小さく胸が痛んだ。だけど、

「おう、気を付けてな。何かあったら連れん絡らくしろよ」

　そう言って俺は笑う。瑠花はもう大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんと一人で仕事だって出来る。それはやっぱり少し寂さびしいけど、きっと寂しいなんて思うのは今だけだから。そのうちに、瑠花が一人で仕事をこなすのは当たり前になって、俺達はまた新しい距きよ離り感でチームとして時に一いつ緒しよに、そして時に別々に歩いていくんだろうから。

　そして何より、それが俺の──ボーイとしての役割だと思うから。

「うん」

　瑠花も笑って、小さく頷うなずく。そして視線を良太と二郎に向け、

「佐さ久く間まも長なが島しまも、せっかく誘さそってもらったのにごめんね。また次、一緒に行こうね」

　と、笑う。

「……あ、はい」

「……うん、また誘さそうよ」

　そういえば、教室でいつも昼飯を一いつ緒しよに食べている俺達だけど、良く考えたら四人でどこかの店に出かけた事はない。なら今度、四人で飯を食べに行く計画でも立てようか……。それにもう、瑠る花かは最初のような嘘うそはつかなくたっていい。さすがに一年生のエースというわけにはいかないけど、今はもう一人前としてあの店で働く、立派なキャストなんだ。だから、

「じゃぁ、また店で！」

　そう言って俺は瑠花を送り出す。

「うん」

　頷うなずいて、それから瑠花は、ぎこちなく笑って俺に背を向ける。その笑え顔がおに俺は、ハッとなる。

「瑠花っ！」

　慌あわてて呼び止め、目一いつ杯ぱいの気持ちを込め、俺はもう一度笑った。慣れない状じよう況きように、もしかしたら瑠花も……不安を感じているのかもしれない。

「頑がん張ばれっ！」

　でも、だからこそ、俺は瑠花に笑顔を向ける。今まで何度もそうしてきたように、瑠花が笑顔でお客さんの隣となりにいられるように、勇気を持ってその隣に座れるように、俺は笑って瑠花を送り出す。それは、瑠花が一人前になったって変わらない。背中を押して欲しいと思う時は、勇気が欲しいと思う時は、いつだって笑顔で送り出す。

　俺の声を聞いて瑠花はドアの前で一度振ふり返り、そしてまた、ぎこちなく笑った。そしてすぐ、俺の視界からいなくなる。俺は今回も、ちゃんと瑠花の背中を押せただろうか？　お客さんの隣で笑う瑠花に、勇気を分けてあげられただろうか……。

「……あの」

　その時、遠えん慮りよがちな良りよう太たの声が聞こえる。

「何か、あったんですか？」

「何かって？」

「瑠花さんだけ先に仕事なんて、今までなかったじゃないですか。それに、何だか二人とも……変ですよ」

「あぁ、今日瑠花はお客さんと同どう伴はんだからな」

「同伴？」

「お店に行く前に、一いつ緒しよにご飯とか食べに行く事」

「……え」

　良太の顔が驚おどろきの表情で固まった。まぁそれも仕方ない。良太は瑠花が好きだから、お客さんと二人でご飯を食べに行くと聞いたら嫌いやだろう。

「嫌いやな気持ちも分かるけど、そんな顔するなって」

　でも、良りよう太たにだって慣れてもらわないといけない。これから瑠る花かは、今まで以上に立派に働くんだろうし、いちいち嫌な顔をしていたら瑠花だってやりづらい。

「一応言っておくと、同どう伴はんってキャストにとっては全然普ふ通つうの事なんだって。仕事の延長みたいなものだし、飯奢おごってもらえるし。あ、それにお客さんと同伴すると、瑠花にボーナスで千円つくんだ。良いもの食って、お金もらえて。瑠花にとって良い事だらけなんだぞ」

　そう、本当にいい事尽づくめなのだ。それに、瑠花が目指す『ナンバーワン』になるためには、絶対に避さけては通れない仕事なんだと思う。

「なー黒くろ部べ」

「ん？」

「それってさ……デートって事？」

「……っ」

　二じ郎ろうの言葉に、何な故ぜだか息が詰つまった。だけど、それだってほんの一いつ瞬しゆんの事だ。

「デ、デートっちゃぁ、デートかもな。でも、ま、それだって仕事みたいな感じだし、別に普ふ通つうなんだって、マジで」

「ダ……ダメですっ！」

「どうしたんだよ良太。そんな怖こわい顔して」

「奈ない斗と君は良いんですか？」

「良いも何も……」

「じゃぁ、瑠花さんはそれで良いんですかっ!?」

「瑠花だって、同伴出来たら嬉うれしいだろ？　さっきも言った通り、同伴っていうのはお店にあるシステムの一つなんだ」

　良太を宥なだめているはずなのに、言えば言う程ほど良太の表情は険しくなるばかりだ。

「ぼくの聞きたいのは、そういう話ではありませんっ!!　奈斗君、今すぐ瑠花さんを止めてあげてくださいっ！」

「いや、だからさぁ……」

　そう苦い顔をしながらも、俺の胸に痛みが広がっていくのはどうしてだろう……。

「瑠花さんを行かせてはダメですっ！　どうしてそんな事も分からないんですかっ！」

「いやいや、止めないって。良太、気持ちは分からんでもないが、あれが瑠花の仕事なんだって。少し我が慢まんしてくれよ」

「ぼ、ぼくじゃないですよっ！　あーっ！　もうっ！」

　苛いら立だちを隠かくさない良太の声が、また俺の苛立ちを高めていく。

「なー、落ち着けって良太」

　だけど俺は、極力落ち着いた声で、出来るだけいつも通りに言葉を放つ。だって良太が苛立ってしまうのは分かるのだ。好きな女の子が男と二人で出かけると知って、不快にならない男なんていない。だけど、良りよう太たがこれからも瑠る花かを好きで居続けるなら、こんな瑠花の仕事だってちゃんと尊重して欲しい。

　そして、こんな良太の想おもいが瑠花の重荷になるなら俺は瑠花の担当として、そして良太の友人として、ハッキリと言わなければいけない。それが俺のやるべき事だから。これから何年も続けていく、仕事だから。

　だけど……。

「奈ない斗と君、ぼくはそんな下らない事を言ってるんじゃないんですっ！」

「……おい」

　下らない。良太が俺の思いをそう評した瞬しゆん間かん、俺は小さく、だけど鋭するどく言葉を放っていた。

「……下らないって、何だよ」

「下らないですよっ！　えぇ、実に下らないです」

「言ったな」

「えぇ、何度でも言いますよ。下らないですっ！　今の奈斗君は、本当に薄うすっぺらすぎて、下らないとしかぼくには言えませんっ！」

「何だよっ!?」

　思わず立ち上がった時。

「待て二人とも」

　俺と良太の間に入ったのは、二じ郎ろうだ。

「まぁまぁ、お前らが喧けん嘩かしたって何にも解決しないって。とりあえず、場所移そうぜ。お前ら、めっちゃ目立ってるぞ」

　言われて初めて、周りを見る。すると、教室の後ろで言い争いを始めていた俺達を、クラスメイト達が心配そうに見つめている。

「あ、悪わりぃ。別に、なんでもねーから」

　俺が愛あい想そ笑わらいを浮かべながら片手を上げると、クラスメイト達はそれぞれの話題に戻もどっていく。だけど、やっぱりちらちらとこちらを窺うかがっていた。

「良太も、悪ぃ。俺、やっぱ今日、飯いいや」

　どうしても、良太と仲良く飯になんて出かける気にはなれなかった。

「いーや。黒くろ部べは強制参加。このままじゃ俺が消化不良で気分悪いしな」

「ちょっ」

　抗こう議ぎを試みるも、二郎に肩かたを掴つかまれ半ば引きずられるように教室から連れ出される。

「おい、長なが島しまも行くぞ」

　俺の肩を掴む二郎が振ふり向いて良太を呼ぶと、すこし経たってから足音が聞こえ、良太が隣となりに並んだ。

「…………ぼくは、間ま違ちがってないと思います」

　相変わらず良りよう太たはムスッと顔を歪ゆがめ、俺を見ずに言い放つ。だけどすぐに二じ郎ろうに窘たしなめられ、無言で俺らの後をついてくる。

　酷ひどく腹が立っていた。

　一いつ生しよう懸けん命めいやっている仕事を『下らない』と言われて、腹が立たないヤツはいないだろう。だけど、それで掴つかみかかりそうになる程ほど、怒いかりを抑おさえられない人間だっただろうか。

　俺はこんなにも、短気だったんだ。そう思うと無性に情けなかった。







　つくづく十五歳男子の食欲というものは、恐おそろしいものだと思う。

　ファミレスのボックス席。その窓際ぎわに座った俺の前には、しっかりと一食分たいらげた皿が鎮ちん座ざしていた。

　あれだけ混乱していたにもかかわらず、俺の食欲は衰おとろえるどころか、ストレスを何らかの形で昇しよう華かするようにあっと言う間に皿を空からにした。

「……はぁ」

　食べ終わった皿を見つめ、そしてテーブル越ごしに突つき刺ささる級友の視線に顔を下げる。

　教室での一件から、俺はほとんど二人と口を利きいておらず、場の空気を占しめているのは、まるで取り調べのような重たい空気。周りのテーブルからは、楽しそうに会話をしている声が聞こえてくるのに、何も話さずひたすらに飯を食らう俺達は完全に場違いだった。

　全員が食べ終わるのを待って、「さて」と二郎が会話を切り出す。

「まず互たがいに謝ろうか」

　俺と良太を交こう互ごに見ながら放たれた二郎の言葉に、俺は口を閉ざしたまま視線を逸そらす。そして、はす向かいに座る良太からも、何の声も聞こえない。

　はぁ、と二郎のため息が聞こえる。

「じゃぁ、こうしようぜ。まず、相手の何に腹が立ったのかをきちんと話せ」

　何にって、良太が俺達の仕事を、一生懸命に取り組んでいる仕事を『下らない』と言った事に腹が立ったのだ。それに今はイベントの最中だし、疲つかれだって溜たまっている。そんな状態であんな事を言われたら、俺だって腹が立つ。

　だけど、それを素す直なおに口にする気にはなれなかった。そして良太も、相変わらず口にグッと力を入れたまま、何かを耐たえるように俺を睨にらんでいるだけだった。

「はぁぁぁ、黙だまってたって何も伝わらないんだ。そもそもお前ら、黙って拳こぶしで語り合うタイプでもないだろ？」

　二郎の言う通り、俺は拳などという言語で会話した事はない。そして性格的に考えて、良太も同じだろう。そっと視線を上げてテーブルのはす向かいを盗ぬすみ見るが、良太は相変わらず考え込むように黙だまり込んでいるだけだ。どうやら彼は、自分から口を開くつもりはないらしい。

　誰だれにも知られないように、俺は細く息を吐はき出す。良りよう太たに対して腹は立った。だけど、決して彼と喧けん嘩かをしたいわけじゃなかった。

「……悪かった」

　何に対して謝っているのかは、自分自身でも分からない。だけど、この空気をどうにか打ち破りたかったのは確かだ。

「なんつーかさ、えっと……今ちょうどイベント期間中で疲つかれが溜たまってたりして、イライラしてたというか……」

　煮にえきらない言葉を吐はき出した俺は、誤ご魔ま化かすように笑う。そんな俺に、良太は一度、反論するかのように口を開き、しかし何も言わないまま口を閉じた。そして、

「……ぼくも、あんな言い方をしてしまった事は、スミマセンでした」

　一応、そう謝ってくれた。しかし、誰の目から見ても良太が腹の中に違ちがう感情を抱かかえているのは明白だった。そしてまた、互たがいを窺うかがうような沈ちん黙もくが落ちる。チラリとテーブルの上に視線を動かすと、氷の溶けかけた水の入ったコップについた水すい滴てきが、一つ滑すべり落ちた。

「……奈ない斗と君は」

　沈黙の後に放たれた言葉に、俺は良太を見る。その表情からは、言うべきか、それとも言わないべきかの苦く悩のうが感じられた。だが、先ほどよりもだいぶ落ち着いてはいた。

「瑠る花かさんが……えっと、お客さんと一緒に出で掛かける事を、どう思っているんですか？」

　やっぱり同どう伴はんの話か……。ある程度予想がついていたとはいえ、胸の奥がギュッと掴つかまれるような感覚がした。

「……半分は」

　またもやため息を漏もらしたのち、俺はゆっくりとそう口を開く。

「嬉うれしいと思っている。瑠花が成長して、一人前に近づいているっていう証しよう拠こだからな」

　担当キャストが成長を見せて、嬉しくないボーイはいない。同伴をすればその後、確実に店に来てくれて指名になるわけだし、成績にも繋つながる。

「……それで、もう半分は？」

　良太の問いかけに頷うなずき、俺は自分の感情を整理するように、ゆっくりと話し出す。

「……たぶん、俺はちょっと寂さびしいんだと思う。なんかさ、ほら手がかかる子供が独ひとり立だちした時の寂しさみたいなさ。だからさっきは、ちょっとイライラしてて、悪かったな」

　これがたぶん、今の俺の正直な気持ちだと思う。嬉しい気持ちと、寂しい気持ちが入り混じっていて、自分でもよく分からなくなってしまっていたんだろう。

「では、奈斗君は瑠花さんが、お客さんと出掛ける事に不満はないと言うんですね」

「あぁ。つーか、さっきも言ったかもだけど、ボーイがキャストの同伴に反対するとか、そういうのあんまないと思うんだよな。相手のお客さんが変な人とか、怪あやしいヤツとかだったら反対するけど、今日瑠る花かが同どう伴はんする人って、四月からずっと瑠花を指名してくれている人だし、俺も結構信しん頼らいしてるというか、そんな感じの人だし」

　言いながら、また胸が苦しくなった。

「……そう、ですか。では……瑠花さんはどう思っていると思いますか？」

「……え？」

　瑠花がどう思っているか？　そんなの……。

「嬉うれしい、んじゃねーの」

「本当に……そう思っているんですか？」

「あぁ。今までやってきた努力が報むくわれたんだ。そりゃ、嬉しいだろ」

　だって瑠花は、ずっと一人前になりたかったんだ。力が及およばない自分に、いつも苦しんでいたんだ。だけどもう、瑠花は劣れつ等とう感に苦しむ必要もない。誰だれが何と言おうと、もう瑠花は一人前のキャストだ。

「ぼくには……そうは見えませんでした。僕にはとても……辛つらそうに見えました」

　だからコイツは、さっき「瑠花を止めろ」と俺に言ったのか。

「確かに、瑠花はちょっと……戸と惑まどってたよな」

　誰だって、初めての事には躊ちゆう躇ちよする。どうなるか予想がつかず、尻しり込ごみだってする。でも、そこで逃にげていたら、どんどん怖こわくなってしまうだろう。だからこそ俺は、瑠花を笑え顔かおで送り出した。精せい一いつ杯ぱい、背中を押した。

「戸惑っていた……ですか」

「……どういう意味だよ」

　意味が分からず、ずっと黙だまっている二じ郎ろうを見るが、彼は何も言わずに肩かたを竦すくめるだけだ。

「奈ない斗と君は、さっきの瑠花さんの顔、見てないんですか？」

　語気を強めるでもなく、静かに向けてきた瞳ひとみに浮かぶのは、悲しいとも苦しいとも取れる色だった。

「ぼくは、ずっと瑠花さんを見ていたんです。瑠花さんの気持ちだって、ある程度わかっているつもりです」

　そんな事言ったら俺だって、誰だれよりも近くで瑠花を見てきた。そう思う。だけど、今ここでそう言い切れる自信が、どうしても湧わいてこない。

「だからぼくは……瑠花さんが、誰をどんな表情で見ているか……気付いてしまうんですよ。気付きたくなくったって、気付いてしまうんです」

　そこで一度、良太は視線を泳がせる。言うべきか、言わないべきか。それを迷うように。でも良太はもう一度俺を見て、そしてハッキリと言い放つ。

「きっと瑠花さんは、奈斗君に止めて欲しかったんだと思いますよ」

「そんな事……」

　……言われたって、意味が分からない。言葉の後半は声にはならず、俺の胸の中だけで響ひびいていく。それに俺は瑠る花かの担当ボーイだ。瑠花が仕事をするのを止めるなんて、出来るはずがない。

「だったら……お前が止めてやればよかったじゃん」

　それは、まるで自や棄けのような言葉だった。そして、縋すがるような言葉でもあった。もし本当に瑠花が止めて欲しいと思っていたとしても、俺には瑠花を止められない。友達で、家族だけど、俺と瑠花は仕事上でのパートナーでもある。仕事を円えん滑かつに進めるために組まされたチームメイトでもある。だから、どうしたって出来ない事がある。でも、ただの友達である良りよう太たなら、瑠花に思った事を、思った通りに言ってやる事が出来るだろう。

「……分かってないですね、奈ない斗と君は」

　しかし、そう返してきた良太の瞳ひとみに映るのは、悲しみの色。

「ぼくじゃ、ダメなんですよ」

「…………」

「ぼくは、とにかく瑠花さんに笑っていて欲しいんです。自由に感情を表して、怒おこったり泣いたりして、その後にはまた笑って欲しいんです。隣となりで笑わせる役がぼくじゃないのは、そりゃ悲しいです。でも……ぼくは、瑠花さんがあんな顔をする方がもっと悲しいです」

　良太が見せる表情が、あまりにも痛々しくて、俺は何も言えずに視線を下に向ける。

　彼が瑠花を好きだって事は、俺達はもちろん、クラス中のみんなが知っている。良太はこっちが気き遅おくれしてしまうくらい、真まっ直すぐに感情を伝えている。しかし俺の知る限り、瑠花はその感情に応こたえる素そ振ぶりさえ見せない。

　出会った時から今まで、瑠花は良太に対する接し方を変えない。瑠花が何かを考えてそうしているのか、はたまた無意識の中でそうしているのかは分からない。だけど、良くも悪くも瑠花の中で良太とは〝そういう人〟という認にん識しきになってしまっているのだろう。

　その事に良太はもう、気付いているだろう。だけどそれでもコイツは「瑠花が好きだ」と言うのだ。そんな良太の勇気は見ているこちらの心が痛くなる程ほど、真っ直ぐだ。

「だからぼくは、あの時、奈斗君に瑠花さんを止めてあげて欲しかったんです……」

「俺には……無理だよ」

　また、胸の奥がキリキリと軋きしむ。

「……奈斗君」

　静かな声で、良太が俺の名を呼んだ。しかし言葉が続く事はなく、彼はしばらく押し黙だまる。

「……いいえ、何でもないです」

　良太が呑のみ込んだ言葉は、いったい何だったんだろう。そして、瑠花が好きなのに自分には瑠花を止められないと言う良太は、どんな気持ちでいるのだろう。

「それでは、そろそろぼくは仕事に行く時間なので……」

　その言葉が真実なのか、それとも嘘うそなのかは分からない。だけど、どっちだとしても、良りよう太たから俺に話す事はもうないという事なのだろう。

「……あぁ」

　頷うなずいた俺を見て、良太は黙だまって立ち上がる。そんな良太を見て、二じ郎ろうが肩かたを竦すくめた後、「じゃぁ、俺も行くわ」と立ち上がる。

「……あぁ」

　それに俺は、またもや短い返事を返す。

「まぁさ、いろいろ大変だろうけど、お前もゆっくり考えてみろよ」

　そう言って去っていった彼は、俺に何を考えろと言うのだろう……。モヤモヤとした気持ちだけが心を占しめて、苛いら立だちの矛ほこ先さきさえ見つけられない。気分を落ち着けようと水を飲むが、氷は完全に溶けていて温ぬるい水はハッキリしない不快感を助長するだけだった。

　良太は俺に、何を伝えたかったんだろう。

　二郎は俺に、何を考えるべきだと言ったんだろう。

　そして俺は、何をしなければいけなかったんだろう。

　一人残されたボックス席で、俺はここ数日の出来事と、今しがた友人と交かわした言葉を思い出す。最近の俺は、無む駄だに苛立ち、時には空から元気を振ふり撒まいて……まるで安定していない。

　俺は、こんな行動をする人間だっただろうか。全すべての行動に、俺の知らない力が働いているみたいな違い和わ感がある。

　何だっていうんだよ……。

　それから数分後、俺はモヤモヤとした気持ちを抱かかえたまま店を出る。このままここで考えていても、何一つ分かりそうになかったのだ。

　しかし、店を出たはいいが、どこへ向かえばいいのかさえ分からない。それはまるで、不ふ明めい瞭りような心そのままのような、目的の見えない歩みだった。
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　気付けば俺は、通い慣れた店へ向かう道を歩いていた。

　ふと目線を上げれば、目新しい建物。ほんの数日前までは工事中で青いシートが掛かけられていたのに、今は白い壁かべが太陽に照らされてキラキラ光っていた。

　この家がまだ建設中だった四月の終わり。俺と瑠花は何度もこの場所に足を運んだ。そして、俺達の視線の先には、黙もく々もくと働く滝たき沢ざわさんの姿があった。

「……出来上がってたんだな」

　重たい資材を運び、高い足場に上り、仲間と共に組み立てて、滝沢さんは仕事を一つやり遂とげていたんだ。

　対して、俺は何をしていた？

　自分なりには、頑がん張ばったつもりでいる。あの頃ころよりは成長出来た気がする。だけど、何を成し遂とげた？　何を形に残した？　歩いてきた道を振ふり返って見ても、そこには何もない。ただ振り回されるように、追い立てられるように日々を重ねていただけだ。

　七月の強い太陽に照らされているのに、体の芯しんが酷ひどく寒かった。

「……やめよう」

　俺……何してんだろ。

　こんなところで滝たき沢ざわさんの作り上げたものを見て、何でこんなに塞ふさぎ込んでいるんだろう。

　それに、自分の無力さに打ちひしがれていたって……虚むなしいだけだ。

　新築の家に背を向け、俺はまた歩き出す。しかし、やはりどこへ向かえばいいのかはわからず、今度は駅の方へと足を進める。

　……久々にゲーセンでも行くか。

　何の気なしにそう思った瞬しゆん間かん、以前みんなで遊園地に行った時、瑠る花かにぬいぐるみを取ってやった事を思い出す。そして、瑠花が俺に見せてくれた笑え顔がおを思い出す。

　チクリ、とまた胸が痛んだ。まただ、また、胸が痛い。

　でも、だからといって他ほかに行くところも思いつかず、俺は行き先をゲーセンに決め足を進めていく。そういえば、この街のゲーセンにはまだ行っていなかった。ずっと忙いそがしくて、暇ひまを持て余す事がなかったんだと、今いま更さら気付く。

　それだけ濃のう密みつな時間を、俺は駆かけ抜ぬけてきたのだろう。そして、それは……これからだって続いていくのだ。小さな変化はあるだろう。それでも、これからも忙しい日々は続いていく。

　俺は今までも、これからも、ずっと【新しん宿じゆく第三高校】一年Ｍ組の一員で、【Club　Butterfly】のボーイで、瑠花と真ま琴ことと彩あや香かの担当で家族で……友達だ。

　夏の太陽に照らされて汗あせをかいた首筋に、髪かみがくっついて鬱うつ陶とうしい。しかし、歩きながら頭を振ってみても、その不快さは消えてくれなかった。

　ずっと、このままで良いと思っている。今のままが良いと思っている。だけど……。

「……まさか、な」

　チラリと顔を出した一つの気持ちに、俺は慌あわてて首を振る。そんな事、あるわけない。あってはいけないと、否定に否定を重ねていく。

　馬ば鹿かな事を考えるのはやめようと、俺は顔を上げた──その時。俺は人が溢あふれ返る昼下がりの繁はん華か街がいで、見つけてしまった。何人もの通行人が遮さえぎる向こう側にいる、見慣れた横顔を、たった一瞬で見つけてしまっていた。

　真まっ直すぐに伸のびた黒髪。華きや奢しやな手足。小さな顔。そして、彼女の横には俺ではない男。二人がいるのは、小さくも可か愛わいらしいアクセ屋。店頭のショーウインドーには、遠目からも可愛らしい小物が並んでいるのが分かる。

「……瑠る花か」
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　言い慣れた響ひびきが、まるで凶きよう器きのように感じた。無意識に立ち止まった俺を、周りの人達が不思議そうな顔で追い抜ぬいていく。しかし、そんな事を気にしてなどいられなかった。

　俺は……どうしてこんな気持ちになるんだろう。どうしてこんな、心が切り裂さかれるような気持ちになるんだろう。

　どうして俺は……並んで立つ二人に、気楽に声をかけられないのだろう。

　その時、滝たき沢ざわさんの手が、瑠花の腕うでを掴つかむ。それを見た瞬しゆん間かん、走り出して、その手を払はらって、瑠花の手を掴んで、走って、この場から逃にげ出してしまいたい。そう思った。

　だって、その手を掴むのはいつも俺の役目だった。

　初めての出勤日、逃げ出した瑠花を追ったのは俺だった。

　遊園地に行った日。苦手なお化け屋や敷しきでその手を引いていたのは俺だった。

　あの日。滝沢さんに出会ったばかりのあの日だって、瑠花の手を掴んでいたのは、俺だった。

　瑠花が泣くたび。瑠花が足を竦すくませるたび。俺がその手を引いていたんだ。

　だけど……足は一歩も動かなかった。

　そうしている間にも目の前の景色は動いていく。瑠花は躊躇ためらい首を振ふる。だけど、俺の足は動かない。何かを滝沢さんが言う。今すぐ走って行きたかった。だけど、俺の体は動かない。そして瑠花は、滝沢さんの言葉に頷うなずいて、二人の姿は店の中へと消えていく。

　そんな時になって、やっと俺の足は動くのだ。

　……何なんだよ。

　動いた足は前には進まず、一歩後ろに踏ふみ出していた。そこからはもう、何を考えているのか自分でも分からない。どうして俺は、瑠る花かが他ほかの男といるだけで、こんな傷つくんだよ。苛いら立だつんだよ。これじゃぁ、まるで……まるで。

　走って、全すべてを捨てるみたいに走って、感情を置いていくみたいに逃にげて、だけど俺の感情は俺より早く走り抜ぬけ、先回りしては俺を捕つかまえる。走っても、走っても、俺がずっと見つける事の出来なかった感情は、そしてもう、目を逸そらす事の出来ない感情は、俺を捕まえる。

　いつの間にか、辺りに広がるのは知らない景色で、それでも足を止める事は出来なかった。目についた階段を登り、まるで自分を責めるように走り抜けた。

　そして、登りきった俺の視界が、突とつ如じよ広がる。

　風が吹ふいていた。強い日光が木に降り注ぎ、濃こい影かげを刻んでいた。

「こんなとこ……あったんだな」

　目に飛び込んできた光景は、高台にある小さな公園。そして、眼下に広がるのは、俺らが住む街の光景だった。走ってきた時間と、見える景色から考えても、俺らが住む家から歩いても十分ちょっとの距きよ離りだろう。だけど、こんな場所があるだなんて今まで全然知らなかった。

　ふらふらと、俺は街を見下ろせるベンチへ向かい、倒たおれ込むように腰こしを下ろす。

「……馬ば鹿かだな、俺」

　ずっと感じていた違い和わ感の答えは、こんなにも近くにあったのだ。小さなことでイライラした理由も、同どう伴はん一つで不安になった理由も、全すべて全て、自分の胸の中にあったのだ。

　──奈ない斗と君は良いんですか？

　ついさっき良りよう太たに投げかけられた言葉の意味が、今いま更さらやっと分かる。

　──いろいろ大変だろうけど、お前もゆっくり考えてみろよ。

　二じ郎ろうが何を俺に伝えたかったか、今更やっと分かる。二人は、俺に気付かせようとしてくれていたんだろう。俺自身も理解出来なかった、本当の感情を……。

「俺……瑠花の事、好き……なんだよな」

　でも……そんな感情に気付いたって、俺にはどうする事も出来ない。だって、俺と瑠花はボーイとキャストだ。ただ、それだけの関係で居続けなくてはいけないんだ。それはルールで、規則で、あの家に、この街に居続ける限り、守らなくてはいけない決まり事だ。

「こんな気持ち……気付かなければよかった」

　呟つぶやいた言葉は、焼けるような夏の空気に広がり、そしてただ消えた。
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　夏の陽ひの長さを、こんなにも憎にくんだ経験はない。夕日にでもなってくれれば、この沈しずんだ気持ちを少しは誤ご魔ま化かせただろうに……。

　あれから数時間。俺はただ、町を見下ろせる公園のベンチで一人、途と方ほうに暮れ続けた。いろいろな事を考えた気がする。いろいろな事を思い出した気がする。だけど、結局何一つ解決などせず、俺は重い腰こしを上げる。

　陽はまだ高いが、もう店に行かなければいけない時間だ。適当な理由を作って逃にげる事はしたくなかった。だって店に行けばいつもの顔があって、当たり前のように俺を迎むかえてくれるだろう。俺は今日もいつも通りに、何事もなかったかのように仕事をしなきゃいけない。

　今日逃げてしまえば俺はもう、そんな生活を送る事は二度と出来ないような気がした。この気持ちを、隠かくし続ける事も出来ない気がした。

　重たい足を引きずって階段を降りて、適当な方角に歩くとすぐに知っている道に出た。

　相変わらず気温は高く、吸い込む空気が喉のどの奥に絡からみつくみたいだった。

　だけど、じきこの太陽も沈む。そして、幾いく分ぶん涼すずしくなった頃ころ、俺達の店にも灯あかりが点つくのだろう。そして俺は待つのだろう。瑠る花かと滝たき沢ざわさんが、笑え顔がおで店に来るのを……。

　営業を開始した店で、俺はいつも通りの仕事をして、同どう伴はんを終えた瑠花に「お疲つかれ様」と笑顔で言うのだ。そして、滝沢さんには「いらっしゃいませ」と言う。

　そう、笑顔で。いつも通り。

　俺は言えるよな？　そう、言える。絶対に、言えるんだ。いつもは瑠花と共に開けるドアの前で、言い聞かせるように心の中で呟つぶやき、足を進め、見慣れた看板の前で一度目を閉じる。

　言える。言える。

　もう一度唱え、俺はいつも通りにドアを開ける。

「おはようございます」

　その声は、いつも通りだったはずだ。だけど、何な故ぜか妙みように余よ所そ余所しく俺の耳に跳はね返ってくるのだった。







　お店の営業が開始されてから少し経たった、五時十五分。

　本来なら六時に入店すればいいはずの瑠花と滝沢さんが早々に現れた。しかし、何度も心の中で練習しただけあって、「いらっしゃいませ」と「お疲れ様」はちゃんと言えた。

　そして、真ま琴ことが同伴してきた時と同じように、瑠花を更こう衣い室に行くように促うながし、滝沢さんを席へご案内。瑠花が着き替がえを終えるまでヘルプで付くキャストのエスコートは、洋よう司じ先せん輩ぱいがすぐにしてくれたので、とりあえず今出来る仕事は終わり。

　大だい丈じよう夫ぶだ。俺はちゃんと仕事が出来る。笑顔も作れる。

　そう確かく認にん出来て、少しほっとした。でも、やっぱ何かが違ちがう気もした。しかし今日はイベント最終日で、店内はかなり賑にぎわっている。インカムからは次から次へと仕事の指示が飛んできて、考え事をしている暇ひまなどない。それが今の俺には、すごく有あり難がたかった。

　テーブルの間を駆かけ回り、声をかけられれば笑え顔がおで「はい」と答え、注文を受け、また自分の気持ちから逃にげるように歩き回る。

　大だい丈じよう夫ぶだ。俺はちゃんと仕事が出来る。笑え顔がおも作れる。

　また心の中で唱え、カウンターに食器を下げた──その時。

　女子更こう衣い室のドアが、かちゃりと開いて、そして俺はまた息を呑のんでしまう。

　俯うつむいたまま一歩足を踏ふみ出した瑠る花かの瞳ひとみが、そこから伸のびるまつ毛、すっと通った鼻筋が、驚おどろく程ほど目についた。小さな唇くちびるも、白い肌はだも、覗のぞくうなじも、纏まとめられた髪かみもとても綺き麗れいで、何な故ぜ今まで普ふ通つうに横に並んでいられたのか不思議なくらいだった。

　伏ふせられていた瑠花の目が、ふと俺を捕とらえる。それだけで心臓が高鳴る。嬉うれしかったのではない、胸が掴つかまれるように苦しかったのだ。

　瑠花が俺を見て、何かを言いたげに小さく口を開く。だけど俺は、

「さ、さぁ。せっかくの同どう伴はんだからな、しっかり頑がん張ばって延長してもらおうぜっ！」

　瑠花の言葉を聞きたくなくて、すぐに言葉を放つ。今、瑠花から同伴をしていた時の話でも聞こうものなら、この態度を続けていられなくなる。それが何よりも怖こわかった。

「……うん」

　俺の言葉を聞いて、瑠花は小さく頷うなずく。

「じゃぁ、行くかっ！」

　ニカッと笑って、俺は瑠花を滝たき沢ざわさんの席に促うながす。それに瑠花は「うん。頑張る」と返してくれた。そんな言葉が返ってくる事を望んでいたのに、また苦しくなる。

　だけど俺は、自分の仕事をやめるわけにはいかなかった。

　瑠花を滝沢さんの隣となりに送り出してからも、俺の仕事は続いていく。時々視界の端はしに映る二人の姿に気を取られながらも、俺は笑って、時にはおどけて、仕事を続けた。

　心がこれだけ悲鳴を上げているのに、顔だけは笑っている。それはなんだか、もう一人の自分を作るような、自分が二つに裂さけていくような感覚だった。

「おねがいします」

　背後から聞こえた瑠花の声に、またドキッと心臓が掴まれる。

「はいっ」

　理性を総動員して笑顔を作り、二人の前に片かた膝ひざをついた俺は、果たしてきちんと笑えているのだろうか……。

「えっと、……メニューを」

　瑠花の顔が少し心配そうにこちらを見ているのは、俺の態度がどこかおかしいのを察しているからかもしれない。

「はい、ただいまお持ちします」

　しかし俺は、何もないみたいに笑わなければいけない。すぐ立ち上がり、メニューを持って瑠る花かの座る卓たくへ、最高の笑え顔がおを浮かべながら戻もどらなければいけない。

「どうぞ、ご覧ください」

　俺の差し出したメニューを、滝たき沢ざわさんは気楽に受け取り、瑠花に向けて広げて見せた。

「で、何飲む？　デザートとか頼たのんでもいいし」

　ちなみに今日、俺がこの光景を見るのは二回目だ。今日の滝沢さんはやけに気前がいい。

「……えっと、でも」

　戸と惑まどうような表情を見せた瑠花が、どうしていいのか分からず俺を見る。まぁ、やけに気前のいい滝沢さんから、さらに何かを頂いても良いのかと迷っているのかもしれない。だけど、今瑠花が顔色を窺うかがわなければいけない相手は俺じゃない。

「せっかくそう言って頂けているのですから、お言葉に甘えるのが良いんじゃないですか？」

　瑠花が俺を頼たよってくれるのは嬉うれしい。困った時、一番に俺を見てくれるのも嬉しい。だけど、それではもう、ダメなんだろう。

　チクリと痛む心を隠かくし、俺はボーイとしての言葉を瑠花に告げ、出来るだけにこやかに見えるよう笑う。

「……うん」

「遠えん慮りよするなって、明後日あさつては誕たん生じよう日びなんだし、これは前祝いだって」

「えっと……じゃぁ、同じのを」

　言って瑠花は、今飲みかけのグラスをそっと持ち上げる。

「はい、カシスオレンジ一つですね」

　どうにかこのやり取りを終えられたと、俺が腰こしを上げようとした時。

「そういえば、来週の月曜日は一年生の全休日だったよな？」

　その問いかけは、瑠花に問いかけたとも、俺に問いかけたとも取れて、俺はテーブルから離はなれて良いのか分からず一度動きを止め滝沢さんを見る。

「ちょうど瑠花の誕生日だし、何なら飯でも行くか？」

　そして俺は、動けなくなった。普ふ通つうにしなくてはいけない。いつも通りにしなくてはいけない。ここでミスをするわけにはいかない。間ま違ちがっても俺の気持ちを悟さとられるわけにはいかない。そう分かっているのに、ちっとも思い通りにならない。

　何でもないような気楽な口調で告げるその言葉は、決して瑠花に強制しているのではない。ただ何となく誘さそっただけなんだろう。だけど、今の俺にはまるで試ためされているように思えてしまう。俺の一挙手一投足を、滝沢さんが見ているようにさえ感じてしまう。

「あのっ、えっと……」

　また、瑠花は困ったような視線を俺に向けてくる。

　でも俺は……。

「いいんじゃないですか」

　必死に笑う。心が引き裂さかれそうなくらい痛いのに、笑わなくちゃいけない。

「で、でもっ！　その日はみんなと約束しててっ！」

「ん、そうなのか？　別に先約があるなら俺はいいんだけど」

　何な故ぜか俺に向けて問いかけてくる滝たき沢ざわさんに、俺は慌あわてて首を振ふる。約束をしているのは事実だけど、ここで俺が「俺らと約束があるから、遠えん慮りよしてくれ」と言ったら、滝沢さんはどう思うだろうか……。

「あの、えっと……約束は、確かにしているんですけど……でもあくまで、身内でちょっと食事に行こうかって話してただけなんで……えっと、俺達の事は気にしないでください」

　気持ちと表情を無理やり切り離はなし、俺はどうにか笑って言葉を紡つむぐ。

「瑠る花かさん。滝沢さんがせっかく誘さそってくれているんだから、行ってきたらいいんじゃないですか？　俺達とは、またの機会にしましょう」

　お客様の前では、当たり前のように使っている瑠花への丁てい寧ねい語が、まるでそのまま俺らの距きよ離りなんじゃないかと思える程ほど、他た人にん行ぎよう儀ぎだった。

「……うん」

　小さく頷うなずいた瑠花の顔が、何だかとても悲しそうに見えた。思い出してみれば、瑠花はみんなで出で掛かけるのを楽しみにしていたじゃないか……。瑠花は何だかんだ言っても、俺ら家族と一いつ緒しよに出掛ける約束を、心待ちにしてくれていたのではないか……。

　こんな顔をさせるために言ったんじゃない。

　こんな顔をさせるために、背中を押したわけじゃない。

　……だけど、俺はこんな方法でしか、自分の気持ちを隠かくす方法を知らない。

「別に、俺はその日じゃなくてもいいから、気にするなよ」

　滝沢さんの言葉は、優やさしい。

　俺が苦し紛まぎれに放った言葉とは、響ひびきもまるで違ちがっている。

「ううん」

　小さく頭を振った瑠花は、次の瞬しゆん間かん、笑った。それは、俺の知っている瑠花の笑え顔がおとは何かが違った。でも、どう違うのかが俺には分からない。

　だけど、何故か……酷ひどく不安になる笑顔だった。

「誘ってくれて、ありがとうございます。楽しみにしています」

　瑠花にそう言わせようとしたのは俺なのに、その言葉を聞いた瞬間、また痛みが全身を駆かけ巡めぐる。

「いいのか？」

「えぇ、ちょっと急だったんでびっくりしちゃったけど、黒くろ部べ君もこう言ってくれてるし、真ま琴ことと彩あや香かも、きっと『行ってきな』って言ってくれると思うの」

　ホールでボーイがキャストを呼ぶ時は、名前に〝さん〟をつける。

　そして、キャストがボーイを呼ぶ時は、苗みよう字じに〝君〟か〝さん〟をつける。

　これは、この店の決まりだ。だから、別に何ら不思議な事じゃない。だけど、そういえば俺は、瑠る花かに「黒くろ部べ君」なんて言われた事は……今まで一度もなかったな。

　きっと今、瑠花は正式に一人前になって、俺の手を離はなれたんだろう。何の確証があるわけじゃないけど、そんな気がした。

「じゃぁ、飯でも行くか」

「うん」

　滝たき沢ざわさんに笑え顔がおを向ける瑠花を見て、俺はグッと奥歯を噛かみしめて……それから笑った。

「良かったですね。それでは、ごゆっくりどうぞ」

　言って立ち上がり、何事もなかったかのように、メニューを持って席を離れる。それだけの事をするだけで、全身が悲鳴を上げていた。今すぐ逃にげたいと、意識はホールの入り口にばかり向いて、しかし気を抜ぬけば視線は瑠花を追ってしまう。そしてまた、逃げたくなるのだ。

　だけど、逃げちゃいけない。

　ここで俺が逃げたら、独ひとり立だちした瑠花に合わせる顔がない。一人で進み出した瑠花の足を引っ張る事だけはしたくない……。

　だから、俺も……一人で歩くべきなんだ。そう、心に決める。だけど、そんな俺の決意とは裏腹に、その日俺は、どうしようもないミスを重ね続けた。







「……はぁ」

　割れたグラスを捨てるために、裏口から外に出て、俺は盛大なため息を吐はき出した。

　片付ける時に切った指の傷が、絆ばん創そう膏こうの向こう側がわでジンジンと痛んだ。だけど、その傷が心の痛みを誤ご魔ま化かしてくれるみたいで少し安心する。そして、そんな事を考えている自分に気付き、またため息を重ねるのだ。

「しっかりしろよ、俺」

　と自分自身に活を入れ、立ち上がった時。

「黒部」

　と俺を呼ぶ声が店の裏口から聞こえた。振ふり返ると、そこには呆あきれにも似た顔で俺を見ている洋よう司じ先せん輩ぱいの姿。

　驚おどろきはしたけど、やっぱりか、とも思った。

「店終わったら連れん絡らくする。うちに来い」

　あれだけミスをすれば、呼び出しの一つくらい食らうと思っていた。それに、ミスなんてしなくても、この人には全すべてバレてしまうような気がしていた。

「……はい」

「あと、これ買い出し。そろそろスーパーが閉まるから、急いで行ってこい」

　洋よう司じ先せん輩ぱいはそれだけ言うと、また店の中へ戻もどっていく。渡わたされたメモに視線を落とし、また俺はため息をつくのだ。どれもこれも、急いで今日行かなくてはいけない買い物ではない。

　気を遣つかわれた。これは彼の優やさしさだという事は分かる。だけど、今日の俺が使い物にならないと言われているのと同じだった。

　こんな事が前にもあったなと思い出し、また胸の奥が苦しくなる。

「……成長、してねーな」

　空を見上げると、ビルの間から欠けた月が覗のぞいていた。
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　洋司先輩からメールが届いたのは、十一時を少し回った頃だった。

　それを見て、俺はリビングに唯ゆい一いつ残っていた彩あや香かに先輩の所に行くと伝える。すると、理由も聞かずに「気を付けて」と言ってくれた。

　思えば彩香は、今日店から帰る時も、俺にずっと話しかけてくれた。俺はまともな返事も出来なかったのに、彩香は学校であった話だったり、今日の営業中にお客さんから聞いた面おも白しろい話などを、ずっと俺に聞かせてくれていた。

　夕食を取っている時も、彩香はやけに話題を振ふってくれた。いつもはみんなの話題にただ笑いながら頷うなずいているだけの彩香がこんなに話すのは、やっぱり俺の変化に気付いていたからなんだろう。

「彩香」

「ん？」

「ありがとう」

　理由は、言えない。詳くわしい事情も話せない。だけど、その言葉だけは言いたかった。

「……どーいたしまして」

　そう言った彩香の口調は、どこか諦あきらめにも似た響ひびきだ。だけど、とても優やさしかった。

「じゃぁ、いってきます」

「ほい、いってらっしゃい」

　ひらひらと手を振る彩香の言葉に送り出され外に出ると、夏の夜の匂においがした。

　空には相変わらず、少し欠けた月。ほんの一週間前、瑠花やみんなと見上げた月はあんなにも綺き麗れいに見えたのに、今見る月はちっとも綺麗だとは思えなかった。

　見る時の感情で、こんなにも景色は変わってしまう。

　それは俺が十五年間生きてきて、初めて知った事だった。







　洋よう司じ先せん輩ぱい達の住む家の呼よび鈴りんを鳴らすと、出てきたのは部屋着に着き替がえた美み咲さ子こさんだった。

「あ、えっと」

　口ごもった俺に、美咲子さんは「言わなくてもいい」と言うように笑って「今、ヨージ呼んでくるわね」と再び家の中に入っていく。つまり、今日は家ではなく、どこかに出で掛かけてミーティングをするという事だろうか……。

　でも、今の態度からして、美咲子さんにもやっぱり何かがおかしいと思われているのだろう。そう思うとまた心が重くなった。

　俺が今日何度目になるか分からないため息を吐はき出した時、再び玄げん関かんのドアが開き慌あわてて沈しずんだ顔を戻もどす。

「今ヨージくるから」

　顔を見せたのは洋司先輩ではなく、美咲子さんだった。

「あ、はい」

　言いながら美咲子さんは、適当な靴くつを履はいて外に出てきて、後ろ手にドアをゆっくり閉める。

「あのね、奈ない斗と君」

「……はい」

「頑がん張ばって」

　……え？

「私はね、どうしようもない事なんてないって信じているから。だから……きっと二人なら大だい丈じよう夫ぶ」

　そう言う美咲子さんは、なんだかとても寂さびしげに見えた。

「あの……それって──」

　俺が声を上げた時。家の中から階段を降りてくる音が聞こえ、美咲子さんが口元に人差し指を当てて「しー」と俺を黙だまらせた。

　玄関のドアを開けた洋司先輩は、玄関先に美咲子さんがいる事に少しだけ顔を顰しかめ、でもすぐに諦あきらめるように「鍵かぎ、ちゃんと閉めとけよ」と声を掛けた。

「そのくらい言われなくても大丈夫よ」

　何事もなかったみたいに、美咲子さんは笑う。

　だけど、俺は胸が痛んだ。今までだったら、何も感じず見過ごしていただろう。だけど、あの笑え顔がおは美咲子さんの強さだ。美咲子さんが洋司先輩の事を好きな事くらい、俺だっていい加減気付いている。そして、洋司先輩はそんな美咲子さんに、こうして時々、わざとらしい程ほどキャストとボーイとして正しい距きよ離りを取る。それでも、美咲子さんは洋司先輩にああやって笑えるんだ。

「おい、行くぞ黒くろ部べ」

「あ、はい。あの、美み咲さ子こさん」

「ん？」

「えっと……おやすみなさい」

　ここで「ありがとう」と言うのは少し変な気がして、俺は慌あわてて「おやすみなさい」に言葉を変える。だけど美咲子さんは俺の気持ちを分かってくれたのだろうか、「うん」と笑って手を振ふってくれた。

　何も事態は解決していないけど、ちょっとだけ心が軽くなって、俺は歩き出す。しかし、

「はぁ」

　角を曲がってすぐ、洋よう司じ先せん輩ぱいが吐はき出した苦いため息で現実に戻もどされる。

　……そうか。どれだけ普ふ通つうに接する事が出来るようになったって、美咲子さんの想おもいは叶かなわないんだ。

　洋司先輩はたぶん、美咲子さんの気持ちに気付いている。そして、その想いをこの人は受け止めない。だけど、担当のボーイとして優やさしくはする。面めん倒どうだって見る。一いつ緒しよにも暮らす。それは、美咲子さんにとって、中ちゆう途と半はん端ぱで生なま殺ごろしのような状態を続ける事になるのだろう。

　歩きながら煙草たばこに火を点つけた洋司先輩の横顔は、ただ苦く歪ゆがんでいるだけで、その心の奥を覗のぞき込む事は出来なかった。

　そして無言で歩く事、十数分。洋司先輩が俺を連れてきたのは、夕方に訪おとずれた街を見下ろせる小さな公園だった。

「ここ、先輩も知ってたんですね」

「あぁ、俺の凹へこみ場所」

「え？」

「キャストと同居なんてしてると、家じゃ凹めねーだろ。だから仕事とかで失敗すると、よくこの公園来てたんだ。この公園は人ひと気けないし。それに……なんか落ち着くだろ？」

　そう言って、洋司先輩はまた煙草に火を点ける。視線の先は、灯あかりの消えかけた俺達の住む街。空を見れば、東京では見る事が出来ない数の星が瞬またたき、月がハッキリと見えていた。

「こんな気持ち、気付かなければ楽だったのにな」

　柵さくに背を預け、こちらを向いた洋司先輩は、煙草の煙に顔を顰しかめながらそう呟つぶやいた。

「……え？」

「出来る事なら、勘かん違ちがいだって否定したかった。だけど、もう自分の気持ちを否定出来ない。なら、隠かくすしかない。隠しきるしか、この街にいる方法はない。だけど、お客の前で笑っている姿を見ると、どうしようもなく苦しくなる。……そんなところか？」

　紫し煙えんを吐きながら洋司先輩が言った言葉は、そのままそっくり、今の俺の感情だった。

「……あの、どうして」

「俺も通った道だから」

　それって……まさか。

「……美み咲さ子こさん、ですか？」

　驚おどろいて俺が問いかけると、先せん輩ぱいは可お笑かしそうに、そして苦しそうに笑う。

　美咲子さんが洋よう司じ先輩の事を好きなのは、さすがに気付いていた。でも、洋司先輩まで美咲子さんを好きで、つまり両りよう想おもいだって事で……。

「たぶん、店の中で気付いていなかったのは黒くろ部べだけだ」

　でも、洋司先輩は、あくまでボーイとキャストとしての距きよ離りを取ろうとしているように見えた。だから俺は、この人は美咲子さんの気持ちを知っていて、あえて距離を取っているんだろうと思っていた。

　でも、じゃぁ……

「なんで、美咲子さんを時々遠ざけるみたいな事を……」

「ワザと、だよ」

「でも、両想い……なんですよね」

「たぶんな」

「それってやっぱり」

「あぁ、規則だからな。俺と美咲子が付き合えば、それは『風紀違い反はん』つう、この業界ではタブー中のタブーみたいな事だ。どうなるかは前に話したよな」

　男性スタッフは他店へ異動。担当キャストはバラバラになって、他ほかの担当に付けられる。そして、当人同士は接せつ触しよく禁止。そうなれば現実的に考えて、交際を続けるのは不可能だろう。

「俺が美咲子の気持ちに応こたえなければ、違反はしていない事になる。たぶん、俺が美咲子に『付き合おう』って言えば、アイツは一も二もなく頷うなずいてくれる。違反とか、罰ばつ則そくとか、そんなの関係ないって頷いちまうんだろうなって思う。だから俺は、絶対に美咲子に気持ちを伝えない。そんなリスクを冒おかして欲しくない。それに、俺だってそんなリスクを今、冒すわけにはいかないんだ」

　そう言った洋司先輩の顔には、諦あきらめとそして強い意志が見えた。

「俺はさ、あの店で一番になるって決めたんだ。いや、この業界で一番になる。そして外の世界で良い会社に入る。外に出て、しっかり生きていける力をつける。そうなった時、俺は初めて美咲子に気持ちを伝えられるんだ」

　営業時間以外は妙みようにやる気なさそうに煙草たばこを吹ふかしているイメージの洋司先輩が、たまに見せていた野心の正体は、きっとこれだったのだろう。

　でも、この業界で一番になると言うのは簡単だけど、実際になるのはどれだけ大変な事だろうか。でもきっと、洋司先輩だってそれは充じゆう分ぶん、俺以上に分かっているんだろう。それでも、先せん輩ぱいは一番になって外の世界で生きていける力を手に入れると言うのだ。しかも、その目標を達成出来たとしても、それはあと三年半後だ。美み咲さ子こさんが心変わりしてしまう可能性だってあるだろう。

「怖こわく……ないんですか？」

　問いかけた俺の言葉に、先輩が見せたのは乾かわいた笑えみ。

「そん時はさ、もう諦あきらめるよ」

　迷う事なくその言葉は紡つむがれた。きっともう、何度も自分自身で繰くり返した問いかけだったのだろう。

「それにさ、今だって充じゆう分ぶん楽しいよ」

　まるで、言い訳だ。そう分かったって、俺は先輩の言葉を否定なんて出来ない。俺だって言い訳を繰くり返してばかりだ。

　しばらく俺達の間には沈ちん黙もくだけが落ちる。

　蝉せみの音が遠くから聞こえ、続いてまたライターで火を点つける音が聞こえた。

「……だけどさ」

　一度大きく煙けむりを吸って、強く吐はき出した後、先輩は小さな声で俺に言う。

「道はこれだけじゃない。俺は、この道を選んだけど、選せん択たく肢しなんていくらでもあるんだ」

　確かに、その通りなんだろう。道はこれだけじゃない。ルールを犯おかし、思いを伝えたっていい。だって、隠かくし通している以上、それは誰だれにもバレる事はない。

　もっと極きよく端たんに言ってしまえば、この街を出るという選択肢だってある。

　だけど……。

「俺は……怖いんですよ」

「そりゃ、そうだろうな。俺だって正直に言っちまえば、怖いからこんな方法しか取れないんだ。今の楽しい時間や、未来に残されている可能性を潰つぶすのが怖いんだ」

「そうですよね。でも、それだけじゃ……ないんです」

　意を決して言った俺を、先輩は「ん？」と見る。

「先輩は、瑠る花かの家の事を知っていますか？」

「いや。ここは【自立都市】だからな。そんな情報は一いつ切さい俺達に下りてこない」

「あいつ、許婚いいなずけがいるんです」

　訪おとずれたのは、再びの沈黙。

「……はぁ？」

　そして、間の抜ぬけた声だった。

「いや、えっと……許婚ってアレか？　親が決めた結婚相手ってヤツか？」

　まぁそう聞きたくなる気持ちも分かる。俺だって最初に聞いた時は驚おどろいた。今時、許婚だなんて時代錯さく誤ごもいいところだ。

「そうです。今時、ほんとおかしいですよね。でも、瑠る花かの家の事を知ったら納なつ得とくしました」

「……え？」

「瑠花の苗みよう字じ、宮みやケが瀬せですよね」

「あぁ」

「その名前とここまでの話で、何となく分かりませんか？」

「え？　……おい、待て。まさか」

　首をひねり、不思議そうな顔をした後、答えにたどり着いたのか洋よう司じ先せん輩ぱいは目を丸める。

「そうです。宮ケ瀬コーポレーションの会長は、瑠花の祖父です」

「……嘘うそ、だろ？　じゃぁ、何でこんな所にいるんだ？」

「その許婚いいなずけと結婚したくなかったからだって、瑠花は言っています」

「……マジ、かよ」

　口元を手で覆おおい、地面を凝ぎよう視しする彼の頭には、今いろいろな事が駆かけ巡めぐっているのだろう。知らなかったとはいえ、宮ケ瀬コーポレーションのご令れい嬢じように指示を出し、時には叱しかりつけていたのだから、肝きもだって冷える。

「瑠花は自分が『宮ケ瀬の家』の者だって事を良く思っていません。だから、これからも今まで通り接してあげてください。あと、この事は他の人には言わないでくれると助かります」

「……あぁ、それは了りよう解かいだけど」

　言いながらも、動どう揺ようを隠かくしきれず、先輩は視線を彷徨さまよわせている。

「でも、そんな瑠花に僕なんて相応ふさわしいんだろうかって、考えちゃうんですよね。今のままなら瑠花は、華はなやかな上流階級へと戻もどれるんです。食べる心配や、将来の不安なんて感じない生活が出来るんです。でも、俺にはそこまでの生活はきっと、瑠花に与あたえる事が出来ないと思うんです。実家だって、決して裕ゆう福ふくじゃないですし……」

　仕事とか育った家とか、そんなの関係ないのかもしれない。だけどどうしても「関係ない」と言いきれないのだ。俺はうじうじと悩なやみ、行き場のない感情を心の中で燻くすぶらせる。

　こんな頼たよりない俺に想おもいを告げられたって、瑠花は迷めい惑わくなんじゃないか。

　こんな俺の事なんて、選んでくれないんじゃないか。

　それに、俺みたいな人間じゃなくて、瑠花にはもっとしっかりとした、瑠花を引っ張っていけるような人の方が良いんじゃないかとも思ってしまう。

　あいつは、すぐ迷うから。

　あいつは、いつも立ち止まってしまうから。

　あいつは、これからもきっと泣くから。

　だから、俺みたいに頼たよりない奴やつじゃなくて、そう、たとえば滝たき沢ざわさんみたいにしっかりと自分の意見を言えるような人の方が良いんじゃないか……。

　そこまで考えて、余計気分が沈しずんでくる。

「……まあさ」

　しばしの沈ちん黙もくの後、洋よう司じ先せん輩ぱいは迷いながらも口を開く。

「今はそれでいいんじゃねーの。俺だってさ、覚かく悟ご決めるまで、結構長い時間うだうだしてたんだ」

「先輩も、ですか？」

「あぁ、そうだよ。それにさ、案外そんな事、ちっとも関係ないのかもしれないぞ」

　細く煙けむりを吐はき出しながら言う彼は、どこか大人びていた。

　でも、その横顔は何かまだ、本当はもっと沢たく山さんの事を伝えたいみたいに思えた。

「そう……ですね」

　俺達の生活はまだ……始まったばかり、のはずなんだ。

　それから俺と先輩は、ただ気を紛まぎらわすかのような会話を重ねて、夜は深ふけていった。
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　深夜二十四時三十分。もちろん、こんな時間にリビングの灯あかりが点ついているわけはない。瑠る花かが待っているのをほんの少し期待してしまったが、そんな事あるはずもなかったのだ。

　パチリと灯りを点けてみるが、そこに広がるのは見慣れたリビングの景色だけだ。そこに誰だれもいないのが、この上なく寂さびしい。でも、だからといって、誰かと顔を合わせてもいつも通りの対応なんてする自信もないんだけど……。

「……はぁ」

　このリビングで、何度こうやってため息をついただろうか。

　何度、このリビングでみんなとご飯を食べただろうか。

　みんなと、どれだけの事を話しただろうか。

　笑って、困って、喧けん嘩かして、泣いて、慰なぐさめて。

　俺はどれだけ、瑠花と一いつ緒しよにいただろうか。

　一いつ生しよう懸けん命めいだった。だけど、今思えばとても気楽だったと思う。問題はいつも、俺達の関係の外にあった。外から降り注ぐ困難に、俺と瑠花は、そして真ま琴ことと彩あや香かは一緒に立ち向かっていけた。同じ方向を見ていると思えた。

　だけど、今……。俺は瑠花がどこを見ているのかが分からない。いや、きっと瑠花は変わっていない。今までと同じように前を見て、仕事を頑がん張ばっているだけなのだろう。

　だから、変わったのは……俺だ。

「はぁ」

　またため息をついて、そのままリビングを通り過ぎ、自室に入っていく。そして、ゆっくりと引き出しの一番上の段を開けてみる。灯りを点けていない部屋には、リビングから斜ななめに灯りが差し込んで、俺の手元を照らしていた。

　そこにあるのは、手のひらに載のるくらいの包み。そっと手に取ってみても、中身なんて入ってないんじゃないかってくらい軽い。だけど、決してこの袋ふくろの中は空なんかじゃない。小さな蝶ちよう々ちようの飾かざりが付いたヘアピンが一つ、この袋の中には入っている。少しくすんだ金色のヘアピンに、羽の一つ一つが違ちがう色の硝子ガラスで出来た、綺き麗れいなヘアピンだ。

　袋を開けずとも、俺はしっかりとその形状を思い出せる。そしてこれを見つけた時、瑠る花かが見せたキラキラと輝かがやく瞳ひとみだって、俺はすぐに思い出せる。これしか目に入ってないんじゃないかってくらいその瞳は真まっ直すぐにこのヘアピンに注がれていたんだ。

　だから、これ以上のプレゼントはないと思った。

　絶対に喜んでもらえると思った。

　だけど今、もうそう思えるだけの自信もない。

　夕方、瑠花と滝たき沢ざわさんが入っていった店は、俺なんかじゃ到とう底てい手が出せない店だった。こんな硝子細工の髪かみ飾りなんて霞かすんでしまうものが、沢たく山さんあったに違いない。

　瑠花は何を買ってもらったんだろうか？　そして、そのプレゼントを、どんな顔をして滝沢さんと選んだのだろうか……。

　目の前に広げられたキラキラと光るアクセサリーに、目を輝かせていただろうか。それとも、プレゼントを買ってもらうなんてシチュエーションに、ちょっと照れていただろうか。店員さんには、二人がどのように見えただろうか。

　きっと……恋人のように見えたに違いない。

　そう思うと、もう居ても立ってもいられなかった。

　こんなプレゼント……何で大切に持ってるんだろう。もういっそ、棄すててしまった方が良いんじゃないか。そんな事を考えた時……背後で物音がした。

「……え？」

　慌あわてて振り返ると、そこには見慣れた姿。

「奈ない斗と、おかえり」

　その声は、とても優やさしい。そして温かい。

「…………彩あや香か」

　リビングからこちらを見ている彩香は、少し困った顔で。でも、優しく微ほほ笑えみ俺を見ている。

「あ、えっと……どうした？」

　そんな彩香に、俺は何と答えていいのか分からず、曖あい昧まいな笑みを浮かべる。だけど、それと同時に後ろ手で隠すように包みを机の上に置き、そのままリビングへ出ていく。そして、まるで包みを部屋ごと隠すように、急いでドアを閉めた。

「瑠花、滝沢さんから食事に誘さそわれたらしいね」

　ぐさり、と何かが刺ささる音がした。

　同時に、ごっそりどこかが抜ぬけ落ちる感覚がした。

　だけど、心が張り詰つめ、飛び散りそうになるくらい痛みで満たされる。

「……うん」

　俺は必死に頷うなずいて、表情を隠かくすためにキッチンへ向かう。

「そっか」

　その口調はとても穏おだやかで、何を思っているのかが分からない。

　寝ね間ま着き姿の彼女は、ソファーの背もたれに腰こしを掛かけ、キッチンにいる俺へ真まっ直すぐな視線を向けてくる。彩あや香かはきっと、いろんな事に気付いている。だけど、その〝いろんな事〟から目をそむけたくて、俺は「何か飲む？」なんていつも通りな言葉を吐はく。

「麦茶でいいよ」

　そして返ってきたのは、一番時間のかからない飲み物のオーダーだ。こんなところまで見透すかされていて、もうどうしようもない。

「みんなで約束してたのに、勝手に滝たき沢ざわさんを優先しなよって言っちゃった、ごめんな」

　話題からは逃にげられないと思いつつも、少しだけでも論点をずらそうとしてみる。しかし、そんな小手先の努力などで、彩香は折れてくれない。

「いいや、私は大だい丈じよう夫ぶ。でも……奈ない斗とは良かったのか？」

　諦あきらめてキッチンから出た俺に飛んできたのは、そんな何と答えれば良いのか迷う言葉。

　良いはずなんかない。だけど、やっぱりこれで良かったんだと思っている自分もいる。

「何がだよ」

　馬ば鹿かみたいにすっとぼけて笑いながら彩香に麦茶を手渡わたす。しかしそんな事で誤ご魔ま化かされる彩香ではない。私にまで隠すのかい？　そう責めるように、彩香は俺を真っ直ぐに見つめてくる。だけど、それでも……俺は口を開く事を躊躇ためらうのだ。

「瑠花をさ、好きなんだろ？」

「……え」

　あまりにも真っ直ぐな質問に、俺は言葉を失う事しか出来ない。だけど、感情だけは次々に溢あふれていった。瑠花を好きだと思う気持ち。だけど、怖こわいと思う気持ち。俺なんてと自分を蔑さげすむ気持ち。いくつもの感情が渦うずとなって、俺の心をぐしゃぐしゃに壊こわしていく。

「好きなら好きだと言葉にしなくちゃ、相手には伝わらない」

「……そんなの知ってるよ」

　だけど、それで良いんだ。俺が気持ちを抑おさえているだけで、今までと同じ毎日が送れるなら、それが一番良いんだ。

「俺は何も言わない。これからも言うつもりはない」

　伝えない方が、伝わらない方が、良い。

　言い切った俺を、彩香はしばらくただ、黙だまって見ていた。その視線は、またじわじわと俺が心に作った堰せきを侵しん食しよくしていく。

　これが俺の本心じゃない事くらい、やっぱり彩あや香かは気付いているのだろう。

　だけど、それでも……俺は……。

「……はぁ」

　思わずため息が漏もれていた。

　それはきっと、俺の心の堰が決けつ壊かいした音なんだろう。

　心の中に入りきらない感情が、零こぼれ出してしまった音なんだろう。

「…………だってさ、無理だろ」

「無理？」

「たとえば、俺が瑠る花かに告白して。瑠花がそれを受けてくれたとする。でも、それを隠かくし通せると思うか？」

　瑠花は、いい意味でも悪い意味でも感情がすぐに顔に出る。俺だって、決して嘘うそが得意な方じゃない。そんな俺らが、これから何年も秘密を守っていけるだろうか？　正直言えば、そんな自信はちっともないのだ。

　そして、都市を出た後、俺らに待っているのは立場の違ちがいだ。瑠花と俺が、今までずっと横に並んでいられたのは、ここが【自立都市】だからだ。生まれや育ちなんて関係なく、同じスタートラインに立てるこの街にいるからだ。だけど、この生活はじきに終わる。

　俺達は大人になって、社会に出ていかなくちゃいけない。そして、外に出れば瑠花は宮みやケが瀬せ家のご令れい嬢じようで、俺はそこら辺に掃はいて捨てる程ほどいるただの若者だ。

　俺なんかが瑠花に、釣つり合うハズもない。

「じゃぁさ」

　ぽつり、と彩香が呟つぶやく。

「私と、付き合う？」

「……え？」

「私と奈ない斗となら、案外上う手まくいきそうだと思うんだけどね。それに、私なら隠し通せる自信あるよ」

　彩香は、いきなり何を言っているのだろうか？

　頭がショートして、何も考えられなくなった。だけど一方で思うのだ。彩香といると落ち着くし、自然でいられる。自分が必死に頑がん張ばらなくても、彩香は俺といつも同じ距きよ離り感でいてくれる。俺が困っていると、何も言わずに分かってくれて、安心出来る。

　それにきっと、彩香とだったらこの嘘を隠し通していけるだろう。

　将来の不安とか、街を出た後に訪おとずれる立場の違いなんか、考えなくてもいいだろう。

　だったら……彩香と一いつ緒しよにいる方が……。

　そこまで考えて、俺はもっと自分が嫌きらいになった。今、俺は何を考えてたんだろう。うじうじと悩なやむだけじゃなくて、自分に有利な条件だけを見て、不安がないというだけの理由で彩あや香かと付き合おうとしてたんじゃないだろうか？

　そんなの、彩香に対しても、瑠る花かに対しても失礼だ。

　最低だ、俺。

「なんて言われたらさ」

　こめかみを押さえながら、テーブルを睨にらみ付けた時、そんな声が聞こえた。頭痛を覚えながら再び彩香に顔を向けると、彩香は俺を見ながら小さく笑っていた。

「ちょっと心、揺ゆらがない？」

「……え？」

　その顔は、やっぱり落ち着いていて、だけど俺に呆あきれているみたいで、それでいて、少し寂さびしげにも見えた。

「女の子の失恋直後って、うってつけの狙ねらい目めなんだ。そんなチャンス、相手に与あたえていいのかい？」

　突とつ然ぜん変わった話に、俺は全くついていく事が出来ない。

「ごめん……えっと、意味が……」

「だから」

　言いながら彩香は立ち止まって、俺の前に立つ。

「つまり、瑠花は今、失恋状態って事」

「え？　……は？　だって、えっと……デートに誘さそわれたんだろ？」

　混乱したまま言った俺に、彩香は困ったように笑う。

「だからさ。私は、止めて欲しいんだと思うけどね」

　そう言って、彩香はそっと俺に手を伸のばす。そして……くしゃくしゃと、俺の髪かみをかき混ぜる。その手は少し乱暴で、だけど優やさしい。

「だから、頑がん張ばんな」

「……え」
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　戸と惑まどう俺に空からになったグラスを渡わたし、彩香はもう言う事はないとリビングを出ていってしまう。階段を上がる音が消えると、すぐにまた静せい寂じやくが満ちる。

　頭を撫なでられるなんて、何年ぶりだろう。

　──だから、頑張んな。

　背中を押されたのだという事は分かった。応おう援えんしてくれているのも分かった。

　だけど……俺はやっぱり思うのだ。今を変えたくない、と。

　瑠花がいて、彩香がいて、真ま琴ことがいて、俺がいて。当たり前のようにリビングに集まって。バラバラのようで纏まとまっていて、問題ばかりが起こるけど賑にぎやかな今を、俺は失いたくはないのだ。だから……何も出来ない。瑠花に「行かないで」なんて、とても言えない。

　俺は、瑠る花かに気持ちを伝える事なんて出来ない。そもそもそんな事、していいはずなんてないんだ。だって、俺と瑠花は友達で、家族で、何よりもボーイとキャスト。

　それだけの関係なんだ。

　自分自身に言い聞かせる言葉は、とても虚むなしく、薄うすっぺらかった。
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　瑠花は今日、とても可か愛わいかった。

　夏らしいパステルブルーのワンピース。ウエストには赤いベルト。大きなリボンのついた麦わら帽ぼう子しから伸のびる黒くろ髪かみはキラキラしていて、小さなバッグを持つ腕うでは細くて、強い力で握にぎれば折れてしまいそうだった。その手を握って、引き寄せて、抱だきしめ、そして離はなさないでいいなら、どんなに幸せだろうか……。

　だけど、それは出来ない。

「いってくるね」

　自室から降りてきた瑠花が、リビングにいた真ま琴ことと彩あや香か、そしてキッチンにいた俺の誰だれにでもなく声をかける。

　緊きん張ちようのためか、その声には少し元気がない。

「おう、気を付けてな」

　俺は誰だれよりも早く、その言葉を瑠る花かに贈おくる。

「……うん」

「今日は一日家にいるから、マジで何かあったら電話するんだぞ」

　ずっとずっと、頭の中で繰くり返し練習していた言葉を、俺は笑いながら瑠花に言う。

　そう、大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと言えた。

「……うん」

　瑠花が小さく頷うなずいて、携けい帯たい端たん末まつを握にぎりしめる。

　止める事が出来ないなら、せめて緊きん張ちようしている瑠花を元気づけてやりたい。いつもみたいに、背中を押してあげたかった。「お前なら、出来るよな」と笑って、その俯うつむいた顔を前に向かせてあげたかった。

「瑠花」

　そう呼びかけたのは、ソファーに座っている彩香だ。

「…………早く帰ってきたくなったら、帰ってきなよ。別にそれで奈ない斗とは怒おこったりしない。そうだろ？　奈斗」

　問いかけられ、俺は「あぁ」と頷く。

　本当は、行って欲しくもないんだ。もちろん、早く帰ってきたからって怒るはずはない。もし、それで滝たき沢ざわさんとの関係がおかしくなったって、俺は心のどこかで喜んでしまうかもしれない。

　だけど、そんな事を素す直なおには言えない。

「もちろん、何か嫌いやな事があったら帰ってきて良いからな。そんな事で俺だって、それにきっと洋よう司じ先せん輩ぱいだって怒らないって。でも、もちろん、滝沢さんに失礼がないように気を付けるんだぞ」

　俺が言えるのは、精々こんなボーイとしてのアドバイスだけだ。

「わ、分かってるわよっ！」

　そんな俺の言葉を受けて、瑠花はムッと顔を顰しかめ、そのまま「じゃぁ、行ってくるっ」と俺に背を向けてしまう。

「あぁ、気を付けて」

　その背に、俺は言葉を投げる。

　これでいい。これで良かったんだ。俺は今までもこれからも、瑠花を応おう援えんする。その途と中ちゆうで、瑠花にどんな事があろうが、俺はずっと変わらずに瑠花を応援していく。それでいいんだ。

　そう俺が、自分自身に言い聞かせ、皿洗いを再開した時──。

「[image: ]ぁっ、もうっ!!」

　今までずっと黙だまっていた真ま琴ことがリビングチェアから立ち上がる。

「見てるこっちがイライラするっ!!」

「……え？」

　そのままの勢いで玄げん関かんへと瑠る花かを追いかけた真ま琴ことを見て、俺は意味が分からない。助けを求めるように彩あや香かを見ると、どこか困ったように、でもちょっと嬉うれしそうに笑っている。

「止めて欲しいなら、最初から行くなんて言うな！　ナイト君は立場的に止める事が出来ないって分かんないくらい馬ば鹿かなのっ!?」

　玄げん関かんから聞こえてくる真琴の言葉に、俺は息を詰つまらせる。

「…………」

「言ってないけど、思ってるっ！」

「…………」

「違ちがわないでしょっ！　傍はたから見てるとバレバレなのよっ！」

　玄関から瑠花と真琴の声が聞こえてくる。その意味が分からず、俺は馬鹿みたいにキッチンで立ち尽つくしている。

　瑠花の声は小さいからか、この場所からはほとんど聞き取れなかった。だけど、二人の投げつけ合うように交かわされる会話は、どんな会話よりも俺を揺ゆさぶった。

「…………うっ」

「違わないっ！」

「違うっ!!」

「違わないでしょっ!!　違うならなんで泣くの！」

　意味が……分からなかった。

　だけど、瑠花が今、泣いている事は分かった。

　何であいつが、泣くんだよ。

　意味、分かんねーよ。

「分かんないよ、あたしだってっ！」

　瑠花の叫さけぶような声が、反はん響きようして俺の耳を突つき刺さしてくる。

「だってっ！　……だって、あたしはこうなるように頑がん張ばってきたんだもん。奈ない斗とと一いつ緒しよに頑張ってきたんだもんっ!!　なのに……どうして喜べないの？　どうしてあたし……笑えないの？　意味……分かんないよ」

　声を聞いているだけなのに、ボロボロと泣く瑠花の顔が思い浮かんで、でも俺の足は一歩も動かない。

　分からない。

　分からない。

　意味が、分からない、

　だけど……もし、そうだとすれば……。

　──きっと瑠る花かさんは、奈ない斗と君に止めて欲しかったんだと思いますよ。

　良りよう太たに言われたあの言葉。

　──どうしようもない事なんてないって信じているから。だから……きっと二人なら大だい丈じよう夫ぶ。

　美み咲さ子こさんに言われたあの『二人』という意味が、もし俺と瑠花を指しているんだとしたら。

　──案外そんな事、ちっとも関係ないのかもしれないぞ。

　洋よう司じ先せん輩ぱいが、瑠花の動どう揺ようを感じていたとすれば、あの言葉だって意味が変わる。

　──つまり、瑠花は今、失恋状態って事。

　彩あや香かの言葉だって……。

　今真ま琴ことが放った言葉の意味だって、そして今瑠花が泣いている意味だって……。

　瑠花が俺の事を好きだと思ってくれているならば……全部全部、つじつまが合ってしまう。

　だとしたら俺は……なんて事をしてしまったんだろう。

　同伴の時も、今日の約束を瑠花が滝たき沢ざわさんとした時だって、俺は瑠花に「行け」と言った。戸と惑まどう瑠花に「滝沢さんと一いつ緒しよに出で掛かけろ」と言った。

　ヒントはこんなにも沢たく山さん提示されていたのに、俺は気付く事さえ出来ず、瑠花を傷つけていたのかもしれない。

　確かに俺と瑠花は、ずっと滝沢さんに気に入ってもらえるように頑がん張ばってきた。滝沢さんだけじゃない。他ほかのお客さんにだって、瑠花は一いつ生しよう懸けん命めいに接してきた。俺もそんな瑠花を精せい一いつ杯ぱい応おう援えんしてきた。

　だけど……その先に何があるかなんて、俺は考えてもいなかった。

　でも今、瑠花は待ち合わせ時間の直前に、玄げん関かん先で泣いている。もうそれは現実で、時間を巻き戻もどす事なんて出来るはずもない。

　俺が言い訳ばかり並べ悲観しているうちに、時間はこうして進んでしまったんだ。

　玄関から聞こえる瑠花の声は、いつの間にかすすり泣きに変わっている。もっと前から、きちんと自分の気持ちに向き合っていれば、こんな事態にはならなかったのに……。

　平和が良い。今までと同じが良いなんて、耳あたりが良い言葉だけを選んで、真まっ直すぐに向き合わなかったツケが、もうどうしようもないところに来てから回ってきてしまった。

　俺はいつもこうだ。動かず、何もせず、やり過ごそうとしていた。でも、それだけじゃどうしようもない事だってあると、今知った。だから、もう……やめる。

　目を閉じて、息を吸い込む。

　そして、息を吐はき出し、覚かく悟ごを決める。

　キッチンから出て玄関に向かう途と中ちゆう、彩香がそっと肩かたに手を置いて、それから背中を押してくれた。それに俺が笑うと、背後からまた小さく、彩香が笑う気配を感じた。

　そして、俺は短い廊ろう下かを進み、小さな声で告げた。

「……ごめん」

　ちゃんと向き合わなくて、ごめん。

　瑠る花かからのサイン、ずっと見ないフリしてて、ごめん。

　玄げん関かんにしゃがみ込み、顔を手で覆おおっている瑠花の頭に、俺はそっと手を置く。すると瑠花は、小さく頭を振ふる。

「俺、滝たき沢ざわさんに謝りに行ってくるな」

　幼い子供に言い聞かせるように、瑠花に告げる。すると、瑠花は恐おそる恐る俺を見上げた。その瞳ひとみは、なんかもう可か哀わい想そうなくらい真っ赤になってしまっていて、また俺の心が軋きしむ。

「……でも」

　瑠花は、どうにか喉のどの奥から言葉を紡つむぎ出すが、その後は言わなくていい。

「どっちにしたって、そんな顔じゃ行けないだろ」

「……」

「いや……違ちがうか」

「…………？」

「行かないで、くれないか？」

　今いま更さら遅おそいと分かっている。だけど、ずっと言いたかった言葉を、俺はやっと瑠花に言う事が出来た。

　その瞬しゆん間かん、瑠花の瞳からはまたボロボロと涙なみだが落ちて、顔を膝ひざに埋うずめて、だけど小さく「うん」と頷うなずいてくれた。

　視線を上げると、小さく笑う彩あや香かと、口を尖とがらせた真ま琴ことの姿。

「瑠花の事、頼たのんでいい？」

「もちろん。ちなみに、待ち合わせ場所は十字路ん所にある公園だって」

「ったくもぉ。ほっんと、世話がやけるんだからっ！」

「……ごめん。あと、ありがとう」

　そんな二人に俺はまた謝って、そしてゆっくりと瑠花の頭から手を離はなすのだった。

　でも、もう……自分の気持ちを見ないフリして手放すなんてしたくない。

　外に出ると、むせ返るような空気が俺を包む。

　遠くの空を見ると、大きな入道雲が浮かんでいた。
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　瑠花と滝沢さんが待ち合わせ場所にしていたのは、入店初日に瑠花が逃にげ出した──そして、雨の日に俺が滝沢さんを見つけた時に話したのと同じ公園だった。

　あの頃ころは、まだ肌はだ寒さむさが残っていたのに、今は肌が焼ける程ほど強い日差しが降り注いでいる。

　濃こい影かげを刻みながら、俺はそんな思い出が残る公園に足を踏ふみ入れる。

　恐おそる恐る辺りを見渡わたすと、滝たき沢ざわさんは屋根のあるベンチに腰こし掛かけていた。そして、すぐ俺に気付いて、小さく苦笑を浮かべた。

「あ、あのっ！」

　小走りで駆かけ寄った俺に、滝沢さんは「そう急ぐな」と手のひらを見せる。

「分かったよ。あーやっぱそうなったかって感じだ」

「……え、あの」

「何となく、瑠る花かは来ないんじゃないかって思ってた」

「……すみません」

「謝るなよ、余計ダサい」

　そう言われても、俺には謝る言葉以外思いつかない。

　俺と瑠花は、こうして滝沢さんが瑠花を気に入ってくれる事を願っていたんだ。いや、『瑠花を好きになってください』と言っていたようなものだ。

　だけど、いざそうなったら、俺は瑠花を自分の背後に隠かくした。

　渡すように見せて、渡さない。それが俺らの仕事と言い切れれば楽なのかもしれない。だけど、それにしても俺達のやった事はプロとは言い難がたい。

　私情でうじうじと悩なやんで、線引きもせず、ただ流されるままにここまで来てしまった。

　これでは、詐さ欺ぎと同じだ。

「ま、元はと言えば、俺がお前らに八つ当たりしたのが始まりだ」

「…………」

　苦笑交じりに呟つぶやいた滝沢さんの言葉に、当時の事が鮮せん明めいに思い浮かぶ。

　今より、もっと、もっと何も分からなかった春の日。俺と瑠花は滝沢さんに会った。

　大おお倉くらさんに連れられて、滝沢さんが初めて【Club　Butterfly】に来た日。瑠花はとても嬉うれしそうに笑っていた。

　その次の日。フードコートで会った滝沢さんに瑠花は泣かされて、俺は何も出来ずにその手を取って逃にげ出した。あの日、滝沢さんが俺らに放った言葉は、確かに八つ当たりだったかもしれない。だけど、瑠花は立ち向かった。あの出来事があったから、瑠花は前に進めた。

　今考えると、何て事をしたんだと思わなくもない。だけど、あの時の俺らには泥どろ臭くさくて、しかも常識はずれな方法しか思いつかなかった。仕事だからと割りきる事も出来なかった。

　そして四月最終日。瑠花は滝沢さんから初指名をもらった。

　その次の月も、その次の月も、滝沢さんは瑠花を見ていてくれていた。

　瑠花の成長は、彼なしでは語れない。そして、あの八つ当たりから瑠花と滝沢さんと、そして俺の関係は始まったんだ。

　……だけど、きっとこれで終わりだ。

　ここまで彼のプライドを傷つけてしまったら、きっともう店には来てくれないだろう。もし街で見かけても、きっと他人のようにすれ違ちがうだけだ。

「それに、瑠る花かがお前の事を好きだって事、何となく分かってたし。だから、ある程度覚かく悟ごはしてた」

「……え」

「お前がもたもたしているうちに先に行ってやろうと思ってたけど、上う手まくいかないな」

　そう言うと、滝たき沢ざわさんはまた笑って、立ち上がる。

「瑠花に早く風か邪ぜ治せって言っとけ」

「……え、はい？」

　いきなり出た言葉の意味が分からず、俺は間ま抜ぬけな声を上げて滝沢さんを見る。すると、彼は「そんくらい分かれ」と言いたげな目で俺を見て、

「お前は風邪で瑠花が来られなくなった事を俺に伝えに来たって事にしろ。じゃなきゃ、ダサすぎるだろ？」

「あの……それって」

「そんくらい気き遣づかってくれねーと、俺はもう店に行けなくなるだろ？」

「来て……くれるんですか？」

「何喜んでんだよ。俺はお前にとっては嬉うれしくない存在だぞ」

「え？」

「いーか、俺はアイツにとって、いつでも安心して話が出来る兄貴みたいな存在になる。そして、お前がしくじった時にかっさらってやるからな」

「……あ、えっと」

　確かに、滝沢さんにそのポジションにいられたら、俺としては怖こわくて仕方ない。

「肝きもに、銘めいじておきます。あと……ありがとうございます」

　彼がライバルなんて、ちっとも嬉うれしくない。そう思うはずなのに、何な故ぜか俺は嬉しいのだ。滝沢さんがこれからも【Club　Butterfly】に足を運んでくれる事が、成績のためや仕事としてとか、そういう事じゃなく嬉しい。

　本来なら、彼はもっと怒おこっていいはずだ。だけど、彼はまた瑠花に会いに来てくれるというのだ。それが、彼の思おも惑わくで、作戦だとしても、嬉しい。

「変なヤツ。んじゃ、またな」

　それだけ言うと、滝沢さんはもう言う事はないと歩き出す。

「あのっ！」

　呼び止めた声に、彼はポケットに手を突つっ込んだまま振ふり返る。

「ん？」

「ありがとう、ございました」

　頭を下げた時、そういえば以前もこんな事があったなと思い出す。

「はいよ。じゃ、精々頑がん張ばって」

　その言葉はとてもぶっきらぼうで、だけど言葉の響ひびきはどこか優やさしくもあった。

　俺が再び頭を上げた時、すでに滝たき沢ざわさんの姿はなく、道の向こうから誰だれかが騒さわぐ声だけが聞こえていた。

「…………」

　思ったよりもあっけない結末に俺は気が抜ぬけて、そのままベンチへ座り込む。

　いや、終わってなんていないんだよな。

　俺達はまだまだこの街で生きていかなきゃいけない。俺はこれからも、いろんな感情を隠かくし、嘘うそをついて、あの店で働いていかなきゃいけない。

　……でも、その前に。

　俺は携けい帯たい端たん末まつを取り出し、重たい気持ちでとある人物の名前を呼び出す。

　まだいくつか、きちんと真実を告げなければいけない人がいる。

　数コールで彼は、電話に出た。

「あー、良りよう太た？」

　つい先日、ファミレスで別れたままだった級友は、しばらく何も言わない。

「あのさー、今……大だい丈じよう夫ぶ？」

　喉のどの奥が酷ひどく重たかった。

「……はい、大丈夫です」

　しばしの沈ちん黙もくの後、向こうから聞こえた声には、どこか棘とげがあった。だけど、良太にだけはしっかりと言わなければいけない。

「この間……悪かったな」

「……」

「言い訳を、するつもりはない。お前の気持ちとか分かっていたはずなのに、俺……酷い事を言ったと思う」

「……」

「その上、俺は……これから、たぶん良太が聞きたくないような事、言うと思う」

「…………はい、何でしょう」

　良太の声は、小さなため息の後にやっと聞こえた。

「俺、ちゃんと向き合う。自分の気持ちからも、瑠る花かの気持ちからも、逃にげない事にした。この街にいる以上、しがらみとかルールとか多くてさ、胸を張って言える関係にはなれないと思うけど……それでも、もう逃げない事にした。……ごめん」

　俺よりずっと前から、良太は瑠花の事を見ていたのに。その気持ちを、ずっと横で見ていたのに、俺はコイツに酷い事を言った。その上、俺は瑠花に気持ちを伝える。

「……奈ない斗と君」

「うん」

「それで、良いんです」

　そう言った良りよう太たの声は、さっきまであった棘とげのようなものがすっかり抜ぬけていた。

　どうしてコイツはこんな事が言えるのだろう。俺は良太の気持ちを踏ふみにじったのに。これから良太が『好きだ』と言っている女の子に、自分の気持ちを伝えようとしているのに。

「…………え」

「だから、ファミレスでそう言ったじゃないですか。ぼくは何よりも瑠る花かさんに笑っていて欲しいんです。その相手は、知らない誰だれかより、奈ない斗と君が良いです」

「…………良太」

「きっと、二人なら上う手まくいきますよ。自信を持ってください。瑠花さんを誰だれよりも見ていたぼくが言うんです、間ま違ちがいありません」

　その言葉に……俺はしばらく何も言えなかった。

　なんでこいつは、こんなに優やさしく、そして強く……俺の背中を押してくれるんだろう。

「ありがとう」

　考えずとも、その言葉が零こぼれていた。

「いいえ、気にしないでください。でも──」

　そこで良太は一度言葉を切る。そして、

「奈斗君が瑠花さんを泣かせたら、僕が一番に瑠花さんを支えます。だから、その時は覚かく悟ごしてください」

　と、続けた。

　……ったく、こっちもか。

「分かってるよ」

「なら、良いんです。それでは、奈斗君、また明日」

「おう、ありがとな」

　通話を切り、一度空を仰あおぐ。

　どうやら俺は、学校でも職場でも、気の休まる暇ひまなどないらしい。でも……そのくらいでいいのかもしれない。だってそうじゃないと俺は、きっとまたうじうじと迷って、瑠花を悲しませてしまう。そうなるくらいなら、強制的にでも尻しりを叩たたかれていた方が良い。

「ったく、あんな我わが儘ままのどこが良いんだよ」

　一人呟つぶやき、そしてまた苦笑。

　瑠花から誰よりも我儘の被ひ害がいを受けながらも、それでもこうやって必死になってしまうのは他ほかの誰でもない。俺自身だ。

　マジ、俺……物好きだな。

「……さて、行くか」

　何もこれで、全すべてが解決したわけじゃない。

　自分の気持ちへの、最後の決着をつけに家に戻もどらなくてはいけない。

「あー、俺……こんな熱いキャラじゃなかった気がするんだけどな」

　強い日差しの下を歩き出し、俺は誰だれにでもなく呟つぶやく。だけど、その足は自然と軽く、重たい決意を秘ひめながらも揺ゆらぐ事はなかった。
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　見慣れたキッチンのカウンター越ごしに見た、見慣れたリビング。

　縁えん側がわに続く大きな窓から見えるのは、みんなの願い事が下がった大きな笹ささ。その手前には、ソファーと背の低いテーブル。そういえば、入店してすぐはよく、このソファーで瑠る花かとテーブル作法の練習をしていたっけ……。そして、その手前には四人掛がけのリビングテーブル。ここで毎日、みんなでご飯を食べた。何度も喧けん嘩かをした。そしてきっと、これからも喧嘩をして、その何倍も笑うのだろう場所。

　そこには今、俺が好きな女の子が一人、泣きはらした目で気まずそうに座っている。

　かく言う俺も気まずくて、キッチンでお茶なんて淹いれながらタイミングを見計らっていたりする。今この場所に、俺と瑠花しかいないのは、真琴と彩香が気を遣つかってくれているからだ。でもきっと、後でしつこく聞かれる事だろう。それを思うと、気が重たくなったりもする。だけど、もう決めた事だから──。

　俺は優やさしく湯気の立つマグを二つ持って、キッチンを出る。そして、瑠花の前にマグを一つ、そしてその隣となり──いつも俺が座る席にもう一つのマグを置いた。

「……あのさ」

　椅い子すに座るのだが、恥はずかしくて瑠花の方は向けなかった。

「……これ」

　テーブルの上に置いたのは、少しよれてしまった小さな紙の袋ふくろだ。赤いリボンも、少し色あせて見える。

「……え？」

「……誕たん生じよう日び、だから」

　何度も頭の中で予行演習をしたはずなのに、実際に言えたのは、この言葉だけだった。

「……あ、え……っと、開けて、いい？」

　少しの沈ちん黙もくの後、瑠花の小さな声に、俺は「どうぞ」とだけ答える。まるで熱を出した時みたいに心臓が早く脈打って、耳まで熱い。

　かさかさと、袋を開ける音がすぐ横から聞こえてきて、だけど俺はそちらを真まっ直すぐ見られない。喜んでくれる。そう信じているのに、それでも怖こわくて、そして恥ずかしい。

「あ、……これ」

　弾はずんだ声を聞いて、俺は恐おそる恐る視線を少しずつ瑠る花かに向け、そして目を離はなせなくなった。

　瑠花の黒くて大きな瞳ひとみが、小さなヘアピンを見つめている。その瞳はキラキラと輝かがやいて、ちょっとだけ涙なみだ目めで、だけど嬉うれしそうに目じりが下がっている。

　そのプレゼントは、俺がこんな気持ちに気付く前に瑠花が見とれた小さなヘアピン。色硝子ガラスで小さな蝶ちよう々ちようが作られた、ただそれだけのヘアピンだ。

「嬉しい」

　だけど瑠花は、その小さなヘアピンを宝物のように両手に包み、胸の前に引き寄せた。

　それは、俺がこのプレゼントを買う時に想像した、瑠花の喜ぶ姿より、何倍も、何十倍も嬉しそうで、キラキラしてて、可か愛わいい顔だった。

「ありがとう」

　俺の目を見て放たれた言葉に、また胸が痛くて、そして苦しくなる。だけど、その痛みは全然嫌いやじゃなくて、それどころか、いつまでも味わっていたいような痛みだった。

「滝たき沢ざわさんにもらったプレゼントに比べたら……ちゃちいだろうけど」

　そんな優やさしくない言葉を吐はいてしまうのは、単純に俺が照れていたからだろう。ほんと、器の小さい意い気く地じなしだ。だけど、瑠花が驚おどろいたようにこちらを見ているのに気付いて、そこでまた俺は自分の失敗を後こう悔かいする。

「……見てたの？」

「あ、えっと……偶ぐう然ぜん」

　あの時の姿を見られていると、瑠花は知らなかったんだ。

「……ごめん」

　もうここは、素す直なおに謝るしかない。

「…………別に、いいわよ。それに……もらってないから」

「え？」

「だから、滝沢さんには何ももらってない。お店には入ったけど、断ったの」

　少し不ふ機き嫌げんに……。だけど、どこか、不機嫌を装よそおっているだけみたいな瑠花の視線が俺を捕とらえる。

「それに……どんな高価なプレゼントより、こっちの方が嬉うれしいわ」

　嬉しいと言いながらも、ムッと唇くちびるを尖とがらせ責めるように俺を見る。

　だけど俺は思うんだ。こんな瑠花の表情も、嫌いやじゃない。

「それは、えっと……良かった」

　せめて、もう少し気の利きいた事が言えなかったかと、口を開いた後に思うがもう遅おそい。だが、そんな俺の言葉に、瑠花はパクパクと口を開いた後に、ぷいっと顔をそむける。

「も、もちろんっ！　このヘアピンが可か愛わいいからよ。気に入ってたから嬉しいのよっ。奈ない斗とからだから嬉うれしいとか、そういうんじゃ……ないし」

　照てれ隠かくしなのは明白。しかも、俺からもらったから嬉しいと、暗に言ってくれたみたいなものだ。当然、その言葉は有あり難がたく頂ちよう戴だいしておく。

　だけど、ほんと……。

「馬ば鹿か、みたいだな」

　とんだ茶番だ。もし、この会話を真ま琴ことや彩あや香かが隠かくれて聞いていたとしたら、今いま頃ごろ腹を抱かかえて笑っている事だろう。

「な、何よ！」

「違ちがう、違う」

　俺の言葉に怒おこった瑠る花かに、また俺は笑う。

　こうやって怒ったり、喚わめいたり、時には泣いたりしている瑠花を、もっとちゃんと見ていれば良かったんだ。そうすれば、表に出ている表情の奥に、優やさしくて、でも照れ屋で可愛い瑠花の本当の表情を、いつでも俺は見ることが出来たんだ。

「だっ、だからっ！　何なのよっ！」

　顔を真っ赤にしながら怒ど鳴なる瑠花に、俺は「だから」と言って、大きく息を吸い込んだ。

「ちゃんと、言えば良かったんだなって、思って」

「…………え？」

　真しん剣けんな響ひびきに変わった俺の声に、瑠花の表情が戸と惑まどいを見せる。

　今、言わなくちゃ、いつ言うんだというタイミングだ。それでも、いつだって逃にげ出したくなる俺は、戸惑って口を開けない。何をするにも、後手に回って、誰だれかが何かを起こしてから、それをフォローするように走り回ってばかりいる俺だけど、今だけは……自分から動かなくちゃいけない。いや……動きたい。

　俺だって、一人で歩いていきたいんだ。

「あのさ、瑠花」

　だけどそれは、何もたった一人で歩くって事じゃない。

　俺は俺で、瑠花は瑠花で。そしてきっと、真琴や彩香だって、一人で歩く。だけど、いつだって手を差し伸のべられる場所にいて、立ち止まりそうになったり、転びそうになった時には、迷わず手を差し伸べるんだ。

　寄りかかって、その人がいないと歩けないから一いつ緒しよにいるんじゃない。一人だって歩けるくらいの力を持てた時、本当に誰かを助ける事が出来る。

　一人で立てる力があるから、きっと支えてあげられるんだ。だから……。

「俺はさ……まだ子供で、どうしようもなく弱いところもあると思う」

「……」

「それに今の俺には、いろんなルールとか、守らなくちゃいけない事とかあってさ、だから好きな女の子に……『好き』って、言えないんだ。だから俺、この街を出るまで、誰だれかと付き合ったり告白したりとか、しないと思う」

　ほんの少しの沈ちん黙もくを挟はさんでから、瑠る花かの「うん」と小さな声が聞こえる。

「だけどさ、この街を出る頃ころには、きっと俺はさ……もっともっと強くて、女の子一人くらいなら自分で守れるようになってると思うんだ」

「……うん」

「だから……、えっと、だから……。俺が、俺の言葉でちゃんと伝えられる日を……待っていてくれませんか？」

「……」

　訪おとずれた沈黙に俺はもう何も言えなくて、視線を下げてしまいそうになる。だけどグッと地面を踏ふみしめるようにして真まっ直すぐ顔を上げ瑠花を見る。強くなりたいから。自分の力で歩けるようになりたいから。瑠花が困った時、いつだって助けられる男になるって信じて欲しいから。

　ゆっくりとした動作で、迷うように瑠花が顔を上げる。そして俺を見て──。

　こくり、と小さく頷うなずいた。

　その瞬しゆん間かん、全身の力が抜ぬけてテーブルに突つっ伏ぷず。強くて頼たよりがいのある男になると決めたばかりなのに、ほんとに情けない。やっぱり課題はてんこ盛りだ。

「っぷ」

　その時、小さく吹ふき出す声が聞こえ、俺は恐おそる恐る瑠花を見る。すると、瑠花が声を殺して笑っている。次し第だいにその笑いは大きくなり、最後にはケラケラと声を上げて笑い出す。

　完全に……馬ば鹿かにされている。と、ムッとしたはずなのに、何な故ぜだか俺の口から漏もれたのは、文句ではなく、「っぷ」と吹き出した笑いだった。

　それから二人して、腹を抱かかえて笑った。もう笑いすぎて涙なみだが出てしまうくらい笑った。何が可お笑かしいかも分からないけど、目が合うたびに吹き出して、それがまた可笑しい。

「ほんと、あたし達……馬鹿みたい」

　やっと笑いが収まって、涙を拭ぬぐいながら瑠花が呟つぶやく。聞き慣れた瑠花の「馬鹿みたい」が、なんだかとても嬉うれしそうで、それでいてちょっと照れているみたいにも思えて可笑しかった。
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「だな」

　俺も手のひらで涙を拭い、言葉を返す。こんな俺達を近くで見ていた真ま琴ことや彩あや香かは、さぞかしヤキモキしただろう。思い返してみれば、恥はずかしくって仕方ない。

「勝手に落ち込んで、悩なやんで……」

「…………あたしも、ほんと恥ずかしい」

　涙目の瑠花も、顔が困り果てたみたいに小さく笑う。

「うん。でもさ」

　恥ずかしい。だけど、もう何も言えずに傷つけるなんてしたくない。傷つくのが怖こわいから、見ないフリなんてしたくない。

「ちゃんと俺、言うから。ちゃんと瑠る花かを、見てるから。何があっても瑠花を……信じるから。だから俺の事も……信じてくれないか？」

　そんな俺の言葉を聞いて、瑠花の顔が可お笑かしいくらい真っ赤になって、今にも怒ど鳴なろうとしているみたいに口を開けて、でも……すぐに閉じて、素す直なおじゃない彼女は頷うなずいた。

「……うん、だから……その、えっと……あたしの事も──」

　そう、瑠花が必死に言葉を紡つむいでいた時だった。

　キィ。

　と、まるで扉とびらが軋きしむような音が聞こえ、嫌いやな予感が心を駆かけ巡めぐる。

「うわっ」

「馬ば鹿かっ」

　聞きなれた声と共に、どさどさっとドアの前に重ねて倒たおれてくる真ま琴ことと彩あや香かの姿に、俺は何と言えば良いのだろう……。

「あ、あ、あっ」

　真琴と彩香を指差しながら、口をぱくぱくさせている瑠花だが、結局何の言葉も出てこない。

「もぅ、彩香ちゃんが押すからバレちゃったじゃん」

「押してないって。そもそも、真琴がドアに近づきすぎだったんだよ」

「えーマコちゃんのせい？」

　などと真ま琴ことと彩あや香かは互たがいに罪をなすりつけ合っているが、俺が問いたいのはそういう事じゃない。

「…………あ、あんた達っ!!　ば、馬ばっ鹿かじゃない!?」

「まぁまぁ。怒おこらない」

「そーだよぉ、怒ると小じわが増えるんだよぉ」

「馬鹿っ！　真琴も彩香もっ……奈ない斗とも馬鹿っっ!!」

　何な故ぜだかとばっちりを受けている気もしなくないが、俺は昔みたいに腹を立てたりなんてしない。だって、本当に、宮みやケが瀬せ瑠る花かという女の子は、素す直なおじゃないのだ。だけど、ちゃんと見れば、その顔は語っている。口に出せないだけで語っているのだ。

　もうコイツは、そういうヤツなのだ。今だって、恥はずかしくってどうしていいのか分からないだけだ（まぁ、俺も恥ずかしくってどうしていいのか分からないのだけど）。

　そんな事、瑠花をしっかり見ていれば、すぐ分かる。だって、瑠花はいつだってその顔で、動きで、ちゃんと感情を表している。だからこれから俺は、そんな変化を見落とさないように瑠花をしっかりと見ていないといけない。

　きっと、それはとても大変な事で、なんて道を選んでしまったのだろうと思う。しかも、俺と瑠花の関係は、恋人とか、彼氏とか彼女とか、そんな明確な言葉で縛しばる事が出来ない。これからも俺と瑠花は、友達で家族で、同どう僚りようだ。

　ただ、相手を信じるしかない。

　ただ、自分を信じてもらうしかない。

　だけど、それでも俺は瑠花を信じようと思う。そして、瑠花に信じてもらえる人間でいたいと思う。そう思う気持ちに、名前なんていらない。関係を明確に言い表せる言葉なんて、きっと俺達には必要ない。

　未いまだに俺達に向け「馬鹿」「馬鹿っ」と連発している瑠花に「あぁ、馬鹿で良いよ」と笑い、その頭に手をのせる。すると、すぐに「ひゅーひゅー」と彩香達がからかってきて、赤かった瑠花の顔がさらに赤くなる。

「なっ、何言ってんのよガキくさっ!!」

　パッと俺から離はなれ、まるで威い嚇かくする猫ねこのように辺りに睨にらみを利きかせてくる。

　そんな瑠花に俺は苦笑を浮かべ、真琴と彩香は楽しそうに眺ながめている。

「まぁまぁ、そんなに怒らない」

「そーだよー。怒おこる子は、パーティーで仲間外れにするんだからねっ！」

「……え？　パーティー？」

「うふふ、実は……」

　と、笑いながら、真琴が後ろに置いてあった大きな包みを俺らに見せる。

「じゃーんっ!!　優やさしいマコちゃんと彩あや香かちゃんは、お寿す司しを用意してあげたのでしたーっ」

「あと、さっき奈ない斗との友達がコレ届けに来たよ」

　続いて彩香が差し出した箱を見て、俺は息を呑のむ。その箱には、クローバーのマークと良りよう太たの働くケーキ屋の名前が書かれている。

「……あいつ」

「いい友達じゃん」

「え、え？　そいつは？」

「仕事中だからってすぐ帰ったよ。後でメールしときなよ」

「う……ん、そうする」

「じゃ、パーッとやろーよ。瑠る花かの誕たん生じよう日びだし、あともぅ一つお祝いしなきゃいけない事も出来たしねぇ」

　ニヤリと笑う真ま琴ことに、俺はもうお手上げだと両手を上げる。

「な、何ニヤニヤしてんのよっ!!　言いたい事があるならハッキリ言いなさいよっ！」

「えー言っちゃって良いのぉ～。マコちゃん言っちゃうよぉ。えっとねぇ」

「ちょ、ま、待ちなさいっ!!」

「えー待つって何をぉ？　もしかして、瑠花とナイト君の事ぉ？」

「なっっ!!　ちょっといい加減にしなさいよっ！」

　いつものように喧けん嘩かを始めた瑠花と真琴に、俺はため息を一つ。視線を動かすと、彩香はニコニコと二人の喧嘩を見ているだけで、止める様子も見せない。

　でも、これが俺達の日常だ。きっとこれからも、こんな毎日を過ごしていくんだろう。そんな事を考えると、気が重たいような、楽しみのような妙みような感じがする。

　でも──。

「……ほんと、馬ばっ鹿かみたいっ！」

　何度も何度も瑠花が放った言葉が、いつもより愛いとおしく思えた。






　　　アフター










　賑にぎやかな声で満たされた、土曜日の【Club　Butterfly】店内。

　見慣れた赤い絨じゆう毯たん。黒いソファーに白いテーブル。色とりどりのドレスを着たキャストがそれぞれの客の横で笑えみを浮かべている。テーブルの間を縫ぬうように歩くのは、揃そろいの制服を着たボーイ達。

　もちろん俺も、テーブルの間を背筋を伸のばし歩いている。

「お願いします」

　と呼ばれ、もう意識せずとも浮かべられるようになった笑みを浮かべながら「はい、ただいま」と、テーブルの前に片かた膝ひざをつける。

　馴な染じみの客と短い談笑を交かわし、注文を承うけたまわって立ち上がった時。

『──瑠る花かさんご指名、一名様。ご来店です』

　インカムに声が飛んでくる。その言葉に、俺はもしやと思いホールの入り口に視線を移す。そして見つけた顔に、俺はやっぱりと苦笑を浮かべる。

　そろそろ来る頃ころではないかと思っていたのだ。

「滝たき沢ざわさん、いらっしゃいませ」

　何事もなかったみたいに、俺は笑顔を浮かべ小さく頭を下げ、そして再び彼に視線を戻もどす。

　すると、彼も笑っている。

「おう」

　気楽に片手を上げ笑っているが、その笑みには微かすかながら挑戦的な表情が含ふくまれている。

「先日は本当に失礼しました」

　俺は、笑みを崩くずさないまま答える。だけど強すぎる程ほどに真まっ直すぐその顔を見て、より笑みの色を濃こくした。

「いいや、気にするな。で、瑠花の風か邪ぜは良くなったか？」

「はい、おかげさまで。でも、本人はとても気にしていて、滝沢さんに連れん絡らくがしにくいって言っていたんです。こうやってお店に足を運んで頂けて、とても喜ぶと思いますよ」

「そっか、なら良かった」

　笑顔を交かわし合う俺らを見ていた洋よう司じ先せん輩ぱいが、「後でどういう事だか詳くわしく話せ」と言わんばかりの顔で見ている。だが、俺はそんな先輩の顔を見ていないフリをして、

「では、すぐに瑠花さんをお連れしますね」

　と再び頭を下げ、一歩後ろに下がる。

「ご案内します」

　怪あやしんだ目で俺を見ていた洋よう司じ先せん輩ぱいがすぐさま営業用の笑え顔がおを浮かべ、滝たき沢ざわさんをテーブルに促うながす。だけど最後にもう一度、俺に念を押すような視線を飛ばされ、俺としてはまた苦笑を浮かべるしかない。

　でも、このくらいで音ねを上げるわけにはいかない。

　俺は待機席に座っていた瑠る花かの所に行くと、そこにはすでに慌あわてている瑠花の姿。

「な、奈ない斗と。滝沢さんっ!?」

　あわあわと動どう揺ようを隠かくせないでいる瑠花に、俺は笑って周りに聞こえないような小さな声で囁ささやく。何しろここには事情を知らない先輩達もいるのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。この間も言ったけど、滝沢さんはあの日、瑠花がただ風か邪ぜで来れなくなっただけだって信じているから。今日も瑠花の体調気き遣づかってたぞ」

　と、嘘うそを平然とつく。

　俺にとっては不利な嘘だが、これは約束だ。破るわけにはいかない。

「……そ、そう」

「でも、ちゃんと謝らなきゃダメだぞ」

「わ、わかってるわよ」

「よし、じゃぁ行こう」

　瑠花に笑いかけ、そして歩き出した俺は、どこか心が躍おどっていた。それはとても変な事なのかもしれないけど、戦いが始まる前の高こう揚よう感に近いのかもしれない。

「お待たせしました」

　テーブルに付き、また小さな会え釈しやく。

「おう、風邪良くなったか？」

　先に言葉を投げたのは、ソファーに気楽な姿勢で腰こし掛かけた滝沢さん。

「あの……この間は本当にごめんなさい」

　俺の隣となりに並んだ瑠花が頭を下げる。

「ほんと、体調管理くらいしっかりしろよ。お前、一応プロだろ」

　その言葉に、瑠花は気まずく笑いながらも、滝沢さんが本当に体調不良だったという嘘を信じていると思い安あん堵どの息を吐はき出した。

「ごめんなさい。でも……あの、予約とか──」

「はぁ？」

　申し訳なさそうに頭を上げながら放った瑠花の言葉を、滝沢さんが途と中ちゆうで遮さえぎる。

「予約なんてするはずねーだろ？　お前がお好み焼き屋行った事ないって言うから連れてってやろうとしてただけだし」

「……え？　それ、だけ？」

「あぁ。……もしかしてお前、なんか勘かん違ちがいしてた？」

　そう言った滝たき沢ざわさんの顔には、からかうような笑えみ。

「うっ、え!?　嘘うそっ!?　じゃぁ、あたし……」

　慌あわてる瑠る花かに、滝沢さんは笑って「でも、行きたいなら予約するような店、取ってやろうか？」と、言葉を続ける。

「え!?　あの……」

「嘘、嘘。じょーだんだって」

　素す直なおな瑠花の事だ。きっとこれで、滝沢さんに対する警けい戒かいは緩ゆるまっただろう。そして、滝沢さんもひとしきり笑った後、俺に『分かってるな』と鋭するどい視線を飛ばす事を忘れない。ほんと手て強ごわい。だが、相手にとって不足はない。

　だから俺も同じ視線を、そっくりそのまま返すのだ。

「それでは、改めて。今夜もご指名ありがとうございます。瑠花さんです」

　俺は瑠花を送り出す。そして敵には笑みを送る。『この戦いは、受けて立つ』と。

　どこに出したって、誰だれの隣となりに座ったって、もう不安なんて覚えない。だって俺は、もう瑠花の手を放しはしないから。そしてきっと、瑠花もその手を必要としてくれると信じるから。瑠花の信しん頼らいに値あたいする男になると、決めたから。

　ホールの入り口に戻もどった俺を待っていたのは、ニヤッと笑った真ま琴ことと彩あや香か。

「へぇ、滝沢氏はまだ諦あきらめてない、と。しかも、安心させて取り込もうとはやりますな」

「マコちゃんもその手でいこうかなぁ～。ねぇナイト君、何かあったらマコちゃんに相談していいんだよぉ」

　俺を両側がわから挟はさみ込み、ケラケラと笑う二人を見ながら、俺は『勘かん弁べんしてよ』と苦笑を浮かべる。二人とも、分かって俺をからかっているのだから性た質ちが悪い。

　でも、ま。それも俺達だ。喧けん嘩かして、笑って、振ふり回されても励はげまして。何だかんだと騒さわがしく俺ら四人はこれからも一いつ緒しよに歩いていくんだろう。

　何てったって、俺達の同居生活は、まだまだ始まったばかりなのだから……。






　　　あとがき







　二十歳の時、私は現在勤めているアパレル関連企き業ぎように就職しました。正直に言うと、当時の私は同年代の女の子と比べて別段洋服に詳くわしかったわけではありませんでした。ただ学生時代からやっていたアルバイトは接客業ばかりでしたし、就職もそのまま接客業で良いか、という漠ばく然ぜんとした志望動機でした。

　そして今、その選せん択たくは最良だったのだと思います。大おお袈げ裟さに言ってしまえば、まるで神様に『振ふり分けられた』みたいだ、なんて思ってさえいます。

　入社から約三年後。私は近きん隣りん店てん舗ぽの店長が急きゆう遽きよ退社するというアクシデントから、店長として新しい店舗に異動して欲しいと言われました。当時の私は大いに迷いました。まだ入社三年目。店長という仕事を任されるには早いように思いました。しかしそんな私の背を押したのは、異動の話が出る少し前から胸にモヤモヤと疼うずき出した一つの夢でした。

　小説家になりたい。

　まだ明確に動き出したわけでも、決意を固めたわけでもありませんでした。でもその時、確かに『夢』という小さな灯あかりが私の胸で燃え始めていました。そこで私の打算が発動します。アパレルの店長って経歴、新人賞の審しん査さに有利なんじゃない？　なんか珍めずらしいって思ってもらえるんじゃない？　小説家になるんなら、店長とか経験しといて損はないんじゃない？

　全くもって不純な理由から、私は上司に「お受けします」と伝えました。こうして私は、店長としての道と小説家としての道を同時に歩み出したのです。そして書き上げたのが、デビュー作である『空の彼方かなた』になります。

　後に知ったのですが、プロフィールは審査には影えい響きようせず、最終選考では事前に提示される事もないそうです。つまり、あの時の打算は全くもっての見当違ちがいだったわけです。でも、あの時に異動の話がなければ私はもう会社を辞やめていたかもしれませんし、勘かん違いな打算がなければ、やっぱ無理だよな、と小説家という夢を諦あきらめていたかもしれません。そう考えると本当に、神様による『振り分け』だったのかも……なんて思ったりします。

　そんな思いが根底にあったのかはわかりませんが、本作の主人公である奈ない斗と達は、都市による『振り分け』により望んでもいなかった仕事に就つくことになりました。最初は嫌いや々いやだった彼らも、今では『この仕事で良かった』と思ってくれているはずです。そして十年後にはきっと、もっともっと、良かったと思ってくれていると信じています。




　それでは最後になりましたが、お礼を述べさせて頂きます。

　イラストのさんた茉まつ莉りさん。今回も素す敵てきなイラストをありがとうございました。

　担当の荒あら木き様、和わ田だ様。打ち合わせではいつも「うーあー」と唸うなってばかりでスミマセン。三年目もよろしくお願いします。

　そして「小説家になります」と伝えた時、二つ返事で応おう援えんの言葉をくれた上司、ダメ店長の私をいつも支えてくれたスタッフの皆みなさん、本当にありがとうございます。

　私の間ま違ちがいを細かく指し摘てきしてくださった校こう閲えつ様。そして、この本が世に出るためにご尽じん力りよくいただいた全すべての方々。

　何より、この本を手に取ってくれている読者様。最後までお付き合い頂き、本当に本当にありがとうございます。この物語を読んで、少しでも楽しんで頂けたなら幸いです。

　それでは、皆みな様との素す敵てきな再会を願いながら……。
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２０１２年１月いっぱいをもって、３年半勤めた店長職を退任。この本の発売日辺りは、数年ぶりの長期休暇を満喫中の予定。春から新たな店へ突撃して、アパレル道を突き進むとか、進まないとか……。とりあえず、いろいろ一区切りの丑年、蟹座。
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さんた茉まつ莉り

こんにちは、飼ってるオカメインコにペンタブのコードをかじられまくって中の銀色の線がむき出しになってしまいました[image: ]

今度かじられたらおしまいな気がします。
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夜よるのちょうちょと同どう居きよ計けい画かく！3
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